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:  殿 i 

! あなたは  年月  日 i 

i  j 

I から 月 日まで、 当 部! 
丨隊 において 隊内 生活 体験し I 
! たこと を 証明し ます。  i 


はじめに 


自衛隊では、 「隊内 生活 体験」 に 参加され る、 あなたを 大いに 歓迎 
いたします。 

この r 隊内 生活 体験」 の 目的 •意義は “ 国民の ために、 国民と と 
もに ある” 自衛隊の 実際の 姿を 広く 国民の 皆様に 知っても らう こと 
にあります。 それだけに、 あなた も 大いに チャレンジ 精神を 発揮し 
て、 いろいろな ことを 体験して ください。 とはいう ものの わずか 数 
日の 短い 期間の 日程の 中に、 数多く の スケジュールが 組み込まれて 
いますので、 どうしても 時間に 追われたり、 制約を 受ける ことにな 
り ます。 しかも 自衛隊と いう 組織の 中に 入って 団体 生活を する わけ 
ですから 堅っ 苦しい こ とも あるか も しれません。 しかし 終わって み 
れば この 体験が 楽しい 想い出の 一つに なり、 また、 この 期間 中に 身 
につけた 事柄 や 知識が、 日 常の 社会生活 にも 何 か しらの お 役に立つ 
と、 確信 しています。 

この 小冊子は、 あなたが 「隊内 生活 体験」 で 実行す る 内容 等に つ 
いての ガイ ダンスと もなる 簡単な 手引きです。 在隊 中は 各種 行事の 
参考書 （副読本） として 使って いただき、 終了後は 隊内 生活 体験の 
記念と して お 手元に 置く こ とに より、 隊内 生活 体験 中に 身に 付けた 
こ とや 隊内 生活 体験の あらま しな どを、 後輩 や 友人に お話しを する 
際の 資料 に 活用して い ただ ければ 幸いです。 
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〈生活 体験 ェチ ヶッ ト コーナー〉 


I すでに 隊内 生活 体験の ために 入隊した あなた i 
! です ので 改めて 説明す る ことは どうかと 思い I 
• ますが、 もう 一度 復習す るっ もりで、 「隊内 生 I 
1 活 体験」 についての 説明を させて いただき、 I 
; 皆さんの ご 理解を お願いします。  I 

I - - - 

回!！ 「P 納 生活 体験」 って 、何です か？ 

/A  一般の 国民の 方たち に、 短期間で すが、 自衛隊の 
^ 駐屯地 （基地） などの 中で、 隊員と 同じような 日課 
で、 起居 宿泊す る 生活を 味わって いただき、 自衛隊 や 隊員の 
行動の 一部を 体験して いただく ものです。 

回 § どうして 隊内 生活 体験を する のです か？ 

/a  自衛隊の 任務は r 国を 守り、 そして 必要に 応じ、 公 
^ 共の 秩序を 維持す る」 です。 このような 任務を 持って 
いる 自衛隊の 実際の 姿を 広く 一般 国民の 方たち に 知っても 
らい、 理解を 深めても らうた めの、 自衛隊の 広報活動の 一 
つです。 


mm  —誰 でも 参 力 □(入隊） できます か？ 

/A  団体 生活を する 上での 必要 最小限の ルールを 守れる 
^ 方なら 誰でも 隊内 生活 体験す る ことは 可能です。 しか 
し 家庭 や 親元を はなれて、 自分で 全ての ことを やらな けれ 
ばな りません から ある 程度の 年齢 一 例えば 高校生 程度 

ぐらい — 以上と い 
うこと になります。 

性別の 制限は 原則 
としてありません が、 
受け入れ 施設の 関係 
で、 ど ラしても 女性 
の 受け入れが できな 
い 部隊 もあります。 
ただし、 最近では 婦 
人 自衛官の 配置され 
る 部隊が 増えて きて おり、 それに 伴って 女性を 受け入れる 
ことので きる 部隊 も 多く なって きています。 

なお、 隊内 生活 体験とは 別に 小 • 中学生ら 向けの 広報 行 
事と して、 夏休み 期間に キャンプ 教室 や サバイバル 教室な 
どの 行事が 行われて います。 もちろん 一般の 人が 参加で き 
る 広報 行事 も いくつかあります。 このよ ラな 広報活動 につ 
いては、 資料 編 《広報 行事》 を 参照して ください。 


回 4! 個人で も 参 力 D (入隊） できます が？ 

/A  ある 程度、 人員の まとまった グループ とか 団体の 申 
^ し 込みを 受ける ことと して おります ので、 原則として 
個人の 場合は、 ご 遠慮 願って おります。 

mm グル- プの 制限は？ 

/A  隊内 生活 体験を 希望す る グループ •団体に 制限は あり 
^ ません。 これまでには、 大学 •高校 等の クラブ、 ボーイ • 
スカウト • ガールスカウト、 新入社員の 研修 や 中間 管理職の 
リフレッシュを ねらっ た 企業な どの 団体、 趣味の 同好 グルー 
プ など、 いろいろな グループ •団体が 参加して います。 

回© 隊内 生活 体験の は？ 

A\  なるべく 多くの 国民の 方たち に隊内 生活 体験の 機 
^ 会を 持って いただく ために、 一般的には 短期間 （2 泊 
3 日程 度） となって おります。 

回ブ どんな 事を する のです か？ 

yjv  隊内 生活 体験の 期間 中に 行 ラ行 事の 内容は、 ① 防衛 
^ 問題に 関する 説明 ② 自衛隊の 現状 説明 ③ 個人 •集 
団の 行動に 関する 基本 動作 ④ 体育 ⑤隊 内見 学 ⑧ 自衛 
隊の 教育 訓練 見学 ⑦ 戦車 （艦艇） 等への 体験 搭乗® 広 
報 映画の 鑑賞 ⑨ 隊員との 懇談 一 などを 盛り込んだ も 
のが 基本 メニュー になって います。 この スケジュールに、 


体験す る 団体が 自主的に 決める 研修 計画な どが 加わる こと 
になります。 

自衛隊の 施設の 中での 団体 生活です がら、 スケジュール 
も 自衛隊の 日課に より プ □グラムされ ています ので、 それ 
に 従って 行動して いただきます。 このため 全般的な 生活 面 
— 団体 生活に 必要な 規律と か 礼儀作法 などの エチ ケッ 
卜 •マナーの 指導の ために、 自衛隊 側から 世話 係と して、 
教官 •助教を 配置し ます。 とはいっても、 自衛隊 側が 皆 さ 
ん 方に 直接、 教育 訓練を 押し付ける ものでは なく、 申し込 
み 責任者と 事前に 十分 調整した 上で スケジュールを 設定し 
ます。 

なお、 自衛隊が 「隊内 生活 体験」 の 申し込みを 受けた と 
きに、 皆さんへ 便宜を 図る ことができる 内容は、 （一） スケ 
ジュール 等に ついての 助言 及び 案内 等 （二） 食事の 支給 
(三） 宿泊 施設の 提供 （四） 被服の 貨与 （五） その他 体験 
入隊に 必要な 施設の 利用 —— などと なって いますので、 そ 
の 範囲 内で 申し込み 者の 要望に 応える ことにな ります。 

また、 隊内 生活 体験 期間 中、 体育 関係 以外の 行事に 参加 
する 場合には 自衛隊が ら貨 与される 作業衣 等を 着用して い 
ただき ます。 これ も 団体 生活での 規律 維持を 図る ための も 
のです。 

@@ 翻は どの位で すか？ 

M  自衛隊の 施設 内で 起居す るので すから、 期間 中に 
^ がかる 費用に ついては 支払って いただきます。 その 


内訳は、 食事 代、 光熱 水 料、 寝具 （シーツな ど） や 被服の 
洗濯代、 隊内 生活の 雑費、 その他と なって おり、 その 主な 
ものは 食事 代です。 


回 §) 「隊内 生活 体験」 の 申し込み 手続きは? 


yjv  最寄りの 陸 •海 • 空の 自衛隊の 駐屯地 （基地） 等 
U で 引き受けて いますし、 また 都道府県 庁 所在地 （北 
海道は 札幌の 他に 旭川 •帯 広 • 函 館） に 置かれて いる 「自 
衛隊 地方 連絡 部」 に 問い合わせれば 適当と 思われる 部隊へ 
の 紹介、 あっせん をして くれます。 

これらの 部隊 等 所在地は 『資料 編』 に 一覧表を 掲げて あ 
ります ので 活用して ください。 


隊内 生活 体験 時に、 携 
行す る 必要の ある 物 
としては、 洗面 道具、 
着替え 用 下着 • 靴下、 
筆記用具 等々 です。 


【申し込み 方法】 各 部隊の 担当 窓 □は、 駐屯地 • 基地 等の 「広報 
班 （係)」 です。 申し込み 責任者が 申し込み書に 所要 事項を 
記入し、 署名 •捺印の 上 参加者 全員の 名簿を 提出して いただ 
きます。 

申し込みを 受け付けても、 自 衛隊 側の 教育 訓練‘ 行事な ど 
の 関係 がら、 希望す る 日時に 実施で きない 場合 もあります が、 
事前の 調整で なるべく 希望に そえる よ ラに しています。 


なお、 一覧表に 掲げて ある 自衛隊の 中で も 一部には 施設の 
規模な どの 関係で 隊内 生活 体験 を 引受けられな いところ も 
あります。 そのような 部隊で も 「部隊 見学」 は 可能です。 


〈生活 体験 エチケット コーナー〉 

あなたは、 これから しばらくの 間、 今までの のんびりと 
した 家庭の 雰囲気 やア パー トでの 独り暮らしの 気ままな 生 
活 とお 別れして、 仲間の 人たち と 一緒に、 共同で 自衛隊 内 
での 団体 生活を 過ごして いただきます。 そのため、 これ ま 
で 団体 生活の 機会が 少なかった 方に とっては 「堅っ 苦しい 
のでは ないか」 とか 「やって 行ける だろう か」 など 不安を 
抱いて いる 方 も おられる のでは ないで しょうが …… 。 

しかし、 自 衛隊の 生活 体験 だが ら とい ろ ことではなくて、 
一般社会で 日常の ” しきたり” を 守れる あなたなら、 そん 
な 心配は 不要です。 ただ、 日常の 常識的な エチケット •マ 
ナ ーの 他に、 団体 生活に 必要な ルール、 それと 自衛隊 員が 
実行して いる 隊 内で 決められ ている 規則を 守って いただく 
こと は 必要と な ります （そんな に 面倒な 規則 では ありませ 
ん ので 堅苦しく 考えないで 下さい)。 

ここでは、 そんな 団体 生活に 必要な 決まりと が、 隊内生 
活で 行動す ると きに 必要な こと を 紹介し ます。 

☆時間の 励行 ー ラ ッ パが 合図です 一 

自衛隊では、 隊 内の 時間を 示す 場合、 午前 •午後の 呼び 
方は せず、 「24 時間」 制を 採って います。 朝の 6 時の 起床 


から 夜の 22 時 （午後. 10 時） の 消灯 （就寝） まで、 決められ 
た 時間の 中で 生活して います。 隊内 生活 体 
験した あなたの 行動 も、 この 自衛隊 日課に 
合わせた スケジュール になって います。 決 
めら れた 時間 内で 手際よ く 行動す るた めに 
^  L1 も 『時間 励行』 を 心掛けて ください。 

起床、 朝の 課業 開始、 夕の 課業 終了、 消 
灯の 合図は すべて 「ラッパ」 の 吹奏に よっ 
て 知らされます。 なお、 海上自衛隊では 余 
裕を もって 次の 行動に がかる ようにす るた めに 「5 分 前」 の 
号令が かかります。 

時間 励行は、 食事 （食堂 開設 時間） にも 関係し ますから、 
遅れて 食事が できな がった なんてい うことの ないように 


☆食堂での マナー 

昔から ” 腹が減って は 戦が できず” との 諺が あります 
が、 あなた も、 まずは 腹 ごしら えを してから になり ますよ 
ネ。 そこで、 食堂へ ご 案内し ましょう。 

食堂は 「隊員 用」 と 「幹部」 用に 別れて いますが、 通 
常、 隊内 生活 体験 者の 皆さんは 「隊員 用」 の 食堂を 使 ラ こ 
とになります。 食事の 献立は 隊員 も 幹部 も 同一の ものに 
なって います。 

(1) 食堂の 入 □には 「手洗い 場」 があります。 ここでよ 
く 手を 洗いましょう。 必ず 実行して ください。 時には 食 中 


毒 予防の ため パイ キン 退治の 消毒液が 置いて ある こと も あ 
ります。 また 入 □には 泥 落とし マツ トが 置 がれて いますの 
で、 靴の ド □汚れは 必ず 落として ください。 

帽子を が ぶって いると きは、 入 □を 入ったら、 必ず 脱い 
でく ださい。 入 □近くに 帽子掛け もあります が、 紛失 や 間 
違い 防止の ため 携行しても かまいません。 

(2) 配 食は セルフサービスです。 各人が それぞれ 整列 
して、 順序よ く 行動し ま しょ ラ。 主食 • おかず （副食） • 
汁 もの. 漬け物な どを 手際よ く 配 食 窓で 受け取り、 お盆に 
乗せて テーブルへ 移ります （主食は 自分で 盛り付け るよ ラ 
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にして いる 部隊 もあります) C 

食卓 （テーブル） は 隊員の fLG/ 

場合は どこを 使っても 良い の 
です が、 隊内 生活 体験 中の 皆 , 

さんに ついては、 一定の 場所 
を 指定す る ことがあり ますの 
で、 その 場合は 決められた 
テー プルを 使用して いただく ことになります。 

(3) テーブルの 上には、 醤油 •ソースな ど いろいろな 調 
味 料 や ふりかけ. 梅干しな どが ト レーの 上に のって います。 
これは 自分の 好みに 合わせて 自由に 使って 構いません。 し 
かし、 ビン や 容器は 使ったら、 次の 人の ことを 考えて、 必 
ず ト レーに 戻して ください。 

それでは、 仲間の 人たち と 雑談な どしながら、 くつろい 
だ 気分で 自衛隊の 「味」 を 噛み しめてく ださい。 


(4)  食事が 終わったら、 各人 ごとに 食器を 返納し ます。 
この場合 量が 多過ぎて 食べ残した ときは、 返納 □にある 残 
飯 入れに 入れて ください。 大小の 食器 類 （ドン プリ .皿. 
碗)、 著、 盆と それぞれ 返納 位置が 定められて いますから、 
それぞれ 所定の 場所に …… （部隊に よっては 返納の 前に 各 
人が 使用した 食器を 汚れ 落としで 仮 洗いす ると ころも あり 
ます)。 

(5)  食事の 献立は 前もって 決められて いますが、 朝食な 
どは、 御飯 か パン 食 かの いずれ かを チョ イスで きる 方式の 
複数 献立を 採用して いる 部隊 もあります （全 部隊では あり 
ません ので、 あなたの 入隊した ところは …… ？）。 

☆物品 愛護 

隊内 生活 体験 期間 中には、 ベッド、 □ッ カー、 寝具、 そ 
れに貨 与する 被服な ど、 自衛隊の 物品を いろいろと 使用し 
ます。 これらは いずれも 国の 物です から、 使用に 当たって 
は、 自分の 所有物の つもり で 大切に 取 り 扱って ください。 

皆さんの 入隊 前に 十分 チェックして、 壊れた ものは ない 
ように 準備して いるので すが、 もし 不具合の 物が あったら 
すぐに 申し出て 下さい。 

貸与す る 被服 類は、 ある 程度 あなたの 身長. 体重な どに 
合わせた 号数を 用意した つもりで すが、 時には 大きす ぎた 
り、 小さかった りする こと も あると 思います。 そのような 
ときに も、 申し出て 下さい。 できるだけ 交換す るよう にし 
ています。 また 被服 類は、 完全な ” 新品” を お貸しで きる 


わけではありません。 といって 着古した 老朽 品で も ありま 
せんが、 すべて 奇麗に 洗濯され ていて、 衛生的に も 問題 あ 
り ません。 

なお、 この 被服 
を 着用す る 際には、 

隊内 生活 体験 者と 
判る ように、 腕章 
または リボン、 あるいは 色彩の 付いた 布片を 装着す る こと 
もあります。 この 目印は 外さない ように 注意して ください。 


1 □  メモ 


自衛官の 『衣』 （服装） の 種類は、 
いわゆる ” 制服” と 呼ばれて いる 
「常 装」 の 他に 「礼装」 （3 種類） 「作 
業 服装」 「甲 武装」 「乙 武装」 「特別 儀 
じょ う 服装」 「特別 儀 じょ う 演奏 服 
装」 「通常 演奏 服装」 「演奏 略服 装」 
「特殊 服装」 の 


おおむね ” 作業服 装” のはず です〉 
服 制に ついては、 夏 用と 冬 用が あ 
り、 国から 貸与され る ものを 着用し 
ます。 既製の 常 装 や 作業衣な どは、 
隊員の 身長 • 体重な どを 基準と し 
て、 大きさを 変えた ものを 用意して 
います。 一般 社 


12 種類が あり 
ます。 

この 〇 ち隊内 生活 体験の あなたが 
隊 内で 目に する 機会が 多い のは、 常 
装と 作業服 装 （これに 武器を 持って 
ヘルメットを 装着す ると、 甲 •乙武 
装）、 それと 特殊 服装の 一部のは ず 
です。 〈あなたがたに 貸与す るのは 


自衛官の 服装の 種類  会での 背広 等と 

同じよ^に、 A 
〜 A 巳、 B など ヤセ形 •標準 タイプ- 
肥った 人な どと 区分けして いるよう 
に、 体型に 応じた 号数で 数 種類に 分 
かれて います。 
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☆居室での きまり 

隊 内では 決められた ベッドと その 室内、 その 付近の 関連 
施設が あなたの 生活の 基本 場所に な ります。 その 使用 施設 
の 概略は 次の 通りです。 

居室 ベッドの ある 部屋は、 おおむね 組. 班 単位で 
構成され た 仲間の 人と 一緒に 入ります。 組. 班の チーム 
ワークで 室内の 秩序. 維持に 当たって いただきます。 団体 
生活を する 上では、 個人個人が 積極的に 進んで 行動す るよ 
う 心掛ける とともに お 互いが いたわり あい、 力を 合わせて 
協力し 合 ラ ことが 不可欠です。 そのためには 次の ような こ 
とを 守って ください。 

① i 青 掃 部屋に 備え付けられ ている 掃除 道具を よく 確 
認 し、 朝夕には、 室内の 清掃を してく ださい。 

©喫煙 タバコは 灰皿の 準備の ある 場所で 吸って くだ 
さい。 吸い 殼の 投げ捨ては 絶対にし ないよう お願いします。 

また、 べッ ドの 中で 横にな っ 
て 喫煙す る "寝 タバコ” も、 
止めて いただきます。 灰皿は 
消灯の 時には 廊下に 出して い 
ただき ます。 

③ 危害 防止 喫煙 だけでは ありま せんが 「火の 用心」、 
つまり 防火 管理には 十分 気を付けてく ださい。 いざと いろ 
時には、 備え付けられて ある 消火器を 使って 慌てずに 初期 
消火 活動を すると 同時に、 大声で 「火事」 と 知らせる よ ラ 


にして ください。 

防火の 他に、 危害 防止に も 十分 心掛けて ください。 部屋 


の 窓から 外へ 転落す る 
ことのな いよ ラに して 

娱楽室 休憩時間 
とか 夜の 消灯 前の 自由  U 

時間には、 娯楽室の 利用は フリーです。 畳の 上で 寝転んだ 
り、 ソファーに がけたり、 備え付けの 娯楽 用具で ゲームを 
楽しんだり、 テレビを 見るな ど、 それぞれの 好みに 応じて 
使って ただいて 結構です。 しかし、 時間が きて 娯楽室を 去 
る ときには 必ず テ レ ビ 等の スイ ツチを 切り、 使った 用具を 
元に 戻して ください （使い 放しは やめ ましょう)。 

給湯 場. 洗濯 場 湯沸かし 場 や 洗濯 場では、 できる だ 
け 湯水を 無駄に 使用し ないように 心掛けて ください。 

洗濯 場では'  備え付けの 電気洗濯機を 使用で きる ところ も 
あります。 この場合、 下着類な どの 洗濯に 使い、 作業服な ど 
の洗灌 はしない ようにして ください。 


☆隊内 施設の 利用 

、浴場 一日の 疲れを とる ために 入浴は 欠かせません。 自 
衛隊の 浴場は 多くの 隊員が 一定 時間の 間に 使ろ ので、 かなり 
おおきな 施設に なって います。 

入浴 時間は、 大体、 課業 終了から 2 〜 3 時間 程度です （各 
部隊 ごとで 決められて いますので よく 時間を 確認して くださ 


い)。 家庭 用 風呂と 違って 浴槽は、 比較的 深く できて いますの 
で 注意して ください。 また 浴槽 内には 使用して いる 手拭 や夕 
オル 類は 絶対に 持ち込まない ようにして ください。 

売店な ど 部隊の 中には、 隊員が 隊 内で 息抜きす る 場 
所と して、 通常 PX と 呼んで いる 「売店」 施設が あります。 
そこには 生活 用 物資の 販売店 や 食堂 •喫茶. スナック などの 
飲食店、 ゲームセンター や 理髪、 文房具、 本な どの 店が あり 
ます。 隊内 生活 体験 中の 皆さんが この 売店を 利用す る こと も 
歓迎し ます。 隊内 生活 体験の 想い出になる ような グッズ （記 
念 品） が 見付けられる かもしれ ません。 

売店の 営業時間は、 通常、 昼前から 夕 方までで すが、 飲食. 
ゲーム コーナー などは 21 時 ごろ、 その他は 19 時 ごろまで です 
(それぞれ 部隊に よって 違います ので 確認して ください)。 

また 飲酒で きる r 隊内 クラブ」 施設が 通常 設けられて いま 
す。 このほか 隊 内には 自動販売機が あちこちに 設置され、 夕 
バコや 飲物な どが 売られて いますので 利用して ください。 

プール 部隊に よっては 隊内 生活 体験の 行事で、 体育 
や 救難 •救急法 （人 □呼吸） の 指導の 一環と して プールを 使 
用す ると ころもあります。 この場合は 必ず プールに 入る 前、 
上がる ときには シャワーを 浴びる ことと 準備体操を 忘れない 
よ ラに （プール 使用の 場合は 海水着 携行を 前 も って お知らせ 
します)。 

その他 ①べッ ドは 金属製で すので、 角に 気を付けて 
けがの ないように …… 。 またべ ッ ドの 配置は 1 段と 2 段の 場 
合が あります。 2 段の 時、 上段を 使用す る 人は 必ず 脱落 防止 


用の パイプを 使用 するとと もに 上り下りに 気をつけ てくだ 
さい 0 

©移動な どの 際に 自衛隊の 車両 （ト ラック） を 使 ろ 場合 
があります。 荷台の 椅子に 順序よ く 着席して 下さい。 運転 
台の 横には リ ー ダーな リ最 先任の 方が 座ります。 

③  貴重品の 保管は 各自が しっかりと やってく ださい。 も 
し 盗難 • 紛失な どの 事故が 起きる と、 楽しい はずの 隊内生 
活 体験が あと 味の 悪い ものになる ので …… 。 

④ 期 間中に 体調を 崩した ような ときには、 早めに 自衛隊 
の 世話 係に 申し出る ようにして ください。 
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©向 舀恝 ぬ©®® 园 (一 例 〉 


自衛隊の 日課 

① 

6  ：00 
15 

起床 

点呼 

(朝食） 

の 

8：  00 課業 開始 

① 

12  :  00 

課業 終了 

(昼食 • 休憩） - 

© 

13  :  00 

課業 開始 

① 

17  :  00 

課業 終了 

(夕食） 

(入浴 5 

© 

20  :  00 

巡検 

(海の み） 

21 :  40 
22  :  00 

点呼 

消灯 

第 1 日 


11 : 00 集合 • 班 組 編成 

被服 配付 ォリ 1  > テ-シ 


(昼食) 

13:00 開講 式 

30 基本 動作 訓練 

15  :  00 結 索 （ローブの 結び 方）、 

野外 救急法、 地図 判読 

16  :  00 体育 

17  :  00 国旗 降下 


(夕食 • 入浴） 

19  :  00 広報 映画 

(ビデオ 上映） 

21 :  30 清掃 •点呼 
消灯 
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ここに 掲げて あります r 隊内 生活 体験」 の 日程表は、 陸上自衛隊 
の 部隊に おける モデル （  2 泊 3 日） の 一例です。 自衛隊の 日課に 沿っ 
て、 いろいろな 行事が 組まれて いますが、 それぞれの 部隊の 特色 や 
地理 的 条件な どを 加味し ます がら、 部隊に よって プ □グラム （カリ 
キュ ラム） も 異なります。 


第 2 日 

第 3 日 

起床 （整頓 • 洗面） 
点呼 •体操 
朝食 

7  :  50 整列 

起床 （整頓 • 洗面） 

点呼 • 体操 

朝食 

整列 

8:00 国旗 掲揚 

10 防衛 講話 

8:00 国旗 掲揚 

05 体力 検定 

10  : 00 隊内 見学 

(レンジ ャー 訓練） 

11 : 00 野外 炊 飯 

9:30 資料 館 見学 

10:30 所感 文 作成 

被服 返納 • 残務整理 

(昼食 • 後片付け） 

13  :  00 10  km 行進 

15  :  00 戦車 試乗 
(装備 品 展示 見学） 

17  :  00 国旗 降下 

(昼食) 

13:00 閉講式 

(夕食 • 入浴） 

18：  30 自衛官との 懇談 

(1 時間 30 分) 

清掃 • 点呼 
消灯 
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指定され たべ ッ ドが、 あなたの 隊内 生活 体験 期間 中に お 
ける ”お 城” になります。 今夜が らお 世話になる わけです 
から、 早速 割り当てられた 毛布 • シーツ 等を 使って ベッド 
メー キングし ましょ 
う。 

布団が 1 枚、 シー 
ツ 2 枚、 毛布 3 〜 5 
枚 それに 枕が ありま 
す （布団、 毛布 等の 
数は 季節に よって 異 
なります)。 

ぺッ ドメ ー キング 
で 注意し なくて はな 
らな いことは — ① 

毛布を 正しく 折り こ 
むこと ②ピッ シリと 
張る こと 一 が 重要です。 それに よって 角が ピシッ となり 
ます。 しわ だらけに していて は 見栄え も 良くありません。 

あなたが 旅行で ホテルに 泊まった ときの べッ ド も 同じ 方 
式で 造られる のです。 出来上がった ぺッ ドは 袋 状に なって 
いますので、 転げ落ちない はずです。 しかし いいかげんに 
メー キングして いると 寝相の 悪い 人は べツ ドから 転落す る 
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かもしれ ません。 

夏には 蚊帳 （かや） を 張って いただく こと もあります。 
それでは 自分で メークし たべ ッ ドで ゆっくり お休み 下さ 
し、 -  0 


ぺッ ドの 作り方 
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「士気 即 食」一 自衛隊 員の エネルギー 源と なる ” 食事” 
について、 陸上自衛隊の ある 駐屯地での 一日の 献立の 例を 
2 日 分 掲げて あります。 あなた も在隊 中は このよ ラな 食事 
をと る ことになります。 

隊員の 食事には、 営 内 や 艦 内で 通常の 食事で ある 「基本 
食」 の ほか、 訓練 や 勤務 態 様に よって 「増加 食」 「加給 食」 
が、 また 病気 治療の 隊員 向けの 「患者 食」 があります。 


—— 1 □メモ 

毎日、 教育 訓練に 汗を 流し 続けて 
いる 自衛隊 員の エネルギー 源の 大 
本は、 この 食事な のです。 それだけ 
に 高い 力 □リーと 良質の 蛋白質の 
摂取 •補給が 要求され ます。 勤務 形 
態に より 若干の 差が あります が、 自 
衛官の 平均 摂取 熱量は 一日 
3,300 kcal が 基準と なって います。 

各 部隊には、 

必ず 一人 以上 
の 栄養士が 勤 
務し 、熱量と 栄養の パランスを 考え、 
若い 人 好みの 献立を 作成して いま 
す。 また 安い 値段で おいしく 栄養 豊 
富な 食事を 摂れ るのは、 新鮮な 材料 
を大置 仕入れす るから なのです （な 
お 平成 11 年度の 隊員 一人 当りの 食 


費は、 基本 食で 日 額 968円 です)。 

また、 隊員の 食事の 種類と して 
は、 日常の 「基本 食」 （平常 食 •非常 
食 • 患者 食）、 隊員が 訓練に 参加し 
たと き 支給の ” 夜食” とか "演習 増 
加 食” 、特別の 勤務と して "空挺 食” 
"潜水艦 食” である 「増加 食」、 こ 
の ほか パイ □ッ ト などの 航空機 乗 
員に 対する 「加 
給食」 が ありま 
す。 基本 食の 内 
で 非常 食を 支給す る 場合は、 自衛隊 
が 出動したり 災害 派遣な どの 行動 
をして いると き、 あるいは 天災 地変 
で 平常 食 • 患者 食が 支給で きないと 
きに 支給し ます。 


自衛隊の 食事 
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朝  食 

昼  食 

夕  食 

御飯。 もやし 油揚 
汁。 片目 焼 レタス、 
ポテ トオー □ラ 和 
え。 ヤクルト。 葉 唐 
昆布。 ろ ずら 煮豆 

泠麦 または 御飯。 紅 
鮭 照り 焼。 桜え び 卸 
し 和え。 ししとう ソ 
テー。 南瓜 そぼろ 煮。 
豆腐 • にら 汁。 梨。 
がぶ 浅 潰。 麦茶。 

御飯。 ポーク ヶ チャッ 
プ= キャベツ A  • ボイ 
ルプ □ッゴ J— 。 生 野 
菜 G  (小鉢)。 小 松 
菜 • 麩 汁。 豆乳。 胡 
瓜 潰。 

パン （ビーフ カレー 
パン， 黒ワッ サン）。 
牛乳。 

御飯。 馬 鈴 薯 • 白菜 
汁。 牛肉 大和煮 缶。 
もやし にら 浸し。 人 
参 サラダ。 生タ マゴ。 
かつお 梅。 梅干し。 

御飯。 海老フライ 0 
キャベツ C •トマト 
添え。 ヘルシー サラ 
ダ。 はんぺん。 小 松 
菜漬 汁。 胡瓜 潰。 牛 
乳。 麦茶。 調味料 

セッ ト Co 

御飯。 豚肉 ラ ま 煮。 

泠 奴。 みよ ラが かき 
玉 汁。 つぼ 清。 キ 
ウイ フルーツ 0 

パン （カレー サラダ 
パン • 北の 便津 軽)。 
牛乳。 ポテト サラダ。 
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朝夕の 点呼 や 国旗の 掲揚 •降下 等、 あるいは 各種 行事に 
参加したり、 食堂に 出掛けた りする ような 場合、 隊内 生活 
体験 期間 中は 組 • 班 等の グループ ごとに まとまって 行動を 
する ことが 多い はずです。 そんなと きに バラ バラと 動き 
回って いては グループの 統制が とりにくく、 周囲から 見た 
目 も 良くありません。 

つまり 団体行動を とる 場合は、 キリ ッ とした 規律 ある 行 
動を とる のが 望ましい わけです。 

そこで、 その 団体行動を とる 場合の 基本的 動作 一 自衛 
隊 では 「基本 教練」 と 呼んで います —— の ラち、 もっとも 
基礎的な 『整列』 『敬礼』 『行進』 を 練習し ます。 

この 基礎 動作は、 隊内 生活 体験 入隊の 時 だけでは な < 、 
あなたが 日常生活の 上で も、 十分 役に立つ ものです から 完 
全に マスター してく ださい。 

〈整列. 整 とん〉 

点呼な どの 場合には、 組 •班 （グループ） 全員が 整列し 
て、 異常の 有無な どの 報告 •確認を 行います。 また 朝夕の 
国旗 掲揚 • 降下 や 行事の 開始 • 終了の 際 全員が 整列す る こ 
とになります。 

整列 （並び 方） 二 「縦隊」 と 「横隊」 のい ずれ かの 隊 型を 
とり、 それぞれの グループの 人数 や 整列 場所、 その後の 行 
動に 合わせて、 1 列 がら 2 以上の 複数 列を とります。 「集ま 
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れ」 の 号令で 集合し、 一定 間隔を とって 隊 型を 整えます。 

整 とんの 場合は、 「右 （左） へなら え」、 「直れ」 「前へ なら 
え」 等の 号令で 隊 型を 整え、 「直れ」 の 号令で 不動の 姿勢に 
なります。 
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〈不動の 姿勢 •休め〉 

「不動の 姿勢」 は、 一般的には 「気を付け」 の 姿勢と も 言わ 
れ、 各種 動作に 入る ための 基本の 姿勢です。 

「休めの 姿勢」 は 不動の 姿勢から 体を 楽に する 形に 体型を 
変える もので、 「整列 休め」 と 「休め」 の 二種 類が あります。 


60° 


〔不動の 姿勢〕 両 がが とを つけ 同一 上に 合わせ、 つま 先を 約 60 度 開き、 ひざを まっす 
ぐ 伸ばす。 上体を 腰の 上に 落ち着け、 胸を 張り、 両 肩を やや 後ろに 引き一 
様に 下げる。 腕は 垂直に たれ、 手の甲を 外に， 軽く 握る。 頭は 真っ直ぐに、 
□を 閉じ 目は 前方を 直視して 動かさない。 

〔休  め〕 左足を 約 25cm 左に 開き、 体重を 左右の 足に 平均に がける。 同時に 手を 後 

ろに 回し、 掌は 後ろに 向けて 開き 左手で 右手の 4 指を 握る。 
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〈敬礼〉 

朝の 「おはよ ラ」 から、 夜 寝る ときの 「お休みなさい」 
まで、 日常生活で 人と 人が 会った ときには、“ あいさつ” を 
交わします。 その あいさつに 関連して 『敬礼』 の 動作が 伴 
うこと が 多い ものです。 敬礼は 相手の 人 や 対象に 敬意を 表 
し、 あるいは 感謝の 気持ちを 示す 動作です。 

あなたが 基本 教練で マスター する 「敬礼」 は、 主として、 
人に 対する 敬礼が 中心です。 自衛隊 員の 場合は、 武器を 携 
行して いる 時の 敬礼 動作 もあります が、 あなたには 武器を 
もたない 時の 動作で、 しかも 脱帽して いる 場合の 敬礼を 主 
に 練習して いただきます。 

脱帽 時の 敬礼は、 個人では 「姿勢を 正す 敬礼」 「45 度の 敬 
礼」 「10 度の 敬礼」 があります。 

•姿勢を 正す 敬礼 一 「気を付けの 姿勢」 を とって 行う もので 
『国旗 または 国家』 に対する 敬礼です （一般的には" 目礼" で、 姿勢 

を 正して 相手を 注目して 敬意を 表 
します）。 

•10 度の 敬礼 一一 「気を付けの 
姿勢」 から、 体の 上部を 約 10 度 前 
へ 傾けます （一般的に “ 会釈” とい 
ラ 軽い お辞儀の ことです が、 体験 入 
隊 では しっかり 節度を もって 実施 
していた だきます)。 上司 や 先輩 • 
面識の ある 人に 対する あいさつで 
す 0 

_  45 度の 敬礼 — 「気を付けの 


姿勢」 から、 体の 上部を 約 45 度 前に 傾 
けます （一般的に “ 最敬礼” といわれる 
もっとも 丁寧な お辞儀です)。 高貴な 人 
に対する ほが お詫び するとき の あいさ 
つ、 葬儀で 棺 （ひつぎ） に対する ときな 
どに 行います。 

[挙手の 敬礼] 自衛官の 場合、 
着帽して いると きの 敬礼の 基本が 
[挙手の 敬礼] です。 右手を 上げ 
掌 （てのひら） を 左下 方に 向け、 
人差し指が 帽子の ひさしに 当たる 
程度に 上げます （陸 • 空と 海では 右手の ひじの 張り 方が 若 
干 異なります)。 

〈敬礼 動作の 応用〉 

自衛隊では、 隊員が 用事の ため、 事務室な どに 出入りす 
るよう なと きの 敬礼 動作を 次のように 指導して います。 

—— 敬礼を 行 ラべき 上級 者の 部屋に 入る ときは、 通 
常、 許可を 得て 室内に 入り、 まず 在室の 最上級 者に 
敬礼し、 用務の ある 上級 者の 約 2 歩 前で、 敬礼した 
_  用 許: を與 す-す —— 

これを、 社会生活の 上で あたな が 応用 一 例えば 学校の 
教員 室な どに 出入り するとき、 他の 会社の オフィスを 訪問 
したり、 自分の 会社で も 役員 室と か 他の 部 課 室に 出入りす 
ると き 一 してみ てはい かがです か …… きっと 礼儀正し 
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い、 節度を わきまえて いると、 あなたの 株が上がる ことう 
けあいです。 


〈行進〉 

隊列を 組んで 行進 するとき は、 一般的に 
歩 幅： 標準 75cm  (女性の 場合は 70cm) 

歩度： （1 分 間に 歩く 歩数）： 105 〜 120 歩 
となって います。 つまり 75cm の 歩 幅で 1 分 間 106 歩で 
歩く と、 1 時間に 4.8km となります。 1 時間のう ち 小休止 
を 10 分と ると、 平均 行進 速度は 4km/ h となります。 

縦隊で 行進 するとき、 前の 人と 空ける 距離の 平均は 1 m 
とします。 

「かけ 足」 行進の 時は 

歩 幅： 標準 85cm  歩度： 170 歩と なります。 
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〈号令の かけ 方〉 

グループで 団体行動を すると きには リ ー ダーが 他の メン 
バーに 行動を 知らせる ために 「号令」 を かけます。 

号令は、 全員が よく 分かる ように、 大きな 声で はっきり 
と 明瞭に がけなくて はいけ ません。 しかも、 号令 自体は、 
簡単 • 適切な 用語を 使用すべき です。 

基本的な 動作に 使 ラ 号令を 掲げて おきます。 

「第〇 班， 集まれ」 「別れ」 「右 （左） へなら え」 「気を付け」 「番号」 「休 
め」 「整列 休め」 「敬礼」 「直れ」 「回れ右」 「右 (左) 向け 右 (左)」 「前へ 進め」 
「(全隊） 止まれ」 


〈不寝番〉 

夜間に一 定時 間、 交代で 当直 勤務に 当たる ことです。 不 
寝番の 役目は、 それぞれの グループの 居室の 内外を 警戒し、 
火災 や 盗難 予防と か 衛生に 注意し、 就寝 中の 仲間の 健康 や 
寝姿に も 気を 配ります。 野外での 場合は キャンプの“ 火” 
を 絶やさない ようにしたり、 周囲の 巡回 もします。 
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©  ®  (体力 検定） 

あなたの 体力 や 運動 能力は どの位で すか？ 自衛隊で 
行って いる 「体力 検定」 を 参考に して、 自分の 能力を 調べ 
てみ ましよう。 

自衛隊 員は その 任務 上から、 常に 充実した 体力を 保持す 
るた めに 「体育」 を 重視し、 定期的に 健康診断と 体力 検査 
を 行って います。 

体力 検査は 、握力 •走 
力 •投力 •跳 力 • 懸垂 力 • 

背筋力 • その他 疲労 度 • 

回復 度を 計ります が、 そ 
の ラち で 体力 • 運動 能力 
の 程度を 確かめ、 評価 • 

格付けす るの が 「体力 検 
V 定」 です。 

体力 検定の 実施 種 目は、 陸 •海 • 空で 若干 違 っ ています。 こ 
こでは 陸上自衛隊の 例を 掲げて おきます ので、 海上自衛隊， 
航空自衛隊に 隊内 生活 体験した 場合は、 係員から 説明を 受 
けて ください。 

走 力 一 100  m 走です。 走る 前に 足 • 足首な どの 準備運動を。 

投力 一 軽い 助走 （5  m) の 後、 定められた 線から 出ない よう 
に、 2 個の ソフト ポールを 連続 遠投 し、 飛んだ 距離 （2 回の 
うちの 良い ぼう） を 測ります。 実施 前には 肩 •腕 • 手首な ど 
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の 準備運動を します。 


懸垂 力一 鉄棒で 懸垂した 回数を 計ります。 

跳 力 一 走り幅跳びで 2 回 跳んだ うちの 良い ほうの 記録です。 

実施 前に 足 • 足首 等の 準備運動を します。 

土のう 運搬 一  50kg の 土のうを 担いで 50m の 距離を 走る 時間 
を 計ります。 

1,50 0m 走 — トラック か 平坦 地を 1,500 m 走る 時間を 計り ま 
す。 実施 前に 腰 •足 • 足首の 準備運動、 走行 後には 整理 運動 
をし ます。 

【判定】  あなたの 検定 記録 （成績） は、 この 小冊子の 一 

番 最後の 表に 記入して ください。 何 級に なりました か。 
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何 か 行動 中に、 思い も よらない 事故に 遭遇し、 ケガ をし 
たり 病気に なったり する ことがあります。 もちろん その内 
容 によって は、 対応の 仕方は 違って くるで しょ ラが、 医師 
とか 救急車が 到着す るまでの 間に、 適切な 「応急 （救急） 
手当」 をして 人命を 救助し、 ケガや 病気の 早期 回復に 役立 
つよう にす る こと も 大事な ことです。 

「救急法」 は 野外 活動 だけでなく、 日常での ちょっとし 
たケガ などの 手当で も 必要な ことです。 

応急 処置を する に当たっては、 手当を する 人が 慌てずに 
ケガ 人な り 病人の 状況を 見極める 必要が あります。 意識 不 
明な のか、 呼吸が 止まって いるの が、 出血の 程度は 一一 と 
状態を 見て、 それに 応じた 行動一 呼吸が 止ま っ ていれば 
人工呼吸 や 心臓 マッサージ、 出血して いれば 止血 法を、 あ 
るいは 横に 寝かせたり、 衣服を ゆるめる 等々 の 処置を しな 
< ては な りません。 救急箱が あれば これ も 利用し ま しょう。 

ここでは 主な 救急法に ついて 説明し ま しょ ラ。 


〈止血 法〉 


大きい 動脈が 切れて 出血して いるよう な 場合は、 以下の 
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3 種の 中から どれ かを 迅速 正確に 実施し ます 


♦圧迫包帯 法 == 傷 □の 上がら 
包帯を して 傷 □を 圧迫す る 方式で 
す。 包帯がない 場合 ガーゼ •三角 
巾 あるいは 清潔な ハンカチを 用い 
て 行います。 

この 方法は 相当 大きな 出血で も 
効果が あ ります。 負傷し た 部位を 高く 持ち上げて お くと より 効果的 
です （骨折して いる 場合は むやみに 動が さない ようにし ます）。 また 
包帯の 上に すこしぐ らい 血が にじみ 出ても 包帯を 巻き 直さず、 その 


上がら 別の 包帯を 巻きます。 

♦血管 指圧 法 == 手元に 包帯な どが 
ない 場合は 心臓の 動きに 合わせて、 出 
血 部よりも 心臓に 近い 部分の 動脈の 触/  _ 
れる ところ = 止血 点 • 次 ページ 図を 参 
照 = を、 指で しっかりと 骨に 向が つて 


圧迫し、 その 止血 点 がら 先の 血 流を ストップさせます。 この 方法は 
簡単です ので 負傷者 自身の 手で 止血す る こと も 可能です。 

この 止血 法は、 手足の ヶガ には 絶対 効果的で すが、 長続きさせる 
ことが 難しく、 また 負傷者を 移動させる ときは 不適当です。 


♦止血帯 法 == 腕 や 脚の 動脈が 切れて、 吹き出す よ ラな 大 出血の 


ときは とりあえず 指で 止血した 後、 止 
血 帯を 使用して きつく しばります。 も 
し 止血帯がない と きは 三角巾 や 巾の 広 
い 布 （例えば タオル •手拭 •ネクタイ） 
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血管 指圧 点 


で 応急 処置を します。 止血帯を 腕 や 脚の 回りに 緩く 巻、 輪を 作って 
末端を 結び、 その 結び目に 棒を 差込み、 この 棒を 引き上げつつ 回し 
て 血が 止まる まで 締め付けます。 血が 止まったら、 応用 止血帯が 緩 
まない よう （元に 戻らない） に 棒の 端を 紐な どで 止めます。 
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なお 止血帯は 腕 や 脚の つけ 根を しばる ようにして、 傷の 間近で しば 
ら ないように する ことが 酐 要です。 

〈傷口の 保護〉 

傷の 処置に 当たって は、 細菌の 侵入を 防ぐ ために、 $、 

できれば 消毒液で 手を 洗って から 救急 包帯 や 救急 絆創膏を 
使用し ます。 汚れた手で 傷に 触れない ようにし、 汚れの あ 
る 傷 □は、 水で 洗い流してから 手当を します。 

野外に おいては、 特に 傷口を 保護し、 破傷風 菌 による 感 
染を 防止す る 必要が あります。 

〈ショ ック 防止〉 

ショックとは、 驚いた ときに 使われ ますが、 医学 的な 意 
味では 『種 外の 原因 （傷の 痛み、 出血、 筋肉 や 骨の 負傷、 
感電、 注射な ど） で 全身の 血液循環が 非常に 片寄った 状態 
になって、 体が 非常に 弱く なった こと』 を さします。 その 
程度は 小 時間で 治る 軽症の ものから 死に 至る よ ラな 重症の 
ちのまで あります。 

ショックの 症状と しては ① 顔面 蒼白 （□唇は 紫色） ② 
うつろな 目 ③額 •手足は 冷たく、） 令 汗が 出る ④ 吐き気 
が 起きる ⑤ 脈拍が 弱くなる ⑥ 呼吸が 早くなる ⑦ 重症 
では 意識不明になる 一 の 症状が 見られます。 

この 予防 • 手当は 一一 ① まず 正しい 救急 措置を 確実に 行 
う。 ② 傷病 者を 乱暴に 扱わず、 静かに 寝が せる。 ③ 傷病 者 
を 安心 させ、 まず 激励す る。 ④ 傷病 者に 傷 □を 見せない。 
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⑤ 傷病 者を 寒い （暑い） 場所に 長時間 置かない —— こと 
に 留意す る 必要が あります。 

ショックの 応急 措置と しては、 傷病 者を 楽な 姿勢 (体位) 
= 足を 高く、 頭を 低く する （ただし 頭 • 胸を 負傷して いる 
場合は 頭を 高く する 必要が あります)。 パンド、 服を ゆる 
め （取り扱いは 静かに できるだけ 傷病 者を 動かさない） 毛 
布で 包むな どして 暖 くします (急に 暖めて はいけ ない)。 温 
かい 飲物は ショックを 押さえる のに 役立ちます ので、 腹部- 
胸部の 負傷 やおう 吐が なく 意識が あるときには、 白 湯、 お 
茶な どの 温かい 飲物を 与えて ください。 しかし 1 度に コッ 
プ 1 杯 以上は 控えます （意識不明 とか 腹部に 傷が あるとき 
は、 どんな 飲物で も 絶対に 与えて はいけ ません)。 

〈急病の 処置〉 


日 （熱) 射 病 

日射病 （日光の 直射に よる）、 熱射病 （日光に 関係な く 高 
熱 高温に より 起こる） は、 原因は 違って いても 現れる 症状 
は ほぼ 同じで、 手当 も 同じように します。 

この 発生を 予防す るには、 ① 湿度 や 温度に 応じて、 上衣 
の 袖を まくった りして 体内に 熱の たまる のを 防ぐ。 ② 休憩 
時は 上衣 や 帽子を 脱いで 日影の 涼しい ところで 休む。 ③の 
どの 渇きに 応じて、 水 （できれば 0.196 程度の 食塩水） を 
少しずつ 飲み、 水分と 塩分を 補給す るよ ラに 努める ことで 
す 0 


日 （熱） 射 病で 倒れた 患者は、 風通しの 良い 日陰の 涼し 
いところ に 静かに 寝かせ、 頭を 高く （顔色が ひどく 蒼白の 
時は 頭を 下げる） して 仰向けに させ、 被服、 靴な どを 脱が 
せて 水を かけ 全身を 冷やす。 意識が 回復したら 泠 たい 塩水 
を 飲ませます。 

やけど 

体の 皮膚の 1/3 以上が やけどす ると 生命が 危険に もな り 
ますし、 広い 範囲の やけどは ショックを 起こし やすく、 ま 
たやけ どから 細菌 感染す る こと もあります ので、 ちょっと 
したやけ どで も 手当は 十分に して 下さい。 キャンプ などの 
野外 行動では 比較的 火を 扱う 機会が 多い ので やけどには 十 
分な 注意が 必要です。 

やけどは 軽い もの （第 1 度 熱傷 =部 分が 赤くな り 匕リヒ 
リ する 強い 痛みが ある）、 中程 度 （第 2 熱傷 = 皮膚に 水ぶ く 
れが でき 痛みが 強い。 水ぶ くれは 破れる ことが 多い） 、重症 

(第 3 度 熱傷 = 皮膚の 深部まで 焼けた だれ、 程度が 強いと 
きは 黒く なって いる こと も あり、 深い 傷は 痛みが 激しい。 
治癒しても やけど 跡が 残る） に 分 がれます。 

軽い 小さな やけどは、 10 〜 15 分 間、 水道 水で) 令 やし、 
包帯 や ガーゼで 包みます。 ワセリン 油 類 やぼ ラ 酸 軟膏を 塗 
る 治療で 大丈夫です。 

水泡を 伴 ラ やけどは、 水ぶ くれを つぶしたり やけど 部を 
汚れた手で 触って はいけ ません。 

やけどの 部位に 被服の 一部な どが 着いて いても、 無理に 
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はぎとる よ ラな ことは しては いけません。 やけどでは 
ショックを 防止す るた めの 手当 や 水分 • 塩分 補給を 考慮し 
ます。 


骨折 

骨折す ると、 痛み •出血 • 運動 障害 •変形 • 異常 運動 • 
ショック などの 症状が 出ます。 しかし 単純 骨折 (皮下 骨折） 
では、 表面からは 分かりにく いので、 疑わしい ときは 骨折 
として 処置した 方が ベターです。 骨折 部を 動かさな いよう 
に 固定 するとと もに、 傷病 者を なる 
ベく 楽な 姿勢で 休ませ、 動かさない 
ようにし ます。 骨折 部に 副木を 当て 
三角巾 •包帯 等で 固定し ます。 骨折 部 
が 曲がって いると きは、 無理に 元へ 戻 
さず そのまま 固定し ます。 

傷 □が あり 骨折 部が 外 に 出て いる 
よ ラな 複雑 （開放） 骨折では、 まず 止 
血した 後、 粉砕した 骨片を 取り除か 
ずに そのまま 固定し ます。 

骨折では ショ ック 予防の 手当を 忘 
れ ない ことが 大切です。 

なお、 骨折 部を 固定す る 「副木」 
に 使う 材料と しては、 厚紙、 薄い板、 
木片、 竹、 棒、 樹 枝、 天幕の 支柱な ど 
があります。 
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〈患者 輸送と 簡易 タン カ〉 

傷病 者を 正しく 運搬す る ことは、 正しい 応急 処置と 同様 
に 重要な ことです。 負傷の 程度 • 種類に よって 運搬 手段 も 
変わって きます が、 その 運搬 方法の いくつかを 紹介し ます。 
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么 S 野© 


呼吸が 止まっても、 しばらくの 間、 心臓は 活動して いま 
す。 この間に 人工的に 空気を 肺に 送り込み 酸素を 供給 すれ 
ば 一命を 救える ことがあ ります。 

水に 溺れたり して、 呼吸が 止まった ときな どの 仮死 状態 
から 人命を 蘇らせる ため、 人工呼吸を 必要と する ことがあ 
ります。 

自衛隊が 採用して いる 人工呼吸法は、 次の よ ラな ものが 
あります。 

♦呼気 吹 込み 法 ① □移し 法 （マウス. ツ ー • マウス 又は マ 
ウス •ツー •  ノ ーズ） ② レスキュー チューブを 用いる 法 
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♦用 手 人工呼吸法 〈背圧 迫 腕 上げ 法〉 （こー ル セン 氏 法 又は ホ 
ルガー • ニールセン 氏 法） があります。 

人工呼吸を 行う に当たっては、 救助 者は n 秒で も 早く 
行う」 ことを 頭に 入れて、 時間の 浪費を 避けなくて はなり 
ません。 

患者を 安全で 新鮮な 空気の ある 場所に 急いで 運び、 衣服- 
パンド. ネクタイを 緩め、 □の 中に 砂 •泥 • 食べ物 •義歯 
などが 詰まって いる 時は、 顔を 横に 向けて これを 除去し ま 
す （これらの 作業は 要領よ く、 手早く 行 ラ)。 

そして この 後に 人工呼吸の 作業に 移ります が、 『根気よ 
く』、 長時間に わたって 交代で 続ける ことが 大切です。 し 
かも この間、 患者の 保温に 注意し、 毛布な どで 包んだり 湯 
タン ポや カイ □を 入れたり、 手の 空いて いる 人は 全身 摩擦 
を 行う こと も …… 。 

なお 水に 溺れた 人に 対しては、 一刻も早く 気道を 確保し、 
水を 吐かせる より 先に 人工呼吸を します。 胃の 中に 水を 吞 
み 込んで いて 十分な 呼吸が できない ときは、 体を 横向きに 
して 上 腹部を 軽く 押さえて 水を 吐かせます。 

〈口移し 法〉 

①  患者を 上向きに 寝かせ、 片手を 患者の 首の 下に 当てて 下から 持 

ち 上げながら、 他の 患者の 額に 当てる。 

②  頭を 背中の 方へ 押し 患者の 頭を 後ろに 反らせ、 あごを 上に 向け 

る と 気道の 確保が で きます。 

③  これにより 患者の □は 自然に 開きます （しかし、 首に 当てた 手 

を 抜いて、 患者の あごを つかみ 胸の 方に 引がない と □を 開が な 
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い。 首 がら 手を抜いた 後には 肩の 下 
に 巻いた 毛布が 布団な どを 入れる と 
よい)。 

④  患者の 額に 当てた 手の 親指と 人 
差し 指で 患者の 鼻を しっかりと つま 
み 鼻孔を ふさぐ。 

⑤  患者の □を 救助 者の □で ぴった 
り 被い、 そのまま 深呼吸の 半分 ぐら 
い 息を 強く 吹き込む。 

⑥  息を 吹き込む と きは 救助 者は 患 
者の 胸を 注視し、 息を 吹き込む と 同 
時に 胸が 膨れる かどう かを 確認す る 

(胸が 膨れない ときは 肺に 空気が 送 
りこ まれて いないので、 もう一 度 あ 
ごを 引き揚げて 首の 後ろを 曲げて 試 
みる）。 

⑦  最初の 数回は 急速 度で 繰り返す 
が、 その あとは 1 分 間に 10 〜 12 回 
の 割合 =  5 秒に 1 回ぐ らい = (子供 
は 1 分に 20 回 程度） で 実施し ます。 

(レスキュー チュー プ 法は 一般的で はない の 


で 略します） 
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ニール セ ン氏法 

① 患者を うつ 向かせ、 手を 組ませ、 あごを その上に のせて 顔を 横 
向けに します。 

⑦  救助 者は 頭 側に 位置して 座り （片 ひざを 立てても 可） 肘を 伸ば 
して 両手の ひら （手指を 開いて 両方の 親指が 触れる 程度） を 背中、 
肩甲骨の 下に 当てる。 

③ 救助 者は 腰を 静かに 上げ、 肘の 垂直になる ところまで 前 上方が 
ら 後ろ 下方に 向かって 圧迫す る。 

④  次いで 上体を もとに 戻しつつ、 両手を 患者の 両肘のと ころまで 
滑らす。 両肘の 上腕に 近いと ころを 握り 引き上げる。 

⑤  このと き 救助 者は もとの 姿勢の まま 上体の みや や 後ろに 反らし、 
患者の 顔が 動く ほど 持ち上げた り 後ろに 引いたり しない。 

⑧  この 動作は リズムを 乱さない ように、 1 分 間 約 12 回の 速度で 周 
期 的に 反復、 1 〜 2 時間、 交代で 継続し ます。 
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〈心臓 マッサージ〉 

感電、 湧水、 窒息な どの 原因で 心臓が 止まった 場合、 短 
時間のう ち に 蘇生の た めの 処置 を とれば、 心臓の 働きが 蘇 
える ことがあります。 その 方法が 心臓 マッサージです。 

心臓が 止まって から 3 分 すれば、 脳の 細胞が 酸素 不足で 
機能を 停止す ると 言われて いますので、 心臓 マッサージは 
寸刻を 争 ってし なくて はな りません。 

心臓が 止まって いると きは 当然 呼吸 も 止まって います。 
心臓 マッ サージと 人工呼吸を 合わせて (二人が かりな どで) 
実施し ます。 

実行 方法 =© 患者 を 固くて 平らな ところに 上向きで 寝かす。 

②  実施 者は 患者の 右側に 位置して、 一方の 手を 患者の 胸骨の 下部 
(みぞおちの 少し 上） に 当て、 他の 手を その上に 重ねる。 

③  自分の 体重を 掛けながら グット 強く 押し、 直ぐ 弛める。 このと 
き 肘を 曲げて はいけ ない。 

④  この 動作を リズミカルに 1 秒彳 回の 割合で 行う。 

⑤  心臓 マッ サージ 4 〜 5 回に 呼気 吹 込み 人工呼吸を 1 回 あて 実行 
し、 根気よ く 続ける。 
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体力 錬成を 図り、 これと 現地 研修を 兼ねた、 長距離 —— 
といっても 10km 前後 — の 行進 も 行われます。 青空の 下、 
あるいは 満天の 星を 仰ぎながら 長距離の 徒歩 行進す る 場合 
の コツを 伝授し ましょう。 あなたが ハイキング などに 出掛 
けたと きに 役に立ち ますよ。 最近は、 とかく 車な どを 利用 
して 歩く 機会が 少ない ので、 徒歩 行進は きつい かもしれ ま 
せんが、 ゴ ー ルめ ざして 頑張り ましょ ラ。 

自衛隊の 行進は、 武器を はじめ 重い 荷物を 手に • 背に し 
ての 行進 （しかも 30km を 夜間に 寝ないで 歩く こと も） で 
すが、 あなたた ちは 水筒 程度の 携行です から …… ハイクの 
ような つもりで アウ ト ドアを 楽しんで みまし ょう。 

歩き 方は、 「基本 動作」 で 覚えた “ 行進” の 要領が 基準に 
なります。 つまり 1 分 間に 105 〜 120 歩、 毎時 4km という 
ものです （ただし、 夜間は 約 3.3km/  h 、 また 道路で ない と 
ころでは 昼間 2.4km、 夜間 1.6km)。 

行進 隊形は 1 列ない し 数列と します。 名人の 前後の 距離 
は 1 m とします。 もっとも 長距離 行進では 2 〜 5 m ほど 離 
れ たほうが 良い こと もあります。 

長距離 行進 （八 イク） をす る 場合、 1 日、 おおむね 8 時 
間 以内が 適当です。 です がら 行程は 24 〜 32km 程度と なり 
ます。 そして 50 分 歩いて 10 分の 休憩、 食事な どの 大 休止は 
50 分〜 1 時間と ります (行進 開始 か ら 最初の 休憩までは 45 
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分 行進した 後 15 分 休止と します。 この 15 分の 休憩時間 にお 
いては 体の コン ディ シ ヨン、 特に 靴ズ レの 兆候を 発見し、 


靴ズ レが 悪化し な 
いよ ラ 事前に 処置 
する ことが 後の 行 
進に 極めて 重要で 
す )〇 

グループで 歩く 
ときは、 トップの 位 
置に サブ •リ ー ダー 


が 立って、 後ろの 人の 状況を 見ながら ペースメーカー 役で 
先導して、 最後 部には も ラー 人の サブ • リーダーを 配置。 
チーム • リーダーは ぼぼ グループの 中間に 位置して 全体を 


見渡して 状況を 把握す るよう にします。 


行進す る 場所は、 道路 ばかりとは 限りません。 ときには 
林 や ヤプの 中 • 山の 尾根 • ガレ 場 • 岩場、 あるいは 丸木橋 
とか 沢を 徒歩す る こと も あるか もしれ ません が、 それぞれ 
の 地形 や 状況に 応じて 歩き 方を 変える ことが 必要です。 


〈行進の 準備〉 


♦靴下 新品よりも 洗濯した 中古品の ぼ ラが よく、 また 
不潔な もの、 破れた もの、 修理した ものは 履かない ように 
します。 どうしても 新品を 使う ときは 手 もみ 洗いを して お 
くと 良いです。 もちろん 自分の 足に 合った ものを 履く のは 
当然です （大きす ぎる と シワが 寄り、 マメ、 靴ズ レの 原因と 


なり、 小さす ぎる と 血行を 悪く します)。 

♦靴 履き なれた、 しかも 大きさが 適合した ものを 履き 
ます。 新品は 靴下 同様 不適 合です。 

♦体調 調整 手足の 爪な どは 切って おきます。 飲食に 注 
意し、 十分な 睡眠を とって 体調を 整えて おきます。 出発 直 
前の 食事は 食欲が 無くても、 つとめて 適量を 食べて おくよ 
ラに します （食欲が 進まず、 あるいは 食事の 暇がない とき 
は 携行して、 途中 時機を みて 食べる ようにし、 行進 中の 

“ 空腹” と“ 渇” を 予防し ます)。 空腹と 睡眠不足は、 熱 射 
病に かかり やすくなります。 

〈行進 中に 心掛ける こと〉 

♦危険な 場所での 休憩は 避ける （岩の 蔭、 坂道な ど)。 

水の 飲みす ぎは しない （出発 前に 湯 茶が 水を 水筒に 満 
杯 にしておく。 行進 中は ガブ 飲みし ないで ノ ドの 乾きを い 
やす 程度に、 少量ず つ 飲む)。 飲みす ぎは 疲労を 早める 原因 
になります。 

♦休止 後の 出発 時に 忘れ物が ないか 点検し、 汚した もの 
を 片付ける。 

♦行進 再開の 彳分 前には 出発の 合図 （予令） で 知らせる。 

♦集合時間に 遅れない よ ラに する （出発、 小休止で も)。 

♦炎暑 時の 休止 中は、 風通しの よい 日陰で 休息す るよ ラ 
に 心掛け、 シャツの ボタンを 外すな どして 体内に 風を 入れ 
る。 

♦頭の 後部を 日に 当てて いると パテ やすい （炎暑 時） の 
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で、 帽子の 後ろに ハンケ チな どを はさむ と 涼し さが 増す。 
また 帽子の 中に 青葉 や泠 布を 入れ 頭部を〉 令 やすこと も 良い。 

♦行進 中に 大声で 無駄 □をき き、 冗談を 続けながら 歩く 
と 疲労を 早める。 ただし、 全般的に 疲労が 現れる ころの 
ユーモアを 含んだ 会話は 気分 一新して 疲労を 忘れさせる こ 
とも ある。 

♦汗ばんだ 下着、 靴下 類は 体温を 奪い、 風邪をひく 原因 
になる ので、 できる 限り 乾燥した 下着と 交換す る。 

〈目的地に 到着 後〉 

目的地に 到着したら、 よく 足を 洗い、 皮膚の 発 赤して い 
る 部分は 水で) 令 やし、 靴ズ レの あるときは 治療す る。 ( ■参照 〉 

くその 他、 行進での 參考 事項〉 

♦予測で きない 突発 事故が 不意に 起きた ときは、 あわて 
る ことなく 対処す る （リーダーは 自信を 持って 判断を 下し、 
不安 や 興奮を 静め、 パニック 防止に 努める）。 

♦山道では 「登り」 を 優先し、 下って いると きに 登 リグ 
ループに 出合ったら 道を 譲る。 

♦グループに 女性が 混じって いると きは、 女性の テンポ 
に 合わせる ように 配慮す る。 

♦雨天の 場合は 雨 衣な り 傘が 必要 だが、 日程に 余裕が あ 
るなら 天気予報に よっては 出発を 延期す る。 傘を さすのは 
無風 状態では 適して いるが、 高所では 突風に 注意す る。 

♦霧の 中を 歩く ときは、 周囲の 景色が 判らず、 方向を 見 
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失いが ちになる ので、 慎重に 行動す る。 時には 霧の 晴れる 
まで 休止す る こと も 考える （霧に 囲まれて、 同じ 所を グル 
グルす る “ リング ワン デ リング” で 体力を 消耗して、 遭難 
する こと も ある)。 

♦コース について は 事前に、 よく 全員に 説明して おく。 
♦グループの 行進 順序は 足の 弱い 人を 前にし、 衛生 係 
(救急 品 携行） は 後尾に 配置す る。 


— 1 □メモ 

自衛隊では、 野外 訓練の 場合、 飯 
ご 〇 で 食事を 炊く ことは よほどのと 
きで、 通常は 部隊 ごとで 「炊事 車」 
(野外 炊 具 1 号） を 使います。 卜 
ラックに 引かれる 
トレーラーの 上に 
璟流式 炊 飯が まが 
6 組 （外が ま 6 •内が ま 12 •汁 缶 
12 - パーナー  6 ) が 乗り、 走 りなが 
ら コンプレッサーで 送られる 燃料を 


バーナーで 燃やし、 200 人 分 （最大 
250 人） の 主食と 副食物を 約 45 分 
で 煮炊きし ます。 炊 飯 以外に 麵 類、 
汁ち の、 煮物、 揚 物、 いため 物が、 
魚を 焼く 以外なら 
調理で きる 便利な 
ものです。 この 炊 
事 車で 水を 沸かす 場合、 約 30 分で 
210  « を 沸騰させる ことができます c 
全体の 重さは 1 両 18 し。 


野外 炊事 車 
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〈足 マメ 治療法〉 

足に 合わない 靴 や 靴下、 穴が あいた リシワの 寄った 靴下 
を 履いて いると、 摩擦に よって マメ がで きたり 靴ズ レが で 
きます。 

簡易な マメの 治療 処置 法は 次の 図の ように すれば、 直り 
が 早くなります。 

この 処置で 注意す る ことは、 マメ をつ ぶした 後の 水泡の 
皮は とらない ことです。 
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アウトドア 体験の 楽しみの 一つに、 キャンプ 生活が あり 
ます。 最近では オー ト キャンプ など マイカー 時代ら しい レ 
ジャー も 盛んになって きています。 しかし 何と いっても 
キャンプ （テン ト） の 醍醐味は、 日常のう さを 忘れて 自然 
に 帰って 身心を リフレッシュ する ことか もしれ ません。 

しかし、 自衛隊での 「野外 宿営」 は、 あくまで 任務を 遂 
行す るた めの、 闘 ラた めの 手段な のです。 そこには レ 
ジャー 活動の よ ラな 甘えは 許されません。 とは 言 ラ ものの、 
隊内 生活 体験す る 皆さんが 体験す る 「野外 宿営」 (キャンプ） 
は、 自衛隊の 隊員の よ ラな 厳しさを 味わって もら ラ もので 
はあり ません (念のため)。 満天の 夜空の 下で 自然を 味わい、 
そして 自衛隊での 生活 体験に、 一つの 楽しい 想い出を 加え 
る ことが 目的です。 

この 「野外 宿営」 では テントの 張り 方、 飯 ごろ 炊事を 解 
説して あります。 

く テン トの 張り 方〉 

市販され ている キャンプ 用 テン トは いろいろな 形 や 種類 
があります。 しかし ほとんどの テント 構成は、 幕 布 （フラ 
イト •シー ト） と 支柱 （ポール）、 張 綱 （ロープ)、 控杭 
(ペグ） から なって います。 

自衛隊が 使って いる テン ト も 同じです が、 個人用と して 
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自衛隊 用 携帯 テン トの 組み立て 方 


10 车 
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使 ラ 携帯 天幕は、 不正 六角 
型の シー トを 2 枚 継ぎ 合 
わせて 2 人 用 テン トが 出 
来 上る ようになって いま 
す。 出来上がりは 図の 通り 
です。 


〈テントを 建てる ときの 留意 事項〉 

①  一般的には 東 または 南東に 入 □が 向く よう 建てる よう 
にします （かならず 風を 背に する）。 

②  杭は 通常 頭部を テン トの 反対側に 向け、 地面と 60° と 
し、 その 長さの 2/3 を 地中に 打ち込みます。 

③  テン トが 建った あとは、 雨水の 流入を 防ぐ ため テント 
の 回り に 側溝を 掘る こと を 忘れて はいけ ません。 

キャンプ （宿営） 地で 注意す る ことは、 環境を 良くし、 
特に 汚物 処理の 衛生 環境 や 給水 施設の 使用、 夜間の 行動、 
テン ト 内での 火災 予防と 炭な どの 使用に よる 一酸化炭素 等 
ガス 中毒を 防ぐ ために 換気に 注意し ましょ ラ。 

テン トの 中には、 ワラ、 ムシ □や 木の葉な どを 使って 体 
が 直接 大地に 触れない ように 工夫す ると か、 日中は 出入り 
幕を 開放して 通風 • 乾燥す るな どの 配慮を します。 


〈飯ごう 炊事〉 

飯 ご ^ 料 欠 事と 食器の 両方に 使用で きる もので、 i  (上 
ふた）、 掛子 （掛 ごう 又は 中 蓋 ともいう）、 本体 （本ごう 又 
はなべ とも 呼ぶ） の 3 部分から なって います。 

自衛隊が 使用して いる 物は、 アルミ 
板の プレン 成型 （アル マイ ト 被膜） で、 

本体には つると ひも 通し 金具が つき、 

側面に 水量を 示す 線が 2 本 刻まれて い 
ます。 下方の 水量 線は 彳 食 分、 上方は 
2 食 分の 米を 炊く のに 必要な 水量を 示 
しています。 1 食 分の 米の 量は、 ちょ 
ラど掛 子に 入る 分です。 


ふた 


•上方 水量 線 
•下方 水屋 線 


容量 

区分 

水 (ml) 

米 （g) 

ふ  た 

520 

430 

掛  子 

330 

280 

本  体 

2,000 

1,800 

水量 線 （上） 

1,400 

1,250 

水量 線 （下） 

700 

620 

〈炊き 方〉 

1 洗米 —— 本体に 米と 水を 入れ、 蓋を した まま 上下 •左右に 強く 
振る。 これを 数回 繰り返す （家庭的に 水を 2 〜 4 回 変えて 洗うよ リ 
も 迅速で 節水に もなる）。 
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2 水 かげん — 水量 線を 目安 
にして、 1 食 炊き （掛子 約 1 杯） 
は、 飯ごうの 下部 線 （1/3 のと こ 
ろ） まで。 

3 飯 ごろの 蓋と 本体の 間 がら 
汁が 吹き出し 終わった ときが、 大 
体 煮え 終わった 時で ある。 


4 吹 出る 蒸気を 手に 当て、 す 
ぐ 乾く よう になった ら 完全に 炊き 
上がって いる （棒の 端で 飯ごうを 
たたき、 軽い 音が するとき は 未熟、 
重い 音が すれば 炊き 上がり）。 

5 火の 上から 取り外した 飯 ご 
ラを 地上の 約 10 分〜 15 分 程度、 
飯ごうを さかさに して 置いて 蒸ら 
す。 

6 飯 ご ラの 熱気が ある ラち に 


ン汐ン  "T ぶ ， 

蜃^^ 


青草な どで 外側 を ふくと ススが とれる。 

主食 だけを 炊く 時間の 目安 （分) 


薪 

木炭 

携帯 燃料 

1 食 分 

10 〜 12 

20 

20 〜 25 

2 食 分 

15 〜 20 

20 

25 〜 30 

これに “ むらし” （蒸 熱） フ〜 10 分 程度み こんで ください。 
なお 携帯 燃料を 使用の 場合は、 飯 ご ラの 底と 燃料 缶は 3cm 
ぼ どの 間隔に してく ださい。 
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〈炊く ときの 注意〉 

飯 ご ラは その 腹部 （凹 部） 又は 背部を 互いに 向き合 ラよ 
ラに 掛ける のがよ い。 飯 ご ラの 底と 火は 接触す る 程度。 炊 
いている 時には 蓋を 取ったり、 中途で 火から 取り外さない。 

火気は なるべく 各 飯ごうに 平等になる ようにし、 しかも 
底 だけでなく 全体を 包む ようにし、 火気を 中断し ない。 汁 
が 吹き出し 終わったら 逐次 火力の 弱い ところへ 移す。 


炊事 壤  -J  gg 

〈かまどの 作り方〉  V7  Vi  VT 


かまどの 選定 場所 
は、 風下に 燃え やすい 
ものが 無い ところと し、 
立ち木の 下は 避け、 ま 
たかま どの 回りの 草 や 
落ち葉な どは 取り除く 
よ ラに して おきます。 


1.  壜 等の 幅は 1 列に かける 飯 ご 〇 の 数に 応じて 異なる。 
4 〜 5  fi の 場合は 50 〜 60cm とする。 

2.  ig 築壜の 長さは 2  m 以内と する。 

3.  攆築壜 の 深さ （托 架の 禺 さ） 木炭の 場合 40cm 
たきぎ 50cm 


キャ ンプ 生活での 楽し みの一 つに 、キャンプ •ファイアー 
があります。 燃える たき 火を 囲んで グループ ごとに いろい 
ろな 演芸を 披露したり、 レクリエーション や ゲー厶 あるい 
は 全員での 合唱 等々 を 繰り広げ るのは 楽しい ものです。 
たき 火は 図の ように 組み立てます。 


〈火の 起こ し 方〉 

昔は 石 や 木を 摺り 合わせて 火を 起こした といい ます。 現 
代で も マツ チ や ライター な どが 無い ときには、 身の回りに 
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ある ものを 使って 火を 起こす ことを 考えなくて はなり ませ 
ん。 図は その 一例です。 
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讎 3 龍© 

夕焼けなら 翌日は 晴れと が、 朝の 虹は 雨、 雨蛙が 鳴く と 
雨 …… 天気予報に より、 その 日 その 日の 天候 •気象の 状況 
を 予測で きる ぼかに 天然 現象 や 自然の 力に よる 変化を 基礎 
に 気象を 見る ことを 「観 天 望 気」 と 言います。 また 昔の 人 
たちから 言い伝えられ てきた 天気予報は、 ただ 単なる 迷信 
ではなく、 体験を 踏まえた “ 生活の 知恵” でもあります。 
それらの 中から いくつかを ピックアップして みました。 

◎空 一面に 羊雲 （高積雲） が 広がれば 寒泠 前線 間近 
◎晴天に すじ 雲 （絹雲） は 前線の 接近。 しがし 半日 ほどは 雨に な 
ら ない 

◎空が 急に 晴れ、 冷たい 北風に なると 当分 お天気が 続く 
◎わた 雲が 浮がん でい ると きは 晴れ 
◎山に 笠 雲 や 西の 山に 雲が がが ると 雨。 羊雲は 雨の 前触れ 
◎煙が まっすぐに 昇る と 晴れ 

◎朝の® は 雨、 夕の 虹は 晴れ （晩の 虹は 江戸へ 行け、 朝の 虹は 隣 
に 行くな） 

◎太陽 や 月が 笠を かぶる と 雨 （月 かさに 星 あれば 雨。 日が さに 雨 
がさ 月 かさ 日が さ） 

◎星が キラ キラ 光る 翌日は 晴れ。 多くの 星が 遠くに 見えれば 雨 
◎クモ の 巣に 光る 露は 晴れの 兆し 
◎蚊 ば しらが 立てば 雨 
◎遠くの 音が 近くに 聞こえる は 雨模様 
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◎遠くの 島 や 山の けしきが ハッ キリ と 見える と 雨が 降る 
◎東風は 天候 悪化の 前兆 

◎冬、 太平洋 側で 南風が 吹く と 天候 悪化、 日本海 側は 一時的 好転 
◎春 •秋 • 冬の 西風は 晴れ、 南風 や 東風は 雨 （春 北風に 冬 南い つ 
も 東は 定 降りの 雨） 

◎抜ける ような 秋 空は、 翌日 か翌 々日に 雨 
◎コオ ロ ギ がに ぎ やかに 鳴く 夜の 翌日 は 雨 
◎朝 フク ロウが 鳴けば 雨、 夜に 鳴く のは 翌朝は 晴れ 
◎ミ ミズが 地上には いだす のは 雨の 兆し 
◎ツバ メが 低く 飛ぶ のは 雨、 高く 飛ぶ のは 晴れ 
◎タン ポポの 花が 開く のは 晴、 閉じれば 雨 （松 傘が つぼむ と 雨、 
開く と 晴れ） 

◎樹木の 葉 先に ツユ 玉が あれば 晴れ （木の葉の 裏が 見える と 天気 
が 良い） • 
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初めての 土地を 訪れたり、 山登り • ハイキング などの 時 
には 「地図」 を 携行す る 機会が 多い はずです。 1 枚の 地図を 
頼りに 現地の 地形と 対比しながら 目的地まで たどる という、 
知的な フィールド ゲーム （オリエンテーリング） も 行われ 
ています。 

もちろん、 地図と いっても いろいろな 種類が あり、 それ 
ぞれが 目的に よって 使い分けされ ている わけです が、 通常 
は 縮尺が 5 万 分の 1 程度の 「地形図」 が 基準に なって いま 
す 0 

地図の 使ぃ方 —— 地形図に ついての 細かい 読み方 （見方） 
は 省きます が、 通常 知らない 土地に 行っても、 地図と 磁石 
が あれば 道に 迷 ラ ことは 少ない はずです。 また、 道に 迷わ 
ないた めの 第 1 の 注意は、 自分が 今 どこに いるの かとい ラ 

— レ 七 灿兩爪 レス 


ことを 地図の 上で、 
見つける （地図を 読 
み 切る) ことです。 


もし その 位置が 分 
がら なくなった とき 
には 慌てずに、 地図 
と 現在地を 照らし 合 
わせる ことです。 ま 
ず、 見晴らし のきく 
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場所に 立って、 地図を 北に 向け （磁石に 合わせて） 地図と 
現在地を 比べます。 地図に 書かれて ある 特長の ある 目標 
—— 山の頂 上と が アンテナ、 建物な ど —— を 2 つ 以上 選ん 
で、 その 目標 方向 （方位） を 地図 上に 移して 線を 引きます。 
2 つ 以上の 目標からの 線の 交点が 現在地と なります。 

磁石の 使用法 —— 地図を 広げて、 磁石 （コンパス） を使っ 
て 方位を 知り、 行くべき 正しい 方角を 知る ためには、 正し 
い 磁石の 使い方を 覚えて おきましょう。 

磁石は ① 水平に 保つ ことが 指針を 安定させます。 ② 近く 
に 金属性の 品物 （例えば 時計 • ピッケル • ナイフな ど） を 
近付けて はいけ ません。 ③ 野外の 鉄塔 •鉄道 • 鉄橋の 下な 
どでは 注意して 方角 （N) を 合わせる ようにし ます。 

地図の コンパスで 場所を 標定 するとき には 偏 角の 補正を 
します (補正 目盛りの ついた コンパスなら 別)。 もし 偏 角 補 
正を しないと 目標 地点の 位置が ズレ てし まいます （広い 地 
域で 目標 物がない 長距離では 1 km で 約 87  m ぐらいの 差 
が 出て しまいます)。 （一 □メモ 参照） 

〈方位を 時刻から 知る〉 

磁石を 持って いれば 東西南北の 方角は 分かります。 しか 
し 磁石が 無くて 方角を 迷った 場合には どうしたら 良いで 
しょうか 9 


•太陽 ゃ 月で 方位を 知る —— 誰でも 太陽 や 月は 東から 昇 
り、 西に 沈む ことは 知ってい ますので、 それで 方角を 知る 
ことができます。 太陽は 正午に 南の 方角です が、 月は 満欠 
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けによ っ て 方角 が 違います。 満月では 1 8 時 (午後 6 時) に 月 
の 出 二 東 二、 南天に あるの が 0 時で 朝 6 時に 西へ 没し ます 
(上弦の 月では 18 時に 南天、 下弦の月は 〇 時が 月の出 二 東 


二で 朝の 6 時に 南中です)。 

•星で 方位を 知る —— 北 
極 星が 目印になります。 つ 
まり 北極星の 見える 方角が 
北と い ラ わけです。 その 北 
極 星を 見つける には カシオ 
ペア 座の W 星が、 北斗七星 
(大熊座） を 見つけて、 それを もとに 捜します。 

•時計で 方位を 知る — 時計を 水平に して 短針を 太陽に 


向けて 合わせた とき、 
その 短針と 12 時との 中 
間が 南になります。 
曇って いて 太陽の 影が 
見えない とき や 正確に 
計る ときは、 マッチ 棒 


とか 細かい 小枝な り を 時計の 縁が 中心に 立てて、 その 影と 


短針を 一致させる よ ラに します。 

# 自然の 姿から 方位を 知る — 正確度は 落ちます が、 樹 
の 切株で 年輪の 幅が 広い ほうが 南と 分かり、 また 樹木では 
枝の 茂って いるぼう が やはり 南になります。 その 樹木な ど 
の 幹 や 根元で 苔の 生えて いる ぼ ラが 北と い ラ 目安が たてら 
れ ます （イ チョウ の 木の みは 枝は 北方に 繁茂して います)。 


~ h  ロ メモ - 

円形の 地球は 赤道を oe として 南 
北両 半球を 90 等分した 緯度 線を 設 
け、 最端 点の 9CT を 極点 としてい ます。 
北緯 9CT の 北極 点が 「真北」 （TN と 
呼ぶ） になります。 この 真北は 地軸 
の 方向で、 通常 地図の 図郭 線の 縦 方 
向です。 

ところが 地球は、 それ 自体が 一つ 
の 磁石 （地磁気） になって いますの 
で、 その 磁石の 北が 真北に なく、 北 
極から 2,000 km も 

離れた カナダの 北  毎!： j 匕 I 

にある ところから、 

磁石 （コンパス） の 針は そちらの 方 
向に 向いて しまいます。 この コンパ 
スの 指す 北が 「 磁 北」 (MN と 呼ぶ) な 
のです。 このため 東京 付近では、 真 
北よ リ約 『 西が 磁北 にな ります。 

真北と 磁 北の 差が 『偏 角』 です。 
地図と コンパスを 使った 場合には、 
この 偏 角を 補正し なくて はな り ませ 
ん〇 

なお、 自衛隊が 使って いる 地図に 
は、 この 真北、 磁 北の 他に もろ一 つ 


の r 北 j として、 「座標 北」 （gn と 
呼ぶ） があります。 これは 自衛隊が 
使用す る 地図には タテ • ヨコを 基準 
にした 座標軸が 書き込まれ ています 
ので、 この 座標の 縦 方向を 座標 北と 
呼んで いるので す （方 眼 北と も 呼ぶ 
こと もあります)。 座標 北は 磁 北と 
真北と も 異なって います。 

地図を 使っ て 現場と 対比す る 場合 
には、 この 3 種の 北との 偏 角を 修正 
する ことに なって 
極北  いるので す。 

なお、 一般の 人 
たちが 楽しむ 通常の 登山 や八イ キン 
グ では、 それほど 偏 角に 固執す る必 
要はありません が、 オリ エン テーリ 
ング 競技では 重要な 要素になる とこ 
ろから、 偏 角 補正 目盛り 付き コンパ 
スが 市販され ています （自衛隊の 場 
合は 射撃 や 攻撃で も 目標 位置の 正確 
さ が条 件と なると ころから 偏 角が 大 
きな ウェイ トを 占めて います)。 
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ヲ® U ④ （結 索） 

野外 だけでなく、 また 自衛隊の みならず 一般の 日常生活 
の 中で “ 結ぶ” という 行為は、 いろいろな 場所で 必要に な 
ります。 ロープ （綱） や 紐の 結び 方は、 その 用途に よって 
数多くの 方法が あります が、 一般的な ロープ ワークに つい 
て 覚えましょう。 

なお、 海上自衛隊の 場合、 特に 艦艇 勤務に あっては 、□一 
プ ワークが 任務 遂行に 重要な 役割を 果たしてい ますので、 
隊員は 各種の “ 結び 方” を 覚える 訓練を しています 。この 
ロープ ワークの ことを 自衛隊では 「結 索」 と 呼んで います。 


ベン ト 

ノット  （つなぎ）  ピッチ 


口— プの 結び 方 


ィ W) 
\  /|\ 


本結び （こま 結び •固 結び） 一同 じ 太 さ 
のちのを つなぐ。 


卷 結び 一両 方に 同じ 力が 掛る ときに 使 〇 。 


ひとえつ なぎ 一太 さの 違 
*5 ロープを つなぐと き 
に 便利。 下段の ように 
円内の 端を 「ひきと 
け」 にして お < と ほど 
きやすい 


ル □—フ や 釣り糸の 結びに。 


もやい 結び一 船の r もやい」 に 使 ろ 結び 方 


木材を 縛る とき、 始めと 終わりは この 方法を だが、 ローブの 途中に 作った 輪が 広がった 


とる。 あらかじめ 輪を 組んで 杭に 結び付けた り 小さく ならない ので 色々 に 使える 


り、 立ち木に 巻き付けて 結ぶ こと も… 


てこ 結び 一一 時 的に 他の物を 縛る とき  たりし、 使用 後は ほどき やすい 方法 

に 使う。 棒を 抜けば 結び目は ほどける 


メジャー （物差し） や 秤な ど 長さ や 重さを 測る 道具 （計 
量器 具） がなくても、 一定の 基準を 覚えて おくと、 それで 
測る ことができます。 その 基準と なる もので、 もっとも 一 
番 身近な 尺度と なる ものが、 自分の 身体です。 尺と い ラ 字 
は、 手の平を 広げて 物を 測る 形から きている といわれ、 昔 
から 自分の 体の 部分を 利用した ものです。 ですから、 あな 
た 自身 も 体の 各部 位の サイズを 覚えて おけば、 何 かの 機会 
に 役に立つ はずです。 


•体の 物差し 

自分の 体で 長さを 測る 基準と して 一 
一① 身長 ② 目の 高さ ③ 肩から 指先 
まで ©肘から 指先 ま 
で ⑤肘 がら 手首まで 
⑧ 手首 がら 指先まで 

⑦  両腕を 伸ばして 指 
先 がら 指先まで 

⑧  掌の 幅 ⑧ 広げた 
手の 親指 がら 小指 ま 
で ⑩ 親指の 幅 （他 
に 2 本の 指を 広げた 
ときの 長さ） ® 裸 

足の 足の 長さと 幅 …… 
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等を 知って おくと 便利です。 

•歩測 —— 歩測 法と して 普通に 歩く ときの 自 
分の 歩 幅が 何 cm あるか 覚えて おけば、 何 歩で 何 
m、 あるいは 10m は 何 歩と 分が るので 距離 測定 
には 「歩測」 が もってこいのは ずです。 

•目測 一 (視力に 個人差が あります が、 一応 
の 目安と して） 20  m なら 人の 白目が 分かり、 50m で 目 や □が はっき 
りと 見え、 100m では 目が 点になる が 表情は 分かる。 200m では 人の 
顔が 見え、 大きな ボタン や 服装の 大体が 分かります。 300m では 人 
の 顔が 分が り、 400m になる と 手足の 動く のが 見え、 500m で 服の 色 
が 分かる ようです （目測は 時刻 • 天候 • 背景の 明るさで 変化し、 曇 
空 や 雨天、 太陽に 向 がった 方角、 明け方 •暮れ方では 遠くに 見え、 
晴天、 四方が 開いた ところ、 太陽を 背に している、 目標が 明るい と 
きな どは、 近くに 見えます)。 

•手 ばかり 一 物の 重さと して 100  g  (おおよその 目安） は、 サ 
トイ モ中粒 3 個、 サツ マイ モ中 1/2、 タマ ゴ中 2 個、 レモン 1 個、 

ノ 、ム 薄切り 6 枚、 とうふ 1/3 丁、 小 アジ 2 尾。 

スプーン 計量では、 小匙 1/4 杯は 親指と 人差し指で 摘まんだ 量、 小 
匙 1/2 杯は 親指 • 人差し指 • 中指の 3 本で 摘まんだ もの、 大匙 1 杯 
は 前記の 3 本で 握った とき、 大匙 2 杯は 5 本の 指で 強く 握る 量で、 
大匙 5 杯 分は 全 指で 太つ かみした 量です。 

•身近な 品物を 利用 —— マッチ 箱ヨコ 56mm  • タテ 37mm  • 高さ 9 
mm  (厚手は 17mm)。 マ、 ソチ 棒は 50 〜 52mm で 軸 棒は 2 mm 角。 夕 
パコの 標準 サイズは 8  cm。 エン ピツの 長さが 17.5cm で 太 さが 7 mm、 
コイン （貨幣） の 直径では、 1 円が 2 cm、 10円 2.3cm、 50円 2.1cm、 


—  73 — 


湖 円 2.2cm、 500円 2.6cm、 で 1円 玉の 重さが ちょうど 1 g。 ガラ 
スの コップは 200  m  € 入り、 パックの 牛乳は 1 ぞ。 


1 □メモ 


ミサイル とい ラ 用語は、 本来 「飛 
しょうする もの」 を 指して いて、“ 石 
つ ふ' て” や 弾丸 も 含まれる のです。 
しがし 現在の 軍事 常識では、 通常 
『 誘導 武器 J  GM  (Guided  Missile) 
の 総称と して 使われて います。 

この ミサイルは、 射程から 「短 距 
離」 「中距離」 「長鉅 離」 「弾道 （BM)」、 
発射 ペース‘ 攻撃 

目標な どから 「地  、  t. 

上 = 艦上」 「空中」  、 可 

「水中 （潜水艦)」 

などに 分類され ます。 使用 目的では 
「戦術」 用が 「戦略」 用 かに 分かれ 
ています。 戦略 用 ミサイルは 通常 長 
射程で 核弾頭を 運搬で きる ものです。 
自衛隊が 保有す る ミサイルは 短 射程 
で、 通常 弾頭の もの ばかりです。 

一般的に 通常 型 ミサイルを 分類す 
る 場合の 記号は、 発射 位置と 目標を 
もって 示す のが 通例に なって いま 


す 0 地上 = S  (surferce) , 空中 = A 
(air) 、 水中 = U  (under  waiter) を 
組み合わせます （例 = SAM は 地上 
発射の 対空ミサイルで、 この 方式で 
AAM  = 空対空、 SUM= 艦 対 潜水 
艦、 SSM  = 地対地、 などと なり ま 
す )〇 

自衛隊では、 A  AM  (空）、 AS 
M  (陸 •空）、 S 
, ..  S  M  (陸 •海）' 

'  ノレ  SAM  (陸 •海 • 

空）、 USM (海）、 
ATM  (対戦車ミサイル = 陸） が あ 
LJ ます。 

ミサイルは なんらかの 誘導 方式が 
とられ、 非 誘導 方式の 物は 一般的に 
「□ケット」 と 呼んで いますが 、口 
シアな どの 社会主義 諸国では 自由 諸 
国の よ 〇 に 分類し ないで 誘導弾 も 非 
誘導弾 も ミサイルは すべて □ケット 
と 呼んで います。 
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■  信 

自衛隊が 行動す るた めには、 情報 
の 収集 •伝達 •命令の 下達が 迅速 • 
^  S 正確に 行われなければ なりません 

few  ^  (一般の 社会で 企業が 活動す る 場 
合で も 同じ 事が 言えます)。 

最近では 通信 電子 機器が 発達し 
J^lJ\  て、 有 •無線に より メッセージ や資 

擊 •料， デ- 夕が翅 される ようにな っ 
ています が、 しかし 野外と か 水の 上 
で 通信 機器がなかった 場合には、 昔から 行われて きた“ の 
ろし” などの 情報 伝達 手段 や □頭での 伝達、 あるいは 手旗 
信号 •さらには 光 や 音 （鏡 •懐中電灯、 バケツ •太鼓な ど) 
を 利用して モールス 信号な どを 活用す る ことになります。 
これらの 信号 （手旗 • モールス） の 基本を 知って おく こと 
も 何時か 役に たつこと でし ょ ラ。 

装備 品 展示の 中で、 自衛隊が 使用して いる 通信 機材を 見 
学して、 その 一部を 使用して 仲間との 交信 •対話を 体験す 
る 場合が あります。 そんなと きに、 特に 電話に よる 場合、 
お 互いが 正確に 伝える ための □話法 一 間違った 語句で 
伝わらな いよ ラに 明瞭に 確認す るた め 一一 があります （N 
TT に 電話で 電報を 依頼 するとき な どに も 活用で きます)。 
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また、 行進な どの 際には 「てい （週） 伝」 方式と 呼ぶ、 
□頭で 順送りに 縦隊の 前方 がら 後ろ （その 逆 も） に 命令 や 
情報を 伝える 通信 方法が あります。 さらに 自衛隊では 音声 
による 通信が 不適当な 場合、 あらかじめ 決められた 意味を 
持つ 「手 信号」 を 使って 意思の 伝達、 命令を 伝えるな どし 
ます （周囲の 音が うるさくて 声が 届かない 場所と か、 声を 
たてる こと が 任務 行動を 阻害す る よ ラな 場合、 相手が 少し 
離れて 声が 聞 こ え 難い 時な どに 活用 します)。 


モールス 信号 符号 


ィ 

A 

- 一 

つ 

K 

一 4 舞 

ノ 

•  •一一 

a 

禱 ••一  — 

□ 

— 

力 

L 

參  •  • 

才 

•  —  - 

メ 

— •••一 

ハ 

B 

一 •  •  • 

3 

M 

— 

ク 

V 

•  ••一 

ミ 

• - - - 

二 

C 

夕 

N 

一. 

ャ 

W 

— 

シ 

ホ 

D 

一 •  • 

レ 

〇 

— 

マ 

X 

囑 •  • — 

ペ 

E 

- 

ソ 

ヶ 

Y 

— - - 

ヒ 

— — — 

卜 

ッ 

P 

…一 • 

フ 

Z 

一一 •  • 

モ 

— 

チ 

F 

•  •  —  • 

ネ 

Q 

コ 

— — — — 

セ 

G 

— — i  • 

ナ 

R 

I 

一- •一 一  — 

ス 

—  一— •一 

ヌ 

H 

•  •  •  • 

ラ 

S 

• - - 

テ 

•  一  •— 一 

ン 

•一  •一  • 

1 

•  • 

ム 

T 

一 

7 

ル 

一 《  崎  一 • 

ゥ 

U 

••— 

サ 

— •一  •— 

ヲ 

J 

— 

ヰ 

キ 

数  宇 

9 

記  号 

送受信 

1 

0 

括獅 

一，—-  一 •— 

始信 

•  •  •  • 

2 

括弧 閉 

•— 

終 信 

•參籲 ►拳 

3 

•  _  _  — 一 

符  号 

•細 ••  — _ 

新 章 

•  一  •  • 

4 

- - - 

濁 点 

•  • 

解 信 

— 

5 

半濁点 

° 

- - 

中 椹 

6 

一 •  •  •  • 

長 音 

_ 

•等— •— 

IT  IE 

7 

— — •  .  • 

区切 点 

応信 

— 一 

8 

- - - 

—  76  — 


— 11 — 


濁点は 13 原画、 半濁点は 14 原画、 長音は 2 原画、 句点は 14 原画、 終 語は 12 原画、 新 章は 7 原画で 現す。 
欧文の r—J は 13 原画。 


放  姿 

nlr 

jft 

1  面 卜 第 1 

^■1 

SC  I 弟 2 取酾1 

- + 

I 第 3 斑 面 | 

4^ 

第 4 取 S  | 

午 

A 

第5 取 面 

+ 

f 

|  原顏 | 

1  IT.  P  1 

第 7 扱 面 | 

+ 

V 

g  | 

第 8 取酾 

+ 

第 9 识疆 

■才 

i  1 第 10IS (面丨 第 1 K 

や ^ 

Ta 

S (面 | 第 12 取 画 

シ 乎 

^  1|F 

1 第 13 現 著 | 

r 

4- 

1 

平 

平 

1 ぬ 倍 1 

冊 

• 

牛 

% 

平 

ィ 

□ 

ハ 

- 

ホ 

へ 

卜 

チ 

リ 

ヌ 

ル 

ヲ 

A 

B 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

j 

来 

+ 

平 

牛 

+ 

来 

+ 

+ 

+ 

+ 

十 

十 

米 

十 

未 

9 

力 

3 

夕 

レ 

ソ 

ッ 

ネ 

ナ 

ラ 

ム- 

ヴ 

K 

し 

M 

N 

0 

P 

Q 

R 

S 

T 

U 

+ 

+ 

•f 

+ 

十 

斗 

+ 

+ 

"h 

牛 

十 

/K 

十 

4 - 

+ 

ヰ 

ノ 

才 

ク 

ヤ 

ヶ 

フ 

エ 

テ 

ァ 

V 

W 

X 

Y 

Z 

+ 

命 

十 

7T 

+ 

十 

十 

+ 

4 - 

乎 

+ 

イ- 

十 

tK 

tK 

ヂ 

十 

サ 

キ 

ュ 

メ 

シ 

JL 

ヒ 

モ 

セ 

ス 

ン 

+ 

十 

十 

十 

十 

十 

+ 

千 

+ 

+ 

T 

+ 

+ 

十 

+ 

+ 

+ 

+ 

十 

+ 

十 

+ 

4 - 

手旗信号 


No. 1 和文 通話 


辟 

発  唱 

発  唱 

発  唱 

発  唱 

ァ 

朝日の ア 

ソ 

縁  のソ 

ぺ 

平和の ぺ 

□ 

□-マ 0D 

ィ 

いろは 0K 

夕 

の夕 

ホ 

保険の ホ 

ヮ 

abuoyj 

ゥ 

上野の ウ 

チ 

丰 M の チ 

フ 

S 吾の マ 

n 

井戸の 4 

ェ 

英語の エ 

ヅ 

鶴 亀の ツ 

ミ 

三 笠の S 

ヱ 

齡級ェ 

才 

大 阪の才 

テ 

手紙の テ 

し 

無線の ム 

ヲ 

尾 張の ヲ 

力 

の 力 

卜 

東京の 卜 

メ 

明治の メ 

ン 

おしまい ン 

キ 

切手の キ 

ナ 

名 

モ 

のモ 

» 

だく  てん 

濁  点 

ク 

クラブの 9 

二 

日本の 二 

や 

大和の や 

0 

半濁点 

ヶ 

景色の ケ 

ヌ 

沼 津のヌ 

ュ 

弓矢の ユ 

— 

‘長  音 

コ 

子供の コ 

ネ 

減み のネ 

3 

吉 野の 日 

- 

区切 点 

サ 

桜の サ 

ノ 

野原の ノ 

ラ 

ラシ プ肪 

厂 

段  落 

シ 

新聞の シ 

ハ 

葉書の ハ 

リ 

麻の U 

C 

始め 括弧 

ス 

矿のス 

ヒ 

mimDt： 

ル 

留守居の ル 

) 

終り 括弧 

セ 

世界の セ 

フ 

miujoy 

レ 

mjiyaxy 

備考 「パ」 又は 「ハ。」 は B 葉書の ハに 濁点” 又は •葉書の ハに 半濁点11 と 送る 


No.  2  % 

玫字 ii 

i 信 

数字 

発唱 

数字 

発唱 

数字 

発唱 

数字 

発唱 

数字 

発唱 

1 

ヒト 

3 

サン 

5 

ゴ 

7 

ナナ 

9 

キユウ 

2 

— 

4 

ヨン 

6 

□ク 

8 

ハチ 

0 

マル 

10 ヒト ，マル 

500 ゴ， マル， マル， または ゴ ヒャク 
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TANGO 

UNIFORM 

VICTER 

WHISKEY 

X-RAY 

YANKEE 

ZULU 


NOVEMBER  ノ ベン バ 
OSCAR  おスカ 
PAPA  /  W 
QUEBEC  ケベック 
ROMEO  ろウ S ォウ 

SIERRA  スイえ ラ 


ALFA 

あ ル ファ 

BRAVO 

ブらー ボー 

CHARLIE 

ちャ ー U 

DELTA 

で ルタ 

ECHO 

え コウ 

FOXTROT 

ふ オック ス ト 
□ット 

GOLF 

ごルフ 

HOTEL 

ホて ル 

INDIA 

いン ディア 

JULIETT 

じユ U エッ ト 

KILO 

き一 □ウ 

LIMA 

り フ 

MIKE 

▽イク 

発唱 のうち 平仮名は アク セン トの あると ころを 示します。 


No.  3 欧文 

文字！'  発  唱  文字  発  〇昌 


乙 

I  IV 

ォ キれ I 
ゴフ タス スキル 
ンニク V クン I 
だ ゆび 〇 え や ず 


NOPQR  s  TUVWXYZ 


ABODE  F  GHIJKLM 
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生活 体験の プ □グラムの 中には プールの ある 部隊では 
「体育」 の一 つと して “ 水泳” を 組み込む ところ も ありま 
す。 最近では 体力 増強 や フィットネス のために スイ ミン グ 
プ ー ルが 盛況と もい われて います か、 自衛隊の 場合は 任務 
遂行の ために、 体育の 訓練 正課 種目 として 水泳が あり ます。 
特に 海上自衛隊 員は 海が 主 勤務 場所です から 泳げなくて は 
勤ま りません。 このため 教育 隊 には 室内 プールを 設けて い 
る ぼ どです。 陸， 空の 自衛隊は 海 ほどの 必要性がない とは 
いえ、 川の 流れの 中で 橋を 架ける 作業を する 部隊 も ありま 
すし、 航空機が 海な どに 不時着して 救助を 待つ までの サバ 
イ バル 訓練を 行うた めに、 駐屯地 • 基地の 中に 防火 用水を 
兼ねて プールが 作られて いる 所 もあります。 

〈水泳の 注意〉 

1 泳ぎに 自 信が あ っても、 自由 気まま に 泳ぐ こ とを し 
ない （団体行動では 絶対 リ ー ダーの 指示を 守る)。 水の 中で 
は ふざけない。 

2 水に 入る 前には 準備運動を お 座な りで なく、 しっが 
りと やって おく。 

3 疲労して いると き、 体調の 悪い とき、 食事の 直後 や 
空腹時な ど 急に 水に 飛び込む ような ことは 控える。 

4 はじめに 水に 入る ときは、 足から 除々 に 浸り、 体を 
慣らして か ら 全身を 入れる よう に 心 懸ける。 
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5 無理な 泳ぎは しない。 

〈水難 事故 防止と 救助〉 

水の 事故は 海 や 川、 あるいは プールで 泳いで いると きば 
かりとは 限りません。 ボー ト や ヨットに 乗って いたり、 湖 
や 川辺り での 水遊び や 釣 りを している ときで も 起きる こと 
があります。 しかし、 やはり 水泳での 事故が 一番多いよう 
です。 中で も “ 水に 溺れる” のは、 泳げない だけでなく、 
泳げる 人で も 疲労 • ケイ レン、 心臓 マ ヒ などで 事故に つな 
がります。 

溺れた 人を 救助す る 方法を 覚えましょう。 


なお 自衛隊では、 水上で 作業 するとき には、 救命 胴衣を 
身に 付けて、 水難 事故に 備えます。 水難 者を 救助した あと 
人 □呼吸 や 心臓 マッサージを 必要と する 溺 者の 場合は 人口 
呼吸 （45 〜 49 ページ） を 参照して 下さい。 
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防衛 編 


_ 吻苟© 

防衛の 仕組みと 現状 .  84 

空の  守  U .  88 

海  の  守  LJ .  94 

陸の  守  り . 100 

国際  貢  献 . 106 

な る ほど •ザ •  _ 

自衛隊 How  moch 
自衛官の 道 . 110 


自衛隊 航空 観閲式 
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く 自分の 国を 守る 権利〉 

◊国を 守る とぃう ことは この 地球には 180 以上の 国家あります 
が、 それぞれの 立場な どのち がいに より、 対立す る ことが よく あり 
ます。 現実に 世界の 各地で 武力 紛争が 絶えません。 

わが国に 対しても 侵略が 絶対ない とは 断言で きません。 このため、 
平和 外交の 推進 や、 国民生活の 安定が 重要な ことは い ラ ま でも あり 
ません が、 それと ともに、 万一 侵略が あった 場合、 これを 断固 排除 
し、 国民の 生命と 財産を 守る ための 防衛 力が 不可欠です。 

わが国が このような 防衛 力を 持って いる ことは'  また、 相手に 武 
力の 行使を 思いとどま せる 抑制の 力と なる のです。 

◊自衛権は 固有の 権利  「日本国憲法」 は、 自分の 国を 守る 権利を 
国家 固有の 権利と して 認めて います。 

したがって このための 自衛 力の 保持は 憲法の 認める ところです。 

〈平和国家 ニ ッポン の 防衛 政策〉 

◊専守防衛に 徹する わが国は、 平和 憲法の もと、 専守防衛を 防 
衛 政策の 柱と しています。 専守防衛とは、 保有す る 防衛 力を 必要 最 
小 限度の ものに 限り'  相手 がら 武力 攻撃を 受けた とき 初めて 防衛 力 
を 行使し'  それ も 自衛の ための 必要 最小限に とどめる とい ラ 受け身 
の 姿勢を いいます。 

したがって、 わが国の 防衛 力は 他国に 脅威を 与える よ ラな 強大な 
ものと なること を 許されません。 また、 いわゆる 海外派兵 も 禁止 さ 
れ ています。 

◊非 核 三 原則 を 守る わが国は、 核兵器の 惨禍を 体験し た 唯一の 
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国と して、 核兵器を 持たず、 作らず、 持ち込ませず、 とい ラ 非 核 三 
原則を 守って います。 

◊国防の 基本 方針 わが国は、 わが国の 憲法の 趣旨に のっとり、 
昭和 32 年に 「国防の 基本 方針」 を 決めました。 

この 方針は、 わが国の 独立と 平和を 守る ため、 

①  国連を 中心と する 平和 外交の 推進 

②  国民生活の 安定な どに よる 国の 安全保障の 基盤の 確立 

③  国力、 国情に 応じ 自衛の ため 必要な 限度の 効率的な 防衛 力の 整備 

④  侵略に 対しては 日米 安保 体制を 基調と して 対処 
の 四つの 柱を 掲げて います。 

戦後の わが国が一 度 も 侵略を 受けなかった こと からみても、 この 
方針は 賢玥な 選択だった といえ ましょう。 

◊防衛 計画の 大綱 わが国は 「国防の 基本 方針」 に 基づき、 従来 
は 3 年 または 5 年 ごとの 防衛 力 整備 計画 を 作って きました が、 昭和 
51 年 10 月 「防衛 計画の 大綱」 を、 さらに 平成 7 年 11 月には、 これ 
を 見直した 「新 防衛 計画の 大綱」 を 決めて わが国 防衛の あり方の 指 
針を 示して おります。 この 「防衛 計画の 大綱」 は、 わが国が 平時 か 
ら 保有して おくべき 必要 最小限の 防衛 力に ついて、 その 考え方 や、 
各 自衛隊の 体制を 示した もので、 その 別表に おいて わが国が 持つ ベ 
き 陸 •海 • 空 自衛隊の 基幹 部隊 や 主要 装備な どの 規模を 定めて いま 

す 〇  (大 網の 別表は 87 ベー ジに 示して います。） 

◊シビリ アン •コン ト ロール （文民統制） 自衛隊は、 文民で ある 
内閣総理大臣、 防衛庁長官の 下に 管理され、 さらに 法律 •予算の 審 
議を 通じ 国会の 民主的 コン ト □— ルの 下に 置かれて います。 

〈「核の 時代」 にあって 自衛隊の 役割は？〉 

核兵器の 巨大な 破壊力は、 いったん 使用 されれば 人類を 破滅 させ 
かねません。 それだけに また、 核兵器の 使用 や、 それに 至る 大規模 
な 軍事力の 使用は 強く 抑止され ています。 
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しかし、 核抑止力 だけです ベての 紛争を 抑止す る ことは できず、 
核の 時代と いわれる 現代に おいても、 通常戦力に よる 紛争が あとを 
絶ちません。 

世界の 国々 は、 このような 現実に 照らし、 核兵器を 持っ ている 国 
も 持って いない 国 も、 通常戦力の 整備を 行って います。 

わが国の 場合 も、 このような 考え方に 立って、 自衛隊を 保有し、 
必要 最小限度の 防衛 力を 整備して、 日米 安保 体制の 下で わが国の 平 
和と 安全を 守る ことを 基本と しています。 精強な 自衛隊を 保持す る 
ことは'  米国の 抑止 力と あいまって あらゆる かたちの 侵略を 未然に 
防止 するとと もに、 万一 実際に 侵略が あった 場合'  これを 排除す る 
上で 大きな 役割を 果たす ものです。 

く 敵の 攻撃から このように 守ります〉 

自由で 豊かな 暮らしを 続ける ために 

私たちの 自由 で豊 がな 生活は、 国際 平和 を 前提と して 成り立っ て 
います。 そのことは 身近な 衣 •食. 住の 生活 面 がら みても、 また 貿 
易 立国と いう 政策 面から みても いえる ことです。 

しかし、 このような 生活 も、 ひとたび わが国が 侵略 されれば、 根 
本 がら 破壊され てし まいます。 だ がら 何とい っても 平和を 守らな け 
れば なりません。 

わが国に 対する 侵略を 大きく 分ける と、 航空攻撃、 海上 交通に 対 
する 妨害'  国土に 対する 着 上陸 侵攻な どが 考えられます。 

したがって、 わが国の 防衛 力は'  これらの 侵略を 未然に 抑止'  万 
一に それが 発生した ときは'  それに 耐える もので なければ な リ ませ 
ん〇 

しがし、 わが国が 独力で これら すべてに 対処す る 力を 持つ のは 困 
難です。 このため 日米 安保条約 により、 米国の 協力を 得て 対処す る 
ことにして います。 
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「新 防衛 計画の 大綱」 別表 


編成 定数 

16 万人 

常備 g 衛官 定員 

14 万 5 千 人 

即応 予備 自衛官 

1 万 5 千 人 

平時 地域 配備す る 部隊 

8 個 師団 

6 個 旅団 

陸 i; 自衛隊 

基幹 部隊 

1 個 機甲 師団 

機動 運用 部隊 

1 個 空挺 団 

1 個 ヘリコプター 団 

地対空 誘導弾 部隊 

8 個 高射特科 群 

主要 部隊 

戦車 

主要 特科 装備 

約 900 両 
約 900 門/ 両 

護衛艦 部隊 （機動 運用） 

4 個 護衛 隊群 

護衛艦 部隊 （地方 隊） 

7 個隊 

基幹 部隊 

潜水艦 部隊 

6 個隊 

掃海 部隊 

1 個 掃海 隊群 

海上自衛隊 

陸上 哨戒機 部隊 

13 個隊 

護衛艦 

約 50 隻 

主要 装備 

潜水艦 

16 隻 

作戦 用 航空機 

約 170 機 

航空 警戒 管制 部隊 

8 個 警戒 群 
20 個 警戒 隊 

1 個 飛行隊 

基幹 部隊 

要撃戦闘機 部隊 

9 個 飛行隊 

支援 戦闘機 部隊 

3 個 飛行隊 

航空自衛隊 

航空 偵察 部隊 

1 個 飛行隊 

航空 輸送 部隊 

3 個 飛行隊 

地対空 誘導弾 部隊 

6 個 高 射 群 

主要 装備 

作戦 用 航空機 

約 400 機 

うち 戦闘機 

約 300 機 

(注） 作戦 用 航空機の （ ） は 予備 機で 外 数。 
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最近の 軍用機は、 戦闘 能力が 大幅に 向上して います。 

このような 航空機に よる 攻擊 に対して わが国は、 戦闘機 や 地対空 
ミサイルで 防衛し ますが、 これを 支える ものと して、 侵攻 機を 早く 
発見し、 効果的な 防空を 可能と する 航空 警戒 管制 組織、 地上 レーダー 
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防空 作戦の 例 （防衛 白書より) 


@09 


I 早期* 戒機 (AEWK， ど 


[L 級 司令部な: ど 


要撃 管制 


防空 指令 所 X  DTC. 


地対空 誘濞弾 部隊 


.胃.. 

::識 別：‘ 

兵器 割当 ノ 

ま が“、 

，要？ 管制： 

では 発見 困難な 侵攻 機を とらえる ための 早期警戒機が あります。 

また、 戦闘機は、 空からの 攻擊 だけでなく、 侵攻して くる 艦船 や 
地上 部隊に 対する 守りに も 用いられます。 
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編成 


防衛庁長官 


― [ 航 空総隊 


航空 幕僚長 


I 航空 幕僚 監部 


- [中部 航空 方面隊 丨 


北部 航空 方面隊 


-第 2 航空け I  (千歳） 

-第 3 航空 団 （ ： .沢) 

- 北部 航空 警成转 制 团 （ 三 沢) 
-第 3 尚 射 群 (『•淡） 

-第 6 离射群 い: 沢 > 

L その他 


第 (5 航空 団 (小 松） 

第 7 航空 団 (rnii) 

中部 航空 t 成 管制 団 (入 間) 
第 1 商 射 辟 (人間) 

•第 4, 策 射 群 (岐阜) 

しその ff 


- [西部 航空 方面隊 | 


南西 航空 混成団 


— [[航空 支援 集団]~ 


•その他 

I— その他 


T- 航空 救雒 闭 （人間） 

-第 1 輸送 航空 P 承 (小 牧) 
-第 2 镥送 航空隊 (人 問) 
-第 3 铕送 航空隊 (美 保) 

H 杭 乍 保安官 制胙 （人 問） 

- 航空 気象 群 (府中) 

- 飛行 点検 隊 (抉 山 布) 

1 -特別 航空 輪 送 隊 （ r  mM) 


— 空 教育 集団}- 


— 空 開発 実験 集団! 一 
- 補給 本部 （+ 条） 

- その他の 部隊 •機関 


第 1 航空 U1 (浜 松) 

■第 4 航空 R1 (松 鳥) 

第 11 飛行 枚 育 tfl  (»)  * 
-第 12 飛行 枚 竹 (P 方府 北) 
第 13 飛行 敎 ffhH  (/ 聰 
-航 卞教 ず”长 （防 府 也） 

L その他 

•飛行 開発 実験 rfl  (岐 #) 
hi£f 開発 実験 肺 (人間) 

_ 航空 医学 其 験隊 け/ ••川) 

L その他 


航空 団の 編成 

司 令 部 1 


■•第 s 航空 団 (斩 m 原} 

-第 8 航空 団 (築城) 

- 西部 航空 赞戒矜 制団 (存 m 
n 制‘ w  (作 m 
し その他 


-I 飛行 群] 


.第ぬ 航空隊 (那 萌) 

•南西 航空 警戒 管制 隊 (那 箱） 
-第 很 （卵 期） 


- 整備 補給 群 


一群 本部 
- 検査 隊 
_装 備隊 
— 修理 隊 
中: 両 器材 隊 
補給 隊 


U 基地 業務 群] 


—詳 本部 

飛行場 勤務 隊 
1— 施設 隊 
•通信 隊 


一菜 務隊 


-衛也 隊 
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l=_1t -  ,  防空の ための 主力の 要撃戦闘機。 現在、 新田 原 

h-  lb  J  (宮 崎)、 築城 （福 岡)、 百 里 （茨城)、 千歳 （北 

海道)、 小 松 （石 川） 

の 各 基地に 配備 さ 
れ ている。 最高 速 
度 マッハ 約 2.5。 敵 
機に 対し A  A  M 

(空対空ミサイル） と 機関 砲で 迎撃す る。 


_  .  _  .  昭和 46 〜 56 年の 間に 140 機が 生産され 

卜  - 4 ヒ J  (¢0 軟闘機 た 要撃戦闘機 F-4  E  J の 能力 向上 型。 
二人 乗り で 双発 エ ン ジン。 F -  4 の 性能の 向上 • 近代化の ため に 搭載 機 
器を 換 装し 要撃 •支援 能力を アップ させた ほか、 機体を 補強して 耐 用命 
数の 延長 もは かってい る。 


F-1 支援 戦闘機 

国産 開発した 戦闘機 
で、 超音速の ジ ヱ ット練 
習 機 T-2 を 母体に して、 

対地攻撃 などの 支援 任務 
用に 改造した、 我が国 最 
初の ジヱッ ト 戦闘機。 77 機 生産され て、 三 沢 •築城に 配備され ている。 
この 後継 機と して、 米国の F-16 を 日米 共同で 改造 開発した F-2 の 配備 
が、 進行 中。 


した 「空飛ぶ レー ダー サイ ト」 機。 


E  -  2 C 早期警戒機 

上空から 低空 侵入 機を 
早期に 発見して、 迅速な 
対処を は かって 防空 作戦 
を 有効 化する ために 導入 


C - 130 輸送機 


戦術 航空 輸送 
(人員 • 物資の 空輸、 
空挺作戦 等） 任務 


のために 国産の ジエッ ト 輸送機の c 1 とともに 使用して いる ターボ プ 
ロップ 機。 最大 92 人を 乗せられる。 


丁- 4 中等 練習機 

T-33 ジエッ ト 練習 
機の 後継 機と して 国 
内 開発した。 ブルー イ 
ン パルスの 機種と し 


て も 活躍 中。 

対空 誘導弾 ペトリ オット 

「ナ イキ J 」 に 代わる 超 低空 高度 か 
ら 高々 度 空域 対処の 地対空 ミサイル。 
湾岸戦争 でも そ の 性能が 高く 評価 さ 
れ、 現在では システム 能力 向上 型の 
配備が 始まって いる。 
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防空 作戦の “ 目”  “ 耳” の 
役目を 果たす レーダー サイ 


卜は 四六時中 電波に よる 監 
視を 続けて いる。 全国 28 箇 
所に 置かれ、 防空 指令 所 • 
作戦 センターには バッジ. システムで リ アルタ イムで 情報が 伝達 さ 


レーダー サイ ト 


れる〇 


1 □メモ 


かつては 航空機 や ミサイル 等の ス 
ピー ドを 示す ときは 「時速」 で 表示 
されて きました が、 第 2 次 大戦 後は 
ジェツ ト 機 や □ケツ ト 推進の 発達で、 
音速を 超える 速さが 出現して きまし 
た。 そのため 「音速」 を 基準 （海面 
上で 15 て 1 気圧の 時の 音の 速さに 等 
しい もので、 時速は 約 1 ,200km を マツ 
ハ  mach  1 〈M  • 

1>) とした ス マ  ツ  4 

ド 表示 値と したの 

です。 

通常、 M0.8 以下を 亜音速、 M0.8 〜 
1.3 を遷 音、 M1.3 以上を 超音速、 M5 
以上を 極 超音速と いいます。 

なお、 音速の 壁を 突破す る 際には 
「衝撃波」 が 発生して、 時には 地上 
にまで 大きな 音が 聞こえる ほどです。 

航空機 や ミサイルが 急上昇 または 


急降下、 あるいは 急 旋回す る 場合、 
その物 体 あるいは 乗員に、 重力の 作 
用で 運動の 加速度が かかります。 こ 
の 負 拒を 表すの が 「(3」 garavity で 
す。 水平飛行 中 （1G) で パイ □ッ 
卜に その 体重 分の 負荷が かかって い 
ますが、 戦闘機 等が 行動して いる 時 
には 4 〜 6(3 以上、 すなわち、 パイ 
□ッ トの 体重の 4 
k  と  G  〜 6 倍の 負荷が か 
かります。 大きな 
G がが かります と パイ □ッ トな どの 
行動に 影響が あります ので、 パイ 
□ッ トは “耐 (3 服” を 着用して いま 
す。 また 急激 • 瞬間に 大 (3 が 機体に 
かかる と 機体が 破損す る 恐れ も あり 
ます。 なお 宇宙船な どの 打ち上げの 
時には 10  G 近い 負担が かかる とい わ 
れ ています。 
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海を 守る という ことは、 敵の 潜水艦、 水上 艦艇、 航空機な どの 攻 
撃に 対処す る ことです。 

わが国は、 航空機 や 護衛艦な どを 組み合せて 海を 守る ことにして 
います。 

大切な シー レーン 防衛 

周囲を 海に 囲まれ、 エネルギー'  食料な どの 資源の 大部分を 海外 
に 頼る わが国に とって、 海上 輸送が 途絶えた 場合の 影響は'  はかり 
しれません。 

「シー レーン 防衛」 というのは、 わが国が 武力 攻擊を 受けた 場合、 
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熱 艦 ミ 如 ル (ASM)' 


:淨対 艦 ミ サイ ル (U  SM): 


要撃機 


艦 対空 ミれ ル (SAM) :, , 

▲  対 艦 ミサイル (SSM) 


海上の 広範囲な 哨戒、 船団の 護衛、 港湾 •海峡の 防衛な ど、 いろい 
ろな 作戦の 組み合せ によって わが国の 海上 交通の 安全を 確保す る こ 
とです。 

近年、 諸外国の 潜水艦な どの 性能 向上には 目覚まし いものが あり 
ます。 これに 対して、 わが国 も 新鋭の P- 3  C 固定 翼 哨戒機の 整備な 
ど シー レーン 防衛 能力の 着実な 向上を 図って います。 このよう にし 
て、 わが国が 相当 有効な 能力を 持ち、 いざと い ラと きは、 米軍と 共 
同で 対処す る 態勢を とる ことが、 そもそも 海上 交通の 妨害を 起こさ 
せない 力と なって います。 


海上 作戦の 例 （防衛 白書より) 


—  95  — 


編成 
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護衛艦 「こんごう」 型 


護衛 隊群 旗艦と して 本 
格 的な 指揮 管制 能力を 持 
つ イー ジス. システム 艦。 
対空ミサイル や 対 潜 ロケ 
ッ ト •アスロックは 最新の 
V  L  S  (垂直 発射 方式） で、 
多 目標を 同時に 対処で き 


る 能力を 持つ。 対 艦 ミサイル • ハープーン も 装備。 海上自衛隊 最大 
の 護衛艦 0 基準 排水量は 7,250 トン。 


1 □メモ 


海中に 潜む 潜水艦を 探知す る 水中 
捜索 （探知） 機で、 Sound  navigation 
and  [anging の 頭文字を 取った もの 
です。 

方式と しては、 発信 機から 出た 音波 
が 水中の 目標 物に 
当たって 跳ね返 っ  ソー 
てく るのを 聴音し 
て、 目標の 方角 や 距離を 割り出す アク 
ティブ 形と、 相手が 出す いろいろな 音 
を じっと 聞く だけの パッシブ 形が あ 
ります。 レーダーが 電波を 使用す るの 


に対して、 ソー ナ ーは 音波を 使用した 
センサーな のです。 

対 潜 戦 （ASW) を 任務と する 護衛 
艦には アクティブ 方式の ソー ナーを 
備えて いる ほが、 対 潜 哨戒機が 空中 か 
ら 投下して 捜索す 
ナ ー  る ソノ ブイ も ソー 
ナ ーの 仲 園です。 

軍事 用と しては 
潜水艦 探知に 使われて いますが、 民需 
用では 漁船に も 積んで、 漁 群 探知機と 
して 使われて います。 
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潜水艦 
「はるし お」 型 

海上自衛隊 第 
3 世代の 涙 滴 型 
潜水艦。 「ゆうし 


お」 型の 発展 型と して、 水中 行動 能力の 向上、 潜航 深度の 増大、 索敵 能 
力の 強化な どが 図られて いる。 U  SM ハープーン ミサイルを 装備して い 
る。 排水 置 2,45 0、。 


P- 3  C 固定 翼 哨戒機 


高性能 化する 潜水艦に 対する 捜索 攻 
撃 能力を 高める ために， 昭和 56 年度 末 


から 配備を 始めた 
固定 翼 哨戒機。 機 
体は 民間 旅客機 エ 
レク トラが 原型 だ 
が、 各種の 自動 処 
理 能力を 持つ 対 潜 
機材を 搭載して、 
中味は 電子 機器の 
固まりで ある。 


HSS-2  B 
回転 翼 哨戒機 

対 潜 哨戒 ヘリコプターと 
して、 陸上 基地 又は 護衛艦に 
搭載され て 捜索 •攻撃に 当た 
る ガスタービン •ヘリ。 
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S  H  —  60  J 
回転 翼 哨戒機 

現用の H  S  S-2 へ 
リの 後継と なる 新 対 潜 
ヘリで、 昭和 63 年度 か 


ら 量産 型の 調達を 開始。 搭載す る 対 潜 シス テ 厶 機材は 日 本 独 自の 運用 
構想を 取り入れて 国内 開発した （機材は ライ センス 生産)。 


1 □メモ 


海上自衛隊の 護衛艦は もちろん、 
タンカー や フェリー などの 客 •貨物船 
などの 船舶の 大きさを 表す 基準には 
「トン」 が 使われて います。 

ところで、 単に、 何 トンと いっても、 
自衛 艦と 客船が 同じ トン 数であって 
も …… 船の 大きさを 比較す る ことが 
できない のです。 

とい 〇 のは、 同 

じトン 数であって  卜  一 

も それを 表す 計算 

基準が 違って、 「排水 トン」 「総 トン J 
「重 蜃 トン」 などが あるた めです。 

自衛 艦の よ ラな 軍艦 類では 「排水 卜 
ン」 （水に つかる “ 喫水” 以下の 船体 
部分と 同じ 体積の 水量 = 船の 質 置か 
ら 計算した 船の 自重） です が、 貨物船 
や タンカーは、 船に 積載す る 貨物 置を 
基準に 燃料 • 食料 や 乗員 ま で 含めた 量 


を 重さで 表示す る r 重鼉 トン j を 、客船 
は 船の 重さに _ 係 なく 営業 用に 使用 
する 船 内容 積を 基礎に 計算した 体積 
を 示す 『総 トン j が 使われます。 この 
ほか 客船では r 純 トン』、 貨物船では 
r 容積 トン j を 使う こと もあります。 

排水 トンの 場合で も 、艦の 状態で 重 
置が 変わります ので、 通常は 基準 （ス 
タンダー ド） を 使 
/数  います。 この 状態 
は 乗員が 乗り込み 
航海 可能な 状態 （兵 裝 • 弾薬 • 消耗品 
を 計画 最大 置まで 積みます が、 燃料 • 
予備 水は 搭載し ない） の 時です。 基準 
排水 トンの ほかには、 常備 （ノーマ 
ル）、 軽 荷 （ライ ト）、 満載 （フル □一 
ド）、 消費 （コン スメ ド） などの 状態 
での 排水 トンを 表す 場合 もあります。 
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わが国を 侵略し ようとす る 場合、 侵略者は 最終的には 地上 部隊で 
わが国 土を 制圧し ようとす るで し ょう。 

その 場合、 日本は 周囲を 海に 囲まれて います がら、 侵略者は 何ら 
かの 手段で 海を 越えて 攻めて くるで しょう。 これを 着 上陸 侵攻と い 
います。 

このよ ラな 着 上陸 侵攻に 対しては、 わが国 土に 直接 被害が 及ばな 
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着 上陸 侵攻 対処 作戦の 例 （防衛 白書より) 


【要撃機】 


9 


■ 


嚷 豪 


‘具、 


■、、'ふ、'、 爾 j 卿 サィル 

1_、\ 顧纖 _  If™ 

..対， …へ '、ぐ 装 ヶット 


，〜〜 ご 二… 


いよう、 できる 限り 洋上 や 空中で 敵を 倒し、 くいとめ るよ ラに 努め 
ます。 

着 上陸した 敵に 対しては'  水際 及び 沿岸 地域で 防衛 戦闘に より、 
前身を 阻止し、 戦車な どの 機動 打擊 部隊な どに よって 擊破 します。 
さらに 侵攻す る 敵に 対しては、 内陸 地域での 防衛、 攻擊 などの 各種 
作戦に よって 擊 破に 努めます。 


機 射 打 ザ绌隊 


ffi 止 部隊 
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編成 


防衛庁長官 丨 


I 陸上 幕僚長」 


北部 方面隊 


I 陸上 慕 僚監部 


-第 2 師団 （旭川） 

-第 5 師団 （带 広） 

第 7 師団 (東 千歳） 

-第 11 師団 (真 駒 内) 

-第 1 特科団 （北 千歳） 

-第 I 商 射 特科団 （東 千歳) 
第 3 施設 団 （南 患 庭） 

-第 3 教育 連隊 （典 駒 内） 
その他 


東北 方面隊 


-第 6 師団 （神 町） 

■■第 9 師団 （青 森） 

-第 2 特科群 (仙 台) 

-第 5 高射特科 群 (八 戸） 
-第 2 施設 団 (船 岡） 

■■第 1 教育 連隊 （多賀 城） 
L その他 


東部 方面隊 

-第 1 師団 （練 馬） 

-第 12 師団 （相 馬 原） 

師 

-第 1 空挺 団 （習 志 野} 

-第 2 商 射 特科詳 （松 戸） 

-第 1 施設 団 （朝 餞） 

-第 1 教育 団 （武 山） 

団 

L その他 

― [中 部 方面隊 丨 


-第 3 師団 （千 憎） 

-第 10 師団 (守 山） 

-第 13 旅団 （海 田 市） 

-第 2 混成団 （薄 通 寺） 

-第 8 高射特科 詳 （青 野原) 
-第 4 施設 団 （大久 保） 

■•第 2 教育 団 （大 津） 

1 ■その他 


- |ffi 部 方面 


-第 4 師団 （福 岡） 

-第 8 師団 （北 熊 本） 

-第 1 混成団 (那 顧) 

-第 3 特科群 (湯 布院) 

-第 2 高射特科 団 （飯 塚） 
-第 5 施設 団 （小 郡） 

-第 3 教育 団 （相 浦） 

しその 他 

T- 第 1 ヘリコプター 団 (木 更津 
- 通信 団 （市ヶ 谷） 

-富士 学校 （富 土） 

給 統制 本部 （十 条） 

L その他の 部隊. 保 関 


師団の 編成 


司令部 および 
司令部 付隊 

指揮、 幕僚、 管理 業務、 保安 業務 


["普通科 連隊 1 

主として 近接 戦 H による 敵の 轚破 または 
捕捉 あるいは 地域の 占領 確保 


■H 特科 連隊 1 
火砲 等に よる 火力 戦 M 
― | 後方 支援 連隊 1 

師団の 兵站 業務を 受け持つ。 武器、 補給、 
輪 送、 衛生の 各隊が ある 

— | 高射特科 大隊 | 

火砲 等に よる 対空 戦 M 
-I 戰車連 隊 1( 第 2 師団の み） 

戰車 による 敵の 擎破 

H 戦車 大 隊丨 （第 2 師団を 除く） 

戦車に よる 敵の 擎破 

-f 施設 大隊 1 

各種 施設 器材 による 施設 作業 およ び 施設 
器材の 補給 


通信 大隊 | 

通信 組織の 構成 .維持.* 営 • 通信® 子 器 
村の 補給 •整備 および 写 具 業務 

対戦車 隊 "1( 第 2*3*6*8 師団を 除く) 
対戦車 火 襄 による 敵戰 車、 装甲車 等の 擎破 
偵察隊] 


オー ト バイ 等の 小型 車両に よる 偵察 警戒 

飛行隊 丨 


空中 指揮、 偵察、 観 潮 

師団には、 4 個 普通科 連隊 （  2 師団は うち 1 個が 戦車 連 
隊) を 基幹と する 9,000 人 師団 (第 1 、 2 、 4 、 6 、 8 師団） 

と 、 3 個 普通科 連隊を 基幹と する 7,000 人 師団 (第 3 、 5 、 
9、 10、 11、 12 師団) があります。 また このほかに、 3 
個 戦車 連隊 お よび 1 個 普通科 連隊 を 基幹と する 饯甲師 
団 （笫 7 師団）、 即応 予備 自衛官 主体の 1 個 普通科 連隊 
が 編成され る 定員 約 4，10 0 人の 13 旅団が あ ります。 
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90 式 戦車 

陸上自衛隊の 74 式 戦車 
の 後継と なる 主力 戦車と 
して 装備して いるもので、 
セラ ミッ ク 装甲 • 自動 装 
填の 120mm 滑 腔 砲な ど最 
先端技術を 活かして、 打 

撃 力 • 機動力 • 防護 力の 性能 アップを はかって いる ハイテク 戦車。 


88 式 地 対 艦 誘導弾 (SSM-1) 

内陸 部 か ら 発射して 洋上の 侵攻 艦 
艇 を攻擊 する 日本 独自の アイディア 
で ASM-1 を ベースに して 開発、 射 
程は 百 数 +!以 


自走 203mm りゅう 弾 砲 


陸上 特科 火力の 近代化 更新と 
して 昭和 59 年度から ライセンス 
生産で 部隊 装備を 開始した もの 
で、 射程は 30  と 陸上自衛隊 
では 最大。 
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地対空 誘導弾 • ホーク 

低空. 中空で 侵入して くる 
敵機を 撃墜す る ことを 主と し 
た 地 射 空 ミサイル。 米国 だけ 
でな く自 由 主義 各国 も 使用し 
ている。 


87 式 自走高 射 機関 砲 

74 式 戦車の 車体に 連 装 35 ミ 
リ 機関 砲を 搭載し た 局地 防空 
用の 近距離 対空 火器で、 師団 
の 高 射 部隊に 装備 されて いる。 


対戦車 ヘリ AH - 1S 

空中機動の 対戦 
車 火力の 強化と して、 
ヘリ コブ ター に 対戦 
車 用 ミサイル TOW 
と 70 ミリ ロケット弾 

や 3 銃身の 20 ミリ 機関 砲を 持つ。 

5.56  mm 機関銃 
MINIMI 

従来の 機関銃より 軽重で 発 
射 速度の 増大 およ び 携行 弾 数 
の 増大を はかって いる。 
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89 式 小銃 

5.56%  口径の 国産 新 小 
銃。 「 3 点 制限 点 射」 方式 
を 採用して いる。 


1 □メモ 


自衛隊は、 拳銃 （ビス トル） から 
護衛艦、 戦闘機、 ミサイルまで、 陸 
海 空 それぞれが 国を 守る 任務に 必要 
な いろいろな 武器 装備 を 持って い 
ます。 体験 入隊では 「装備 品 展示」 
で、 その 武器を 見学し ますが、 その 
ながで 見る 機会が 多い のは 『火器』 
と 呼ばれる ものです。 

簡単に言えば、 自分の 身を 守る た 
めに 敵を 倒した 
り、 破壊す る 目的 
で 弾丸を 発射す 
る 武器一 鉄砲 や 大砲の こと です。 

この 火器は、 その □径 （砲 腔の 直 
系 = 弾丸の 太 さ） の 大きさに よっ 
て “ 小火器” と “ 火砲” に 分類され 
ます。 鉄砲の 口径が 60/1  OO  P (15.24 
mm) を 目安と して、 以下を 小火器、 
以上を 火砲に 分けます。 

小火器には、 拳銃 •小銃 （ライフ 
ル） • 騎銃 （力ービン） • 散弾銃 •機 
関 銃 • 発射 筒が あり、 火砲には 無 反 


動 砲 • 迫撃砲 • りゅ^ 弾 砲 • 加農砲 • 
戦車 砲 •高射砲 （機関銃の 口径が 20 
mmU 上は 機関 砲と して 火砲の 仲間に 
入る） などが あります。 

□ 径 は〇〇 腦 と か CQcm と 直径の 
大きさを 表示す る ほかに、 ややこし 
くなります が、 火砲の 場合には 「〇 
〇 □径」 とい 〇 言葉の 使い方が あり 
ます。 この場合は、 砲身の 長さが 口 
径の何 倍になる 
か、 と 砲身 長を 
示す ものです。 

1 05  mm りゆう 弾 砲が 20  □径 というと 
105  x  20  =  2100  rnm の 砲身で ある とい 
〇 わけです。 

なお、 火器は 主として 陸上 部隊が 
使用し ますが、 戦闘機 等の 航空機に 
は 機関 砲が 取り付けられ、 艦艇に も 
機銃 や 火砲を 搭載 （海上自衛隊では 
火器の ことを 砲こ^ 武器と 呼んで い 
ます） しています。 


火器と 口径 
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匐© 

国連の 平和維持活動は、 世界の 平和と 安全を 維持す るた 
め、 これまで 多くの 国 や 地域に 対して 行われ、 1998 年には 
ノーベル平和賞が 授与され るな ど、 国際的に 高い 評価を 得 
ています。 

その 活動の 内容は、 平和維持 隊、 停戦 監視 団 および 選挙 
監視な どの 行政 的 支援 活動の 三つに 大別され ます。 

日本 も、 従来から こうした 活動に 協力して きました が、 
それは 主に 財政 面に 限られて いました。 しかし、 平成 4 年 
に 国際 平和協力 法が 成立した ことにより、 自衛隊の 部隊 等 
の 参加 も 含め 人的 側面の 積極的な 協力が 可能に なりました。 

こ ラした 活動に 参加す るのは 自衛隊 だけではありません 
が、 その 要請の 多くは 軍事的 専門知識 や 経験が 必要と され 
る ものです。 そこで、 日夜 厳しい 訓練を 通じて 培って きた 
自 衛隊の 技能、 経験 や 組織的な 機能が 求め られ ると い ラ こ 
となので す。 

自衛隊は これまで、 カン ボディ アや モザンビーク、 ルワ 
ン ダ、 ゴラン高原での 国際 平和協力 業務に 派遣され、 停戦 
監視 や、 道路 や 橋の 修理、 食料品な ど 日常生活 物資の 輸送、 
医療 や 防疫、 給水、 空輸な どの 難民 救援に 多大の 活躍を し 
てきました。 

しかし、 こうした 自衛隊の 派遣 も、 ただ やみくもに 行わ 
れる という わけではありません。 国際 平和協力 法では、 平 
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和 維持 隊 への 参加に あたっての 基本 方針、 いわゆる 5 原則 
が 法制 化されて いて、 要約す る と① 停戦の 合意が 成立して 
いる こと、 ©紛争 当事者が わが国の 参加に 合意して いる こ 
と、 ③ 中立 的な 立場を 厳守す る こと、 ④ 以上の 原則の いず 
れ かが 満たされない 場合は、 撤収で きる、 ⑤ 武器の 使用は 
要員の 生命 等の 防護の ため 必要 最小限に 限られる、 となっ 
ています。 

また これとは 別に、 海外の 開発 途上 地域に おける 大規模 
な 災害に 自衛隊の 活用を はかる 国際 緊急 援助 隊の 法律の 改 
正 も 行われた ことで、 被災 国からの 要請を 受け、 自衛隊に 
よる 応急 治療 等の 医療 活動、 ヘリコプター による 物資 等の 
輸送 活動、 浄水 セツ トに よる 給水 活動 等の 協力が 可能に な 
りました。 

このよ ラに、 わが国は 今後 も 国際社会の 一員と して 世界 
の 平和と 安全に 寄与す るた めの 努力を 続けて いかなければ 
なりません が、 自衛隊は そのために 迅速 かつ 適切な 活動が 
できる よ ラな 態勢を 維持して いるので す。 


カン ボディ ア での 活動 
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©这© 岛 。分。 


く 国家 予算と 防衛費〉 

防衛 関係 費とは …… 自衛隊の 維持 運営に 必要な 経費の 他 
に， 防衛 施設 周 m の 生活環境の 整備な どの 事業の だめの 
経費 や 保全 保障 会議の 運営経費を 含んだ ものです。 

平成 1 1 年度の 政府 予算案の 防衛 関係 費は 4 兆 9 , 201 億円 


で， 国家 予算 (一般会計 歳出) の 6 . 01 % ， G  D  P の 0 . 991 %。 

防衛費の 使途 別 内訳 


装備 品の 値段 （平成 11 年度） 


戦車 (90 式）  892 

96 式自走 12011111 迫撃砲 220 

多 用途 ヘリ  3,547 

(UH-60JA) 


護衛艦 (DD)  63,665 
(4,600 1) 

潜水艦 (SS)  47,462 
(2,700 1) 


(単位： 百万 円） 

SH-60J 哨戒へ1」 4,862 
F  2 支援 戦闘機  13,223 
T4 練習機  2,658 
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丨 i 年） 
卜25 月) 


自衛官 年間 維持費 (単位： 万円％. 


1,059 


陸上自衛隊 

海上自衛隊 

航空自衛隊 
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1,123 

1,495 


く 注) 一人 当りの 経 a は 年圃の 維持 的 経費 (人丨 
件 宵 •旅費 •疔 a •営舍 費 •被 限賨 •《 食費. f 
医療費 • 通信 甫用 籾. 運搬費. 宿 g 特别 /  ^ v 
费 •各所 修繕 g)+ 活動的 経費 （通信 機器 L. 
m- 車両 購入 a  • 弾 _ 購入 霣 • 諸 器 初購 _ 

油 購入 費. 教育 訓練 費 •電子計算機 等 蒔 料. ™  , 
装備 品等 整備 豬霣）  :? 為チ 当く 

被服の 支給 

自衛官には 被服が 無料で 支 
その内 訳は …… （曹長 以下の 
の 場合） 

冬服 X2, 夏服 X2, 作業 阔 fx_ 

業 外被 xl, 正帽 xl, 作業 _ 子 X: 

ワイシャツ x  2 , ネクタイ x 1 4外 

1 ,  雨 衣 x 1 , 冬 シャツ 及び 冬;! ボ 3*] 

2,  夏 シャツ 及び 夏 ズボン 下 乂 2, 

靴 X2, 短靴 XI, 帽章 XI, 階總 
4, バンド X2, 衣のう XI， 手_义 
靴下 x  4 。 このほかに 背の ろ •シヨ • 

鉄帽 • 携帯 テン ト • 飯 ごろ • 水筒な と 5 
貸与され る。 

ジ エツ ト •バ 

航空学 生 制度の 出 i  _ 

F-15J  4 牟 H. 25 ガ 

F-4EJ  4 年 10.75 力 月 
F-1  4 年 7. 25 力 月 


与 （  2  士） 


¥1,956, 000 
855,750 


¥2, 811,750 


p のみの 額です。 現実的には， 期 
h ■るので それに 合わせて 本俸が 
拾 額は これより 多くなります。 


当  退職 時の 階級の 給 
心 日 分 （2年勤務=陸上） 
日 分 （3 年 勤務 =海 •空と 
一部） で， 約 61 万円〜 96 万 
度 


| 成 費 

成 期間） の 費用 
約 5 億 4.842 万円 
約 5 億 2,128 万円 
約 4 億 3,655 万円 
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i] 勸窗 ©圏 

自衛隊は、 有事に おいて、 防空 •着 上陸 侵攻 対処 及び 海 
上 交通の 安全 確保の ための 作戦を 実施して、 わが国を 防衛 
する ため、 日夜 厳しい 訓練には げんで います。 

しかし、 いかに ハイテクの 最新 装備を 持って いても、 そ 
れを 動かし 運用す るのは、 あくまで 自衛隊の 組織を 支える 
基盤で ある 「自営 隊員」 一 つまり“ 人” なのです。 その実 
力 組織で ある 自衛隊の 部隊 等の 主 構成員は、 自衛隊 員の 約 
90  96 を 占めて いる “ 制服” を 着て いる 「自衛官」 なのです。 

♦任用 制度 二 自衛官の 身分は、 特別職の 国家公務員で、 
すべて 本人の 自由 意思に よる 「志願」 制で 入隊して きます。 
隊員の 任用 区分は、 一般 隊員と 呼ばれる 在隊 期間を 2 〜 3 
年と する 「任期 制」 自衛官で ある 2 等 陸 •海 •空士 （2 士） 
の 他に、 「非 任期 制」 自衛官と して、 直接 幹部になる 場合 

(医官 等）、 幹部 候補生と なる もの （一般 • 医科歯科 •薬 
剤 •技術の 各 幹部 候補生)、 直接 曹 になる もの （技術 海曹 
等）、 曹 候補生と して 士の 階級で 任用され る 場合 （一般 曹 
候補 学生 • 曹 候補 士 • 自衛隊 生徒 • 看護学 生 等） が ありま 
す。 また 将来、 自衛隊の 幹部になる ための 要員 養成 （航空 
学生、 防衛 大学 校 および 防衛 医科大学 校 学生） などに 区分 
されて います。 

これらの コースは、 いずれの 場合で も、 本人の 努力に 
よって 上の 階級へ 昇任す る 道が 開かれて います。 


自衛官の 任用 制度 


(注 I)  幹部の 階級は、 将 、将補、 丨 佐、 2 佐、 3 佐、 I 尉、 2 尉、 3 尉に 区分 
(注 2) 医科歯科 幹部 候補生は、 医師、 歯科医師 国家試験に 合格し、 所定の 教育 
訓練を 修了 すれば、 2 尉に 昇任 

(注 3) 通信教育 等に より、 生徒 課程の 教育 終了までに 高等学校 卒業 資格を 取得 
(注 4) 看護婦 国家試験に 合格 すれば、 2 曹に 昇任 
(注 5  )  - ►: 採用試験、 今： 試験 又は 選考 
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♦勤務 二 陸海空 別の 任務 や 保有す るいろ いろな 装備を 運 
用す る 関係 がら、 自衛官は、 職種 •職務 ごとに 分けた 効率 
的な 任務 遂行 体系が 整えられて います。 通常は 定められた 
日課に 従って、 警戒 •監視、 情報 収集、 有事に 備えての 教 
育 訓練、 部隊の 維持 •管理 • 運営に 必要な 業務な どに 当たっ 
ています。 

そして 幹部 • 准尉の 他に 結婚 等に より 営 外 居住を 認めら 
れた 曹士を 除いた 隊員は、 いつでも 職務に 従事で きる 態勢 
をと るた め 営舎 • 艦艇の 中で 生活す る ことが 義務と なって 
います。 

〈助教の 隊員 さんが 歩んで きた 道〉 

現在、 あなたが 体験して いる 自衛隊の 短期 体験 期間の 間 
に、 隊 内での 生活 面の 世話を したり、 行事の 説明 • 訓練の 
指導に 当たって いる 「教官」 または 「助教」 の 役を してい 
る 隊員は、 自衛官の 中で も ベテランの 人を 配置して います。 

教官は、 皆さんが 安心して 生活 体験で きる よ ラス ケ 
ジュールの 調整な ど 全般的な リーダーを 勤める もので、 上 
級曹が 幹部 自衛官が 配置され、 この 教官の 手足と なって、 
皆さんと 最も 接触す る 機会が 多い 「助教」 の 隊員は 2  •  3 曹 
か 士長 ク ラスの 若い 隊員が 面倒を 見て くれます。 

もしかすると、 あなたと 同じ 高校の 出身と が、 郷里が 近 
い 人 もい るか もしれ ません よ。 

この 助教を 勤める 自衛官た ちの 自衛隊 歴 などを 休憩時間 
にで ち 闇いて みて はいかが です が 9 …… 
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♦自衛官の コース ニー 般 的な 隊員が 歩む、 ごく 普通の 
自衛官の 道を 簡単に 説明して みました。 

隊員 （2 士） の 募集は、 全国 50 個所に ある 自衛隊 地方 連 
絡 部 （所在地は 資料 編 参照） が 都道府県 市町村な どの 地方 
自治体 • 公共 機関 や 学校な どの 協力を 得ながら 実施して い 
ます。 志願者の 中から 試験に 合格した ものが 採用され、 入 
隊 すると、 まず 陸 •海 •空 自衛隊の 教育 部隊 や 学校で、 自 
衛官 として 必要な 基礎的な 教育を 受けます。 約 3 力 月の 新 
隊員 教育 中に、 本人の 希望 や 適性検査 などの 結果と 自衛隊 
側の 組織 上の 要求と によって、 隊員の 職種. 職域が 決まり、 
おおむね 隊員 自身の 進路が 決定し ます。 

職種 • 職域に マッチした 専門分野の 初級 技術に ついて、 
部隊 や 学校で 約 3 力 月 教育を 受ける と、 全国の 自衛隊 駐屯 
地 • 基地 あるいは 艦艇の 乗り組みに 配置され、 そこで 1 人 
前の 隊員と しての 勤務に つきます。 といっても、 まだまだ 
ヒヨ コ からかえった ばかりの “ 新米” 隊員で、 以後、 毎日 
の 教育 訓練で たくましく 成長して いく わけです。 

士 隊員は 2 年 または 3 年の 期間を 限った 任期を 勤務す る 
制度に なって います。 これは 若く 活力に あふれた 隊員を 常 
に 確保し、 必要な 教育 訓練を 行 ラ ことで 自衛隊の 精強 性を 
維持す る 目的で と られ たもので す。 

初めの 1 任期 （陸の 一般は 2 年、 海 空と 陸の 技術 職種が 
3 年） を 満了した あと、 希望 すれば 継続して 引き続き 2 任 
期の 継続 勤務が できます （さらに 3 任期への 継続 も 可能で 
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す )0 

士 として 一定期間を 過ぎる と r 曹」 になる ための 昇任 試 
験を 受ける 資格が できます。 曹 隊員は、 自ら も 班 単位の 小 
グループの リーダー （班長） として 士 隊員を 指揮 監督した 
り、 技術の エキス パー トと して 勤務す るな ど 重要な 役割を 
占め、 陸海空と も 定員 上では 曹が もっとも 多い 割合にな っ 
ており、 自衛隊の 実際の 行動の 担い手に なって います。 つ 
まり 技術 集団 的な 自衛隊の 中での ベテランが 曹 なのです。 

士は 任期 制です が、 曹 になる と 非 任期 制の 隊員に 身分が 
切り替わり、 定年までの 長期 勤務に 就く ことになります。 
士 から 試験を パスす ると、 ベテラン 隊員になる ために 必要 
な 職種. 職域の 専門的 特技と、 士 隊員を 指導す るのに 必要 
な 基礎的 知識 や 技能を 修得して から 部隊に 配置と なる ので 
す 0 
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自衛隊は、 国民の 理解と 支持を 得て、 初めて その 能力を 
十分に 発揮で きます。 “ 国民と 共に ある” 自衛隊と しては、 
イザと いうと きの ほかに、 平時に あっては、 その 組織 •装 
備 .能力 等を 生かして、 国民生活に 貢献す る 各種 活動を し 
ています。 この 活動は 国民生活 や 地域社会の 安定に 役立つ 
とともに、 国民の 自衛隊に する 信頼、 連帯感を 深める もの 
です。 また 隊員に とっては 国民の ために 役立って いると い 
う 誇り. 生き甲斐を 自覚す る ことができる ものです。 

く 災害 派遣〉 

平時に、 国民生活を 脅が す、 風水害 や 地震な どの 自然の 
脅威に よる 災害、 漁船な どの 船舶の 海上 遭難と が 山登りな 
どでの 人的 事故、 火災な どの 災害に、 都道府県 知事 等の 要 
請を 受けて 自衛隊が 派遣され、 国民の 生命 •財産の 保護に 
当たって います。 この 「災害 派遣」 の 具体的な 作業 内容は、 
遭難者. 遭難 船舶. 航空機の 捜索 救助、 水防 • 道路 復旧、 
防疫、 給水、 人員. 物資の 緊急 輸送 等々 幅広く いろいろな 
ものが あります。 こ ラした 災害 派遣は 自衛隊 発足 以来 これ 
ま でに 合計 二 万 件 近く になって います。 

く 危険物 処理〉 

太平洋戦争の 落とし 子で ある 不発弾が、 全国 各地で 発見 
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され、 もしも これが 爆発 すれば 周囲の 住民の 生命 •財産に 
大きな 被害を 及ぼす 恐れが あります。 この 処理には 陸上 自 
衛隊の 不発弾 処理 隊員が 身の 危険を 顧みずに 的確な 作業で 
不安を 除去して います。 一方、 周辺 海域で 発見され る、 浮 
遊 機雷な どの 海上 • 水中の 危険物の 除去 （掃海） には 海上 
自衛隊が 当たって います。 

〈部外 協力〉 

自衛隊は、 その 保有す る 装備 や 能力な どを 活用す る こと 
で、 国民生活 環境の 充実、 民生 安定 _ 向上の ために 寄与し 
ています。 

その 協力 事項は、 （1) 土木工事 などの 受託 (地方公共団体 
の 申出に より、 公共施設 用地 造成 や 道路工事 などの 土 木工 
事の 受託)、 （2) 教育 訓練の 受託 （委託を 受けて パイ □ット 
養成 や 救急 従事 者な どの 教育 実施、 （3) 運動 競技会への 協 
力 （オリンピック や 国民体育大会 などの 運動 競技会で、 式 
典 •通信 •輸送. 音楽 演奏. 医療. 救急. 競技 支援な ど)、 
(4) 南極 地域 観測への 協力 （海上自衛隊の 砕氷 艦 「しらせ」 
がわが 国と 昭和 基地との 間を、 観測 隊員、 観測 機材、 その 
他 物資を 輸送、 （5) 海 氷 観測 （自衛隊 機に より オホーツク 沿 
岸の 観測、 （6) 地図 作成の 航空 測量 (国土地理院の 要請で 空 
中 測量、 （7) その他の 協力 （放射能 調査の ため 自衛隊 機で 集 
廛 飛行、 硫黄 島の 戦没者 遺骨 収集と 輸送 支援、 その他)。 
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自衛隊は、 防衛 問題 や 自衛隊に 対する 国民の 理解と 関心 
を 深めて もら ラた め、 防衛 政策 や 自衛隊の 現状を 広く 紹介 
する 各種 広報活動を 行って います。 

自衛隊 員は、 自衛官で あると ともに、 よき 市民 たれ、 と 
いう 立場に 立って、 地域の 人たち と 一緒に なって それぞれ 
の お祭りと が、 スポーツ 大会の 選手 や チームの 指導者'  子 
供 会な どの リ ー ダーな ど 地域に 密着した 行動 も とってい ま 
す 0 

このよ ラな 広報活動を 通じて、 国民と 自衛隊の 親近感 や 
連帯感を 強めて いる わけです。 

あなたが、 現在 参加して いる 「隊内 生活 体験」 も 広報 活 
動の 一 つです が、 この ほが し 自衞隊 の 広報 イ 7 事し は 次の よ 
うな ものが あります。 


目、 各地に 所在す る 自衛隊の 施設を— 
〈 口！5 豚の ム開 >  般の 人に 開放して、 下記の ようない 


ろい ろな 行事を 催し 地域の 人と 交流を 深めたり、 グラウン 
ドを 開放して スポーツを 楽しんで もら うこと もして います。 


ちび っ子 • ヤング 大会 

駐屯地 公開 （桜 まつり、 納涼 大会、 盆踊り、 キヤ ンブ 教室'  海 
洋 教室、 航空 教室'  サ パイ パル. スクール、 スキー 教室、 航空 
祭 = ブルー インパルス 展示 飛行、 など） 
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AMI— 上〜 自衛 p 家の 保有す る 輸送機 
〈体験 飛行 • 体験航 ) 母〉 やへ リコ プタ- などの 航空 

機で それぞれの 地域の 上空を 一時 飛行 体験を したり、 自衛 
艦が 全国 各地の 港に 入港した ときに 付近の 人を 対象と して、 
自衛 艦に よる一 時の “ 海上 航行” をしても らいます。 

名' 自衛隊には 「音楽 P 家」 が $LJ ま 
< 日 5^ 购與 寮^す。 自衛隊の 行事 だけでなく 地域 か 
らの 希望で、 各地の 行事に 参加して パレードに 花を 添え、 
また、 コンサートを 開いたり して、 音楽隊の 腕前を 多くの 
人々 に 披露して います。 

〈広報 映画の 製作 上映〉  次 ページ 参照 

日本の 防衛 や 自衛隊 
のこと について 理解し 
て もらうた めに、 パンフレット • リーフ レッ トを 作って 配 
布して います。 

(地域の 球技 •駅伝 等 スポーツ 大会、 雪 まつりな どの 
\ 1 J 手 ■乡ガ 14  / 郷土芸能 や 祭典、 市民の 祭典） 

自衛隊 記念日は 
11 月 1 日です。 全 
国 各地の 自衛隊 所在地で、 当日な り 前後の 休日 等に 記念 式 
典 行事 （観閲式 • 観艦式 • 観閲 飛行 • 音楽 まつりな ど） を 
実施し ます。 この 他に その 部隊の 誕生日に 当たる 「開 隊」 
「開 庁」 記念 行事 もあります。 この 時には 地域の 人たち に 
部隊を 公開し ます。 

〈その他〉  部隊 見学 • 演習 見学 • 隊内 生活 体験 


〈各種 印刷物の 作成 配布〉 


〈自衛隊 記念日 •開 庁 記念日〉 
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街 

地 連 •陸 

m 

酬 

mm 

岩. 

麵 

蝴辨 

装- 

地 連 •陸 

地 連 •陸 

地 連 •陸 

地 連 •陸 

坳 

K 

| 警察 予備隊から 現在に 至までの 防衛庁 • 自衛隊 

の 歴史を 披露す る もの。 コンピューター が 進行 

役と なり、 昭和 20 年代、 30 年代の 珍しい 映像 

| か ら 最近の PKO の 活動 ま で 歯切れよ く 紹介 

I 平成 9 年に おける 防衛庁 関係の 主要 行事、 訓練 • 

演習、 人事、 部外 行事 協力、 災害 派遣 活動、 国 

| 際 貢献 等を ダイ ジェス ト 調に 紹介 

1 平成 9 年に おける 防衛庁 関係の 主要 行事、 訓練、 

人事、 部外 行事 協力、 災害 派遣 活動、 国際 貢献 

等を ダイ ジェス ト 調に 紹介 

隊員の 日常生活から 教育 訓練、 PKO、 災害 派遒 
の 活動な どを 隊員の 素顔、 インタビュー 等を 織り 交 

| ぜ ながら 総合的に 紹介 

陸上自衛隊で、 とりわけ 厳しさで 定評の ある レン 
ジャー 訓練の カット や シーン を、 若者 向けの 人気 □ッ 

クミ ュー ジック に 乗せて 紹介す る イメージ ビデオ 

n 

? 

if 

好 

親 

反 

ゆ 

*t6 

AJ 

{ID 

-H 

m 

プ ターの 編隊 飛行、 アクロバット 飛行、 実弾 射擊 

等の カット や シーンを BGM にの せ、 躍動 的に 表現 

した イメージ •ビデオ 

陸上自衛隊の 最新 戦車で ある 90TK の 走行 およ 

び 訓練 シーンを 冬の 北海道を 舞台に 紹介した イ 

メージ •ビデオ。 1996 年 国際 軍事 映画祭 （ルー 

マニア） において 特別 賞を 受賞した 

上映時間 

30 分 

30 分 

20 分 

35 分 

10 分 

10 分 

10 分 

規格 

VHS 

VHS 

VHS 

VHS 

VHS 

VHS 

VHS 
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AND  THEN 

☆平成 9 年 防衛庁 記録 

☆平成 10 年 防衛庁 記録 

☆  We  are 陸上自衛隊 
(JGSDF) 

POWER  MISSION 

POWER  ATTACK 

☆  POWER  MACHINE 

区分 

艇 
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裝 

幽 H 

皿 
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地 連 •陸 

地 連 •陸 

地 連 •陸 

•海 空 

地 連 •陸 

地 連 •海 

地 連 •陸 

•海. 空 

地 連 •海 

地 連 •海 

地 連 •海 

地 連 •海 

•E 

平成 10 年 2 月から 3 月に 行われた 長 野 オリン 
ピック 冬季 大会 及び 長 野 パラ リン ピッ ク 冬季 
大会に おいて、 選手たち の 陰で ベス トコ ン ディ 
シ ヨンを 支えた 自衛隊の 活動 状況を 紹介 

わが国 初の 人道的な 国際 救助 活動の 実相 等を 
紹介す る ビデオ。 ルワンダ 難民 救援 隊の 日本 出 
発 がら 現地での 活動、 帰国までの 記録 

モザンビーク における 国連 平和維持活動に 従事す 
る モザンビーク 派遣 輸送 調整 中隊の 隊員の 活躍 
する 姿と 現地の 様子を 紹介 

ゴラン高原の 歴史的 背景を ふまえ、 同地で 国連 平 
和 維持 活動に 従事す る ゴラン高原 派遣 輸送 隊の 
姿を 紹介 

湾岸戦争の 終了に 伴い、 機雷の 除去の ために 派 
遣され た、 海上 自 衛隊 ペルシャ湾 掃海 派遣 部隊の 
状況を 紹介 

海上 自 衛隊の 任務の 一つで ある 対潜水艦 作戦を 

先端技術の 枠を 集めた 対 潜 哨戒機 P  — 3  C ク 

ルーの 活躍を 通じて 紹介 

海上自衛隊 全般の 活動を、 航海、 飛翔、 青春、 務 

め、 備えの 章 ごとに 幅広く 紹介した もの 

海上自衛隊の 幹部 候補生 学校の 訓練、 生活を ユ 

二ー クに 紹介 

海上 自 衛隊の 艦艇 職域を 訓練 状況の 撮影 や イン 

タ ビューを 通じて 紹介 

海上自衛隊の 活動を 少年と コンピューターに よる 

会話を 介して 紹介 

上映時間 1 

36 分 

30 分 

25 分 

30 分 

20 分 

30 分 

30 分 

25 分 
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ここに 掲載して ある 部隊は、 全国の 自衛隊 所在地の うち、 
隊内 生活 体験 または 部隊 見学の 受け入れの できる 主な 部隊を 
地区 別 （都道府県 単位） に まとめた 一覧で、 自衛隊の 全 部隊 


北海 道 


区分 基地  担当 窓口 


1 

航空 稚 内分 屯 基地 

第 18 警戒 群 総務 人事 班 

097-0025 

2 

陸上 名 寄 駐屯地 

第 3 普通科 連隊 広報 班 

096-8584 

3 

〃 旭川 駐屯地 

第 2 師団 司令部 広報 室 
駐屯地 業務 隊 司令 職務 室 

070-8630 

4 

自 旭川 地方 連絡 部 

募集 課 

070 -0902 

5 

陸上 留萌 駐屯地 

第 26 普通科 連隊 広報 班 

077-8555 

6 

〃 遠 軽 駐屯地 

第 25 普通科 連隊 広報 班 

099-0497 

7 

〃 美幌 駐屯地 

第 6 普通科 連隊 広報 班 

092-8501 

8 

航空 網 走 分 屯 基地 

第 28 警戒 群 総務 人事 班 

093-0087 

9 

〃 根 室 分 屯 基地 

第 26 警戒 群 総務 人事 班 

087-8555 

10 陸上 別 海 駐屯地 

第 5 偵察隊 広報 班 

088-2593 

11 

〃 釧路 駐屯地 

第 27 普通科 連隊 司令 職務 班 

088-0604 

12 

〃 帯 広 駐屯地 

第 5 師団 司令部 広報 室 
駐屯地 業務 隊 司令 職務 班 

080-8639 

13 

自 帯 広 地方 連絡 部 

募集 課 

080-0024 

14 

陸上 鹿追 駐屯地 

第 5 戦車 大隊 広報 班 

081-0294 

15 航空 襟 裳 分 屯 基地 

第 36 警戒 群 総務 人事 班 

058-0342 
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所在 一覧ではありません。 しかし 隊内 生活 体験の 受け入れは 
難しい けれども、 自衛隊の ことの 相談 や 問い合わせに 応じら 
れる 部隊 等は 記載して あります。 

〈番号は、 地域 地図の 配置を 示して います （ただし 九州 •沖縄 地区では 奄美 
および 沖縄は 省略)。 区分は 陸 •海 •空の 自衛隊 別の ほかに r 自」 は 三 自衛隊 
の 共同 機関を 示して います。 末尾の 記号は 〇は 実施で きる もの、 △は 相談に よっ 
ては 可能性の ある もの、 x は 不可を 示して います。 地方 連絡 部は 一 印です が、 
紹介 • 問い合わせの 窓口です〉 


住  所 

電  話 

生体 見® 
活験学 S 

稚内市 恵比須 5-2-1 

0162(23)5377 

x  A 

名 寄 市 字 内 淵 84 

01654 (3)2137 

〇〇有 

旭川 市 春光 町 

0166(51)6111 

〇〇有 

旭川 市 春光 町 

0166(51)6055 

一一 一 

留萌市 緑 ヶ丘 町 1~6 

0164(42)2655 

〇 〇有 

紋別郡 遠 軽 町 向遠軽 272 

01584 (2)5275 

〇 〇有 

網 走 郡 美 幌町字 田 中 

01527 (3)2114 

〇 〇有 

網 走 市 字 美 岬 官有 無 番地 

0152(43)3556 

X  △ 

根 室 市 光洋 町 4-15 

01532 (4)8004 

X  △ 

野 付 郡 別 海 町 西 春 別 42-1 

01537 (7)2231 

x 〇 

釧 路郡釗 1 路町別 保 112 

0154 (40) 2011 

〇 〇有 

帯 広 市 南 町 南 7 線 31 番地 

0155 (48)5121 

〇 〇有 

帯 広 市 西 14 条南 14 丁目 4 

0155(23)5882 

_  一 一 

河 東 郡 鹿追 町 笹川北 12 線 10 

01566 (6)2211 

〇 〇有 

幌泉 郡え り も 町 字え り も 岬 407 

01466 (3) 1136 

X  △ 
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0 


，区分 

基  地 

担当 窓口 

亍 

16 陸上 上 富 良 野 駐屯地 

第 4 特科群 本部 広報 班 

071-0595 

17  ” 

滝川 駐屯地 

第 10 普通科 連隊 広報 班 

073-8510 

18  ” 

美 唄 駐屯地 

第 2 地 対 艦 ミ サイ ル 連隊 広報 室 

072-0821 

19  ” 

岩 見 沢 駐屯地 

第 12 施設 群 本部 広報 班 

068-0822 

20 航空 当 別 分 屯 基地 

第 45 警戒 群 総務 人事 班 

061-0294 

21 海上 余 市 防備 隊 

総務 科 総務 係 

046-0024 

22 自 

札幌 地方 連絡 部 

募集 課 

060-0004 

23 陸上 

札幌 駐屯地 

北部 方面 総監 部 広報 室 
駐屯地 業務 隊 司令 職務 班 

064-8510 

24  ” 

丘珠 駐屯地 

北部 方面 航空隊 広報 班 

007-8503 

25  ” 

真 駒 内 駐屯地 

第 11 師団 司令部 広報 室 
駐屯地 業務 隊 司令 職務 室 

005-0008 

26  ” 

豊平 駐屯地 

札幌 病院 総務課 総務 班 

062-8610 

27  ” 

島 松 駐屯地 

北海道 補給 処 総務課 総務 班 

061-1393 

28  ” 

北 恵 庭 駐屯地 

第 1 戦車 群 本部 広報 班 

061-1423 

29  ” 

南 恵 庭 駐屯地 

第 3 施設 団 本部 広報 班 

061-1411 

30  ” 

北 千歳 駐屯地 

第 1 特科団 本部 広報 班 

066-8668 

31 ” 

東 千歳 駐屯地 

駐屯地 業務 隊 司令 職務 室 

066-8577 

32 航空 

千歳 基地 

第 2 航空 団 司令部 広報 室 

066-8510 

33  " 

長 沼 分 屯 基地 

第 11 高射隊 本部 総務 人事 班 

069-1394 

34 陸上 安平 駐屯地 

安平 弾薬 支処 総務課 

059-1511 

35  ” 

静内 駐屯地 

第 7 高射特科 連隊 司令 職務 班 

059-2598 

36  ” 

白老 駐屯地 

白 老 弾薬 支処 総務課 庶務 班 

059-0900 

37  ” 

幌別 駐屯地 

第 13 施設 群 本部 広報 班 

059-0024 

38 〃 

倶知安 駐屯地 

第 28 普通科 連隊 司令 業務 室 

044-0076 

39 航空 八 雲 分 屯 基地 

第 20 高射隊 総務 人事 班 

049-3118 

40 自 

函館 地方 連絡 部 

募集 課 

042-0934 

41 陸上 函館 駐屯地 

第 28 普通科 連隊 広報 班 

042-8567 

42 海上 函館 基地 隊 

総務 科 広報 係 

040-8642 
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住  所 

空 知 郡 上 富 良 野 町 南 町 4  丁目 
滝川 市 泉 町 236 
美 唄 市 美 唄 1536-1 
岩 見 沢 市日の 出 台 4-313 
石 狩 郡 当 別 町 字 弁ヶ別 番外 地 
余 市 郡 余 市町 港町 番外 地 
札幌市 中央 区 北 4 条西 15 丁目 1 
〃  〃 南 26 条西 10  丁目 

〃 東 区 丘珠町 161 
〃 南 区 真 駒 内 17 

〃 豊平区 平 岸 1 条 12-1-32 
恵 庭 市 西 島 松 308 
〃 柏木 町 531 
〃 恵 南 63 
千歳 市 北 信 濃 
〃 祝 梅 1016 
〃 平和 無 番地 
夕 張 郡長 沼 町 馬 追 台 
勇 払 郡 早 来 町 安平 
静内郡 静内町 字 浦 和 125 
白老 郡白老 町白老 782-1 
登 別 市 緑 町 3-1 
虻田 郡倶知 安町 字 高 砂 232-2 
山 越 郡 八 雲 町 緑 町 34 
函館市 広野 町 6-25 
”  ”  6-18 
函館 市大町 1 〇番 3 号 


電  話 

生体 見 g 
活験学 € 

0167(45)3101 

〇〇有 

0125(22)2141 

〇 〇有 

01266 (2)7141 

〇〇 

0126(22)1001 

〇 〇有 

01332 (3)2344 

X  △ 

0135 (23)2243 

x  〇 

011(631)5471 

—  一  _ 

011(511)7116 

△〇 

011(781)8321 

x 〇有 

011(581)3191 

〇 〇有 

011(831)0161 

X  △ 

0123(36)8611 

△ 〇有 

0123(32)2101 

〇 〇有 

0123 (32)3101 

〇 〇有 

0123(23)2106 

〇〇 

0123(23)5131 

〇 〇有 

0123(23)3101 

〇〇 

01238 (8) 2604 

X  △ 

01452 (3)2231 

X  〇 

01464 (4)2121 

△〇 

0144(82)2107 

x  △ 

0143 (85)2011 

〇 〇有 

0136 (22)1195 

〇 〇有 

01376 (2)2262 

△  △ 

0138(53)6241 

— 

0138(51)9171 

〇 〇有 

0138(23)4241 

x  〇 
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区分 


基 


番 

号 


地  担当 窓口 


43 航空 奥 尻 島 分 屯 基地 第 29 警戒 群 総務 人事 班 


東  3 匕 


043-1496 


1 

海上 大湊 地区 

大湊 地方 総監 部 総務課 広報 係 

035-8511 

2 

航空 大湊分 屯 基地 

第 42 警戒 群 総務 人事 班 

035-0096 

3 

自 青 森 地方 連絡 部 

募集 課 

030-0861 

4 

陸上 青 森 駐屯地 

第 9 師団 司令部 広報 室 
駐屯地 業務 隊 司令 職務 室 

038-0022 

5 

〃 弘前 駐屯地 

第 39 普通科 連隊 広報 班 

036-8533 

6 

航空 車力 分 屯 基地 

第 21 高射隊 総務 人事 班 

038-3301 

7 

〃 三 沢 基地 

北部 航空 方面隊 司令部 広報 班 
第 3 航空 団 司令部 広報 室 

033-8604 

8 

陸上 八 戸 駐屯地 

第 4 地 対 艦 ミ サイ ル 連隊 広報 班 

039-2295 

9 

海上 八 戸地 区 

第 2 航空 群 司令部 監理 幕僚 

039-1180 

10 

自 岩 手 地方 連絡 部 

募集 課 

020-0021 

11 陸上 岩 手 駐屯地 

第 9 特科 連隊 広報 班 

020-0173 

12 航空 山 田 分 屯 基地 

第 37 警戒 群 総務 人事 班 

028-1300 

13 

自 秋 田地 方 連絡 部 

募集 課 

010-0951 

14 陸上 秋 田 駐屯地 

第 21 普通科 連隊 広報 班 

011-8611 

15 航空 秋 田 分 屯 基地 

秋 田 救難 隊 総括 班 

010-1211 

16 

〃 加 茂 分 屯 基地 

第 33 警戒 群 総務 人事 班 

010-0664 

17 

自 山形 地方 連絡 部 

募集 課 

990-0031 

18 陸上 神 町 駐屯地 

第 6 師団 司令部 広報 班 

999-3797 

駐屯地 業務 隊 司令 職務 班 

19 

〃 大和 駐屯地 

第 6 戦車 大隊 広報 班 

981-3684 

20 

自 宮城 地方 連絡 部 

募集 課 

983-0842 
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住  所 

電  話 

生体 見 g 
活験学 g 

奥 尻 郡 奥 尻 町 字 湯 浜 

01397 (2)2046 

x  △ 

青森県む っ市 大湊町 4-1 

0175 (24)1111 

〇〇有 

// 

〃 大字 大湊字 大近川 44 官有 地 

0175 (24)1191 

X  △ 

// 

青 森 市長 島 4-23 - 20 

0177(76)1594 

- - 

// 

〃 浪舘字 近 野 45 

0177 (81)0161 

〇〇有 

// 

弘前市 大字 原ヶ 平 字 山中 18-117 

0172(87)2111 

〇 〇有 

// 

西 津軽郡 車力 村 富蒗字 屏風 山 1 

0173 (56)2531 

X  △ 

// 

三 沢 市 後久保 125-7 

0176 (53)4121 

〇〇 

// 

八 戸市 大字 市 川 町 字 桔梗 野官地 

0178 (28)3111 

〇 〇有 

// 

〃 大字 河原 木 字 八 太 郎山官 地 

0178 (28)3011 

〇〇有 

岩手県 盛 岡 市 中央 通り 3-4-11 

019(623)3236 

一 - 

// 

岩 手 郡 滝 沢 村 滝 沢 字 後 268-433 

019(688)4311 

〇 〇有 

// 

下 閉伊郡 山 田 町 豊間根 東 山 国有林 

019(382)2636 

X  △ 

9 林 班 力 小 班 

秋田県 秋 田 市 山 王 4-3-34 

018(823)5404 

一 - 

// 

〃 寺 内 字 将軍 野 1 

018(845)0125 

〇 〇有 

// 

河 辺 郡 雄 和 町 椿) 1 1 字 山 篭 23-26 

018(886)3320 

X  △ 

// 

男 鹿 市 男 鹿 中 国有地 内 

0185 (33)3030 

X  △ 

山形県 山形 市 十日 町 4-3-21 

023(622)0711 

一 - 

// 

東 根 市 神 町 南 3-1-1 

0237(48)1151 

〇 〇有 

宮城県 黒 j  1 1 郡 大和 町 吉岡字 西 原 21-9 

022(345)2191 

〇 〇有 

// 

仙 台 市 宮城 野 区 五輪 1-3-15 

022(295)2611 

一 - 

仙 台 第 3 合同 庁舎 内 
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21 陸上 仙 台 駐屯地  東北 方面 総監 部 広報 室 

駐屯地 業務 隊 司令 職務 室 

22 〃  霞 目 駐屯地  東北 方面 航空隊 本部 広報 班 

23 〃  多賀城 駐屯地 第 22 普通科 連隊 広報 班 


983- 8580 

984- 8580 

985- 0834 
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住  所 

宮城県 仙 台 市 宮城 野 区 南 目 館 1-1 


電話 T.U 

022(231)1111 〇〇有 


"  ” 若 林 区 霞 目 1-1-1 

〃 多賀 城市 丸 山 2-1-1 


022(286)3101 〇〇有 
022(365)2121 〇〇有 
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f 区分 

基  地 

担当 窓口 

〒 

24 航空 

松 島 基地 

第 4 航空 団 司令部 広報 班 

981-0503 

25 陸上 

船 岡 駐屯地 

第 2 施設 団 本部 広報 班 

989-1694 

26 自 

福 島 地方 連絡 部 

募集 課 

960-8162 

27 陸上 

福 島 駐屯地 

第 44 普通科 連隊 広報 班 

960-2192 

28  ” 

郡 山 駐屯地 

第 6 特科 連隊 広報 班 

963-0292 

29 航空 

大滝根 山 分 屯 基地 

第 27 警戒 群 総務 人事 班 

963-4101 

関  東 


1 

自 茨城 地方 連絡 部 

募集 課 

310-0011 

2 

陸上 勝 田 駐屯地 

施設 学校 広報 班 

312-8509 

3 

〃 古河 駐屯地 

関東 補給 処 古河 支 処 広報 班 

306-0234 

4 

航空 百 里 基地 

第 7 航空 団 司令部 広報 班 

311-3494 

5 

陸上 土 浦 駐屯地 

武器 学校 広報 班 

300-0301 

6 

〃 霞ヶ浦 駐屯地 

関東 補給 処 広報 班 

300-8619 

// 

航空 霞 ヶ浦分 屯 基地 

第 3 高射隊 総務 人事 班 

300-8619 

7 

自 栃木 地方 連絡 部 

募集 課 

320-0043 

8 

陸上 北 宇都 宮 駐屯地 

航空学 校 分校 広報 援護 班 

321-0106 

9 

〃 宇都 宮 駐屯地 

第 12 特科 連隊 広報 班 

321-0145 

10 

自 群 馬 地方 連絡 部 

募集 課 

371-0805 

11 陸上 相 馬 原 駐屯地 

第 12 師団 司令部 広報 室 

370-3594 

駐屯地 業務 広報 班 

12 

〃 新 町 駐屯地 

第 12 施設 大隊 広報 班 

370-1394 

13 航空 熊 谷 基地 

第 4 術 科学 校 総務課 広報 班 

360-8580 

14 陸上 大宮 駐屯地 

化学 学校 総務 班 

331-8550 

15 

自 埼玉 地方 連絡 部 

募集 課 

336-0001 

16 航空 入 間 基地 

中部 航空 方面隊 司令部 広報 班 

350-1394 

中部 航空 警戒 管制 団 司令部 広報 班 

17 海上 下 総 地区 

下 総 教育 航空 群 司令部 広報 室 

—  136  — 

277-8661 

住 

所 

電  話 

生体 見 g 
活験学 g 

宮城県 桃 生 郡 矢 本 町 矢 本字 板 取 85 

0225(82)2111 

〇 〇有 

// 

柴田郡 柴田町 大字 船 岡 宇大 沼端卜 1 

0224 (55)2301 

〇 〇有 

福島県 福 島 市 南 町 86 

024(546)1919 

— 

// 

〃 荒 井 字 原 宿 1 

024(593)1212 

〇 〇有 

// 

郡 山 市 大槻町 字 長 右 ェ門林 1 

024(951)0225 

〇 〇有 

// 

双葉 郡 川 内 村 上 川 内 字 花の 内 6 

0247(79)2277 

X  △ 

茨城県 水 戸市 三 の 丸 3  丁目 1 1-9 

029(231)3315 

— 

// 

ひたちな か 市 勝 倉 3433 

029(274)3211 

〇 〇有 

// 

猿 島 郡 総和 町 上辺 見 1195 

0280 (32)4141 

〇〇有 

// 

東 茨城 郡 小川 町 百 里 170 

0299(52)1331 

〇 〇有 

// 

稲敷 郡 阿見 町 青 宿 121-1 

0298(87)1171 

〇 〇有 

// 

土 浦 市 右籾 2410 

0298(42)1211 

x  △有 

// 

// 

0298(42)1211 

x  △有 

栃木県 宇都 宮市桜 5-1-13 合 同 庁舎 内 

028(634)3386 

— - 

// 

〃  上 横 田 町 1360 

028(658)2151 

〇〇有 

// 

〃  茂 原 1-5-45 

028(653)1551 

〇〇有 

群馬県 前 橋 市 南 町 3~64-12 

0272(21)4471 

- - 

// 

北 群 馬 郡 榛東村 大字 新 井 1017 -2 

0279(54)2011 

〇 〇有 

// 

多 野 郡 新 町 1080 

0274 (42)1121 

〇〇 

埼玉県 熊 谷 市 拾 六 間 839 

0485 (32)3554 

〇 〇有 

// 

大宮 市日 進 町 1 

048(663)4241 

〇 〇有 

// 

浦 和 市 常 盤 4-11-15 合同 庁舎 内 

048(831)6043 

_  一 一 

// 

狭 山 市 稲荷山 2-3 

042(953)6131 

〇 〇有 

千葉県 東 葛 飾 郡 沼 南 町 藤ケ谷 
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0471 (91)2321 〇〇有 


区分 


基 


番 

号 


地  担当 窓口 


18 陸上 松 戸 駐屯地  関東 補給 処松 戸支処 広報 班 

19 陸上 習 志 野 駐屯地 第 1 空挺 団 広報 班 
〃 航空 習 志 野 分 屯 基地 第 1 高射隊 総務 人事 班 


20 自 千 葉 地方 連絡 部 
21 陸上 下志津 駐屯地 
22 航空 木更津 基地 
23 海上 木更津 地区 
24 陸上 木更津 駐屯地 
25 海上 館 山地 区 
26 航空 峯岡山 分 屯 基地 
27 自 東京 地方 連絡 部 
28 陸上 市ヶ谷 駐屯地 
〃 航空 市ヶ谷 基地 
29 陸上 檜 町 駐屯地 
〃 航空 檜 町 基地 
30 陸上 芝 浦 分 屯 地 
31 〃 三 宿 駐屯地 
32 航空 目 黒 基地 
33 陸上 用賀 駐屯地 
34 〃  十条 駐屯地 
35 〃  練 馬 駐屯地 

36 〃  朝霞 駐屯地 

37 〃  小 平 駐屯地 
38 航空 府中 基地 
39 陸上 東 立 川 駐屯地 
〃 航空 立 川 分 屯 基地 
40 陸上 立 川 駐屯地 


募集 課 

高 射 学校 広報 室 
第 1 補給 処 広報 補償 班 
航空 補給 処 総務 科 
第 1 ヘリ コプタ ー団 広報 班 
第 21 航空 群 司令部 監理 幕僚 
第 44 警戒 群 総務 人事 班 
募集 課 

駐屯地 業務 隊 司令 職務 班 
中央 航空 通信 群 総務 人事 班 
駐屯地 業務 隊 総務 科 
航空 中央 業務 隊 総務 人事 班 
警務 隊 本部 総務 科 庶務 
衛生学 校 広報 班 
幹部 学校 総務課 広報 
関東 補給 処用 賀支処 総務 科 庶務 
補給 統制 本部 広報 班 
第 1 師団 司令部 広報 室 
駐屯地 業務 隊 司令 職務 班 
東部 方面 総監 部 広報 室 
第 1 施設 団 本部 広報 班 
業務 学校 広報 班 
防空 指揮 群 本部 総務 班 広報 係 
中央 地理 隊 司令 業務 班 
第 1 補給 処立 川支処 総務 班 
東部 方面 航空隊 本部 広報 班 


270-2288 

274-8577 

274-8577 

263- 0021 

264- 8501 
292-0061 
292-8686 
292-8510 
294-8501 
299-2508 
162-0845 
162-0845 
162-0845 
107-8513 

107- 8513 

108- 0075 
154-8566 
153-8933 
158-0098 
114-8564 
179-8523 

178-8501 

187-8543 

183-8521 

190-8585 

190-8585 

190-8501 
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住 


所 


電  話 


生体 見 g 
活 験学篇 


千葉県 松 戸市 五香 六 実 17 
〃 船橋 市 薬 円 台 3-20-1 


〃 千 葉 市 稲毛 区 轟 町 1-1-17 
〃  〃 若葉 区 若松 町 902 

” 木 更津市 岩根 1-4-1 
〃  〃  江川 無 番地 

”  ”  吾妻 地 先 

〃 館 山 市 宮城 無 番地 
〃 安房 郡 丸 山 町 平 塚嶺岡 西牧乙 2-564 
東京都 新 宿 区 市 谷 本 村 町 5-2 
”  //  5-1 

//  //  // 

" 港 区 赤 坂 9~7_45 


”  〃 港 南 4-7-47 

” 世 田 谷 区 池 尻 1-2-24 
" 目 黒 区 中 目 黒 2-2-1 
〃 世 田 谷 区 上用賀 1-20-1 
〃 北 区 十条台 1-5-70 
〃 練 馬 区 北 町 4_1-1 


047(387)2171 
047(466)2141 
047(466)2141 
043(251)7151 
043(422)0221 
0438(41)1111 
0438(23)2361 
0438(23)3411 
0470 (22)3191 
0470 (46)3001 
03(3260)0543 
03(3268)3111 
03(3268)3111 
03(3408)5211 
03(3408)5211 
03(3474)3871 
03(3411)0151 
03(5721)7014 
03(3429)5241 
03(3908)5121 
03(3933)1161 


〇 〇有 
〇〇有 
〇 〇有 

〇〇有 
〇〇 
x  〇 
〇 〇有 
〇〇有 
x  △ 


〇 〇有 
〇〇有 
x  〇 
x  〇 
x  〇 
△ 〇有 
x  △ 

〇〇有 
△〇 
〇 〇有 


〃  〃 大泉 学園 町 


048(460)1711 〇〇有 


〃 小 平 市 喜 平 町 2-3-1 
〃 府中 市 浅 間 町 1-5-5 
〃 立 川 市 栄町卜 2-10 

//  // 

"  〃 緑 町 5 


042(322)0661 〇〇有 
042(362)2971  X  △ 
042(524)4131 〇〇有 
042(524)4131 〇〇有 
042(524)9321 〇〇有 
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番 

号 

区分 

基  地 

担当 窓口 

〒 

41 

自 

神奈川 地方 連絡 部 

募集 課 

240-0062 

42 陸上 

横 浜 駐屯地 

中央 輸送 業務 隊 本部 総務 班 

240-0062 

43 海上 

横須賀 地区 

横須賀 地方 総監 部 総務課 広報 室 

238-0046 

// 

// 

田 浦 地区 

第 2 術 科学 校 総務課 

237-0071 

// 

// 

船 越 地区 

横須賀 地方 総監 部 総務課 広報 室 

237-0076 

44 陸上 

久里浜 駐屯地 

通信 学校 総務課 広報 班 

239-0828 

45 陸上 

武山 駐屯地 

少年 工科 学校 総務課 広報 班 

238-0392 

46 海上 

武山 地区 

横須賀 教育 隊 広報 係 

238-0317 

47 航空 

武山分 屯 基地 

第 2 高射隊 総務 人事 班 

238-0317 

48 陸上 

座 間 分 屯 地 

第 3 施設 群 本部 第 1 係 

228-0027 

49 海上 

厚木 地区 

第 4 航空 群 司令部 広報 室 

252-1101 

中 

咅 [5 

1 

自 

新 潟 地方 連絡 部 

募集 課 

951-8035 

2 

航空 

新 潟 分 屯 基地 

新 潟 救難 隊 総括 班 

950-0031 

3 

// 

佐 渡 分 屯 基地 

第 46 警戒 群 総務 人事 班 

952-1208 

4 

陸上 

新 発 田 駐屯地 

第 30 普通科 連隊 広報 班 

957-8530 

5 

// 

高 田 駐屯地 

第 2 普通科 連隊 広報 班 

943-8501 

6 

自 

長 野 地方 連絡 部 

募集 課 

380-0846 

7 

陸上 

松 本 駐屯地 

第 13 普通科 連隊 広報 班 

390-8508 

8 

自 

山 梨 地方 連絡 部 

募集 課 

400-0005 

9 

陸上 

北富士 駐屯地 

第 1 特科 連隊 大隊 司令 業務 室 

401-0593 

10 

// 

富士 駐屯地 

富士 学校 総務課 広報 班 

410-1432 

11 

// 

滝ヶ原 駐屯地 

普通科 教導 連隊 広報 班 

412-8550 

12 

// 

板 妻 駐屯地 

第 34 普通科 連隊 広報 班 

412-8634 

13 

// 

駒 門 駐屯地 

第 1 特科 連隊 広報 班 

412-8585 

14 

自 

静岡 地方 連絡 部 

募集 課 

420-0821 

—— 140  — 


住 

所 

電  話 

生体 見 g 
活験学 S 

神奈 j  1 1 県 横 浜 市 保土ヶ 谷 区 岡 沢 町 273 

045(331)4945 

- - 

// 

// 

045(335)1151 

△〇 

// 

横 須賀市 西 逸見 町 1 丁目 無 番地 

0468(22)3500 

△〇 

// 

〃  田 浦 港町 無 番地 

0468(22)3500 

△〇 

// 

”  船 越 町 7-73 

0468(61)8281 

x  〇 

// 

〃  久比里 2-1-1 

0468(41)3300 

〇 〇有 

// 

〃  御幸浜 1-1 

0468(56)1291 

〇〇 

// 

//  // 

0468(56)2152 

〇 〇有 

// 

”  ^  3-1 

0468(56)1291 

X  △ 

// 

座 間 市 座 間 

0462(53)7670 

x 〇有 

神奈川県 綾瀬 市 無 番地 

0467(78)8611 

△〇 

新潟県 新 潟 市 船 場 町 2-3423 

025(229)0320 

— 

”  ”  船 江 町 3-135 

025(273)9211 

X  △ 

〃 佐 渡 郡 金 井町 新 保 丙 2  -  27 

0259(63)4111 

X  △ 

〃 新 発 田 市 大手 町 6- 4-16 

0254(22)3151 

〇 〇有 

〃 上越 市 南 城 町 3-7-1 

0255(23)5117 

〇 〇有 

長野県 長 野 市 旭町 1108 

026(233)2108 

- - 

長 野 第 2 合同 庁舎 内 

〃 松 本 市 高宮西 1-1 

0263(26)2766 

〇 〇有 

山梨県 甲 府市北 新 1-7-9 

055(253)1591 

— - 

〃 南都 留郡忍 野 村 忍 草 3093 

0555(84)3135 

〇 〇有 

静岡県 駿東郡 小山 町須走 481-27 

0550 (75)2311 

〇 〇有 

〃 御殿場 市中 畑 2092-2 

0550 (89)0711 

〇〇 

”  ”  板 妻 40-1 

0550 (89) 1310 

〇 〇有 

”  ”  駒 門 5-1 

0550 (87) 1212 

〇 〇有 

〃 静岡市 柚 木 366 

054(261)3151 

一 一  _ 
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番 

号 

区分 

基  地 

担当 窓口 

亍 

15 航空 静浜 基地 

第 11 飛行 教育 団 司令部 総務 広報 

421-0293 

16 

// 

御前崎 分 屯 基地 

第 22 警戒 群 総務 人事 班 

421-0601 

17 

// 

浜 松 基地 

第 1 航空 団 司令部 広報 班 

432-8551 

18 陸上 豊川 駐屯地 

第 10 特科 連隊 広報 班 

442-8602 

19 

自 

愛知 地方 連絡 部 

募集 課 

454-0003 

20 陸上 守 山 駐屯地 

第 10 師団 司令部 広報 室 

463-8686 

駐屯地 業務 隊 司令 職務 班 

21 

// 

春 日 井 駐屯地 

第 10 施設 大隊 第 1 係 

486-8550 
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住 

4U 

所 

電  話 

生体 見 g 
活験学 

静岡県 志 太郡大 井川 町 上 小 杉 1602 

054(622)1234 

〇〇 

// 

榛原郡 御前崎 町 御前崎 2825-1 

0548(63)2160 

X  △ 

// 

浜 松 市 西 山 町 無 番地 

053(472)1111 

〇 〇有 

愛知県 豊川市 穂ノ原 1-1 

0533(86)3151 

〇 〇有 

// 

名古屋 市中 川 区 松 重 町 3_41 

052(331)6266 

- - 

// 

”  守 山 区 守 山 3-12-1 

052(791)2191 

〇 〇有 

// 

春 日 井 市 西 山 町 

0568(81)7183 

〇〇 
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; 区分 s  _ 

担当 窓口 

亍 

22 航空 高 蔵 寺 分 屯 基地 

第 5 術 科学 校 1 分校 総務課 

487-0003 

23 〃  小牧 基地 

第 5 術 科学 校 総務課 

485-8652 

24 〃  岐阜 基地 

第 2 補給 処 渉外 広報 室 

504-8701 

25 自 岐阜 地方 連絡 部 

募集 課 

502-0817 

26 陸上 久居 駐屯地 

第 33 普通科 連隊 広報 班 

514-1118 

27 航空 笠 取 山 分 屯 基地 

第 1 警戒 群 総務 人事 班 

514-1251 

28 自 三重 地方 連絡 部 

募集 課 

514-0003 

29 航空 白山 分 屯 基地 

第 14 高射隊 総務 人事 班 

515-3137 

30 陸上 明 野 駐屯地 

航空学 校 総務課 広報 

519-0596 

31 自 富 山地 方 連絡 部 

募集 課 

930-0856 

32 陸上 富 山 駐屯地 

第 301 施設 隊第 1 係 

939-1338 

33 自 石 川 地方 連絡 部 

募集 課 

921-8506 

34 陸上 金 沢 駐屯地 

第 14 普通科 連隊 広報 班 

921-8520 

35 航空 輪 島 分 屯 基地 

第 23 警戒 群 総務 人事 班 

928-8502 

36 〃  小 松 基地 

第 6 航空 団 司令部 広報 班 

923-8586 

37 自 福 井 地方 連絡 部 

募集 課 

910-0017 

38 陸上 鯖 江 駐屯地 

第 302 施設 隊第 1 係 

916-0001 

近  畿 

1 自 滋賀 地方 連絡 部 

募集 課 

520-0806 

2 陸上 大津 駐屯地 

第 2 教育 団 本部 広報 班 

520-0002 

3 〃  今津 駐屯地 

第 3 戦車 大隊 司令 職務 班 

520-1621 

4 航空 饗庭野 分 屯 基地 

第 12 高射隊 総務 人事 班 

600-1531 

5 自 京都 地方 連絡 部 

募集 課 

604-0043 

6 陸上 桂 駐屯地 

関西 補給 処支処 広報 班 

601-8211 

7 〃  福 知 山 駐屯地 

第 7 普通科 連隊 広報 班 

620-8502 

8 海上 舞 鶴 地区 

舞 鶴 地方 総監 部 総務課 広報 係 

625-8510 
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住  所 

電  話 

生体 見 g 
活験学 S 

愛知県 春 日 井 市 木 附町無 番地 

0568(51)0265 

x  △有 

〃 小 牧市春 日 寺 1-1 

0568(76)2191 

〇〇有 

岐阜県 各務原 市那加 官有 地 無 番地 

0583(82)1101 

〇 〇有 

〃 岐阜 市長 良 福 光 2675-3 

058(232)3127 

- - 

三重県 久居市 新 町 975 

059(255)3133 

〇 〇有 

〃  〃 槲原町 4183-12 

0592(52)1155 

X  △ 

〃 津市桜 橋 1-91 

059(228)4722 

一  _  _ 

〃 一志 郡 白山 町 大字 大原字 天 王 297 

05926 ⑼ 3111 

X  △ 

〃 度 会 郡 小 俣 町 明 野 5593-11 

0596 (37)0111 

〇〇 有 

富山県 富 山 市 牛 島 新 町 6-24 

0764(41)3271 

一 一  _ 

〃 礪波市 鹰栖出 935 

0763(33)2392 

〇〇 

石川県 金 沢 市 新 神 田 4-3-10 合同 庁舎 内 

076(291)6250 

— 

”  ”  野 田 町 1-8 

076(241)2171 

〇 〇有 

〃 輪 島 市 河 井町 十 部 29-7 

0768 (22)0605 

x  △ 

〃 小 松 市 向本折 町 戊 267 

0761(22)2101 

〇 〇有 

福井県 福 井 市 文 京 1-17-24 

0776(23)1910 

— - 

”  鯖 江 市 吉江町 4-1 

0778(51)4675 

〇〇 

滋賀県 大津市 打 出 浜 13-39 

077(524)6446 

一 - 

// 

"際 川 1-1-1 

077(523)0034 

〇 〇有 

// 

高 島 郡 今津町 大字 今津 字平郷 995 

0740 (22)2581 

〇 〇有 

// 

〃 新 旭町 大字 饗庭 3356-1 

0740 (25)4343 

X  △ 

京都府 京都市 中京 区 御池 通り 西 洞 院西入 ル 
石橋 町 438-1 合同 庁舎 内 

075(211)3471 

— — — 

// 

〃 南 区 久世高 田 町 

075(381)2125 

X  △ 

// 

福 知 山 市 天 田 堀 無 番地 

0773(22)4141 

〇 〇有 

// 

舞 鶴 市 字 余 部下 1190 

0773(62)2250 

〇〇有 
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番 

区分  基地 

担当 窓口 

〒 

9 

航空 経 ヶ岬分 屯 基地 

第 35 警戒 群 総務 人事 班 

627-0245 

10 陸上 宇治 駐屯地 

関西 補給 処 広報 班 

611-0011 

11 

〃 大久保 駐屯地 

第 4 施設 団 本部 広報 班 

611-0031 

12 

自 奈良 地方 連絡 部 

募集 課 

630-8301 

13 航空 奈良 基地 

幹部 候補生 学校 広報 室 

630-8522 

14 

自 大阪 地方 連絡 部 

募集 課 

540-0008 

15 陸上 豊 中分 屯 地 

中部 方面 輸送 隊第 1 科 

560-0001 

16 

〃 八 尾 駐屯地 

中部 方面 航空隊 広報 班 

581-0043 

17 

〃 信 太 山 駐屯地 

第 37 普通科 連隊 広報 班 

594-8502 

18 

自 和歌 山地 方 連絡 部 

募集 課 

640-8287 

19 陸上 和歌 山 駐屯地 

第 303 施設 隊第 1 科 

644-0044 

20 航空 串 本分 屯 基地 

第 5 警戒 群 総務 班 広報 

649-3632 

21 陸上 伊丹 駐屯地 

中部 方面 総監 部 広報 室 

664-0012 

駐屯地 業務 隊 司令 職務 班 

22 

〃 千 僧 駐屯地 

第 3 師団 司令部 広報 班 
駐屯地 業務 隊 司令 職務 班 

664-0014 

23 

〃 川 西 駐屯地 

阪神 病院 広報 班 

666-0024 

24 

自 兵 庫 地方 連絡 部 

募集 課 

650-0042 

25 海上 神 戸地 区 

阪神 基地 隊 総務 科 広報 係 

658-0024 

26 陸上 青 野原 駐屯地 

第 8 高射特科 群 本部 広報 班 

675-1351 

27 

〃 姫路 駐屯地 

第 3 特科 連隊 広報 班 

670-8580 

中国 •四国 

1 

自 鳥 取 地方 連絡 部 

募集 課 

680-0845 

2 

陸上 米 子 駐屯地 

第 8 普通科 連隊 広報 班 

683-0853 

3 

航空 美 保 基地 

第 3 輸送 航空隊 基地 渉外 室 

694-0053 

4 

自 島根 地方 連絡 部 

募集 課 

690-0825 
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住 

所 

電  話 

生体 見 g 
活験学 @ 

京都府 竹 野 郡 丹 後町 袖 志 

0772(76)0631 

X  △ 

// 

宇治 市 五ヶ庄 

0774(31)8121 

〇〇有 

// 

" 広野 町 風呂 垣 外 1-1 

0774(44)0001 

〇 〇有 

奈良県 奈良市 高 畑 町 552 第 2 合同 庁舎 内 

0742 ㈣ 7001 

— 一 一 

// 

〃 法 華 寺 町 1578 

0742(33)3951 

〇 〇有 

大阪府 大 阪神 央区 大手 前 4-1-67  (大阪 合同 庁舎 第 2 号館） 

06(6942)0541 

— 

// 

豊中市 北 緑 ヶ丘 1-7_1 

06(6852)1720 

△  △ 

// 

八 尾 市 空港 1-81 

0729(49)5131 

〇 〇有 

// 

和 泉 市 伯 太 町 

0725(41)0090 

〇 〇有 

和歌山県 和歌 山 市 築港 1-14-6 

0734(22)5116 

— 

// 

日 高 郡 美 浜 町 和 田 1138 

0738(22)2501 

x  〇 

// 

西 牟婁郡 串 本 町須江 1383-12 

0735 (65)0134 

X  △ 

兵庫県 伊丹 市 緑 ヶ丘 7-1-1 

0727(82)0001 

〇 〇有 

// 

伊丹 市 広 畑 1-1 

0727(81)0021 

〇 〇有 

// 

川 西 市久代 4-1-50 

0727 (82)0001 

〇〇 

// 

神 戸市 中央 区 波止場 町 1 番 1 号 

078(331)9896 

— 

(神 戸 第 2 地方 合同 庁舎 別館） 

// 

〃 東 灘区魚 崎 浜 町 37 

078(441)1001 

△〇 

// 

小 野 市 桜 台 1 

0794(66)7301 

〇 〇有 

// 

姫 路市峰 南 町 1-70 

0792(22)4001 

〇 〇有 

鳥取県 鳥 取 市 富 安 2-89-4  (鳥 取 第 1 合同 庁舎） 

0857(23)2251 

— 

〃 米 子 市 両三 柳 2603 

0859(29)2161 

〇 〇有 

〃 境 港 市 小 篠津町 2258 

0859(45)0211 

〇 〇有 

島根県 松 江 市 学園 1 丁目 1-14 

0852(21)0015 

— 
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#  区分  基地  担当 窓口  〒 

5 陸上 出 雲 駐屯地  第 304 施設 隊 広報  693-0052 

6 航空 高 尾 山 分 屯 基地 第 7 警戒 群 総務 人事 班  690-1312 

7 自 岡 山地 方 連絡 部 募集 課  700-8517 

8 陸上 三軒屋 駐屯地 関西 補給 処支処 総務 科  700-0001 

9 〃  日本 原 駐屯地 第 13 特科隊 広報 班  708-1393 
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住  所 


電  話 


生体 見 g 
活験学 SI 


島根県 出 雲 市松 寄 下町 1142-1  0853(21)1045 〇〇有 

” 八 束 郡 美 保 関 町 森 山 632  0852(72)2226  X  △ 

岡山県 岡 山 市 下石 井 1 丁目 4-1( 岡 山 第 2 合同 庁舎 内） 086(226)0361  - 

” 〃 宿 978  086(228)0111 〇〇有 

〃 勝 田 郡 奈義町 滝 本  0868(36)5151 〇〇有 
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(奄美 •沖縄の 図は 省略) 


区分 


基 


番 

号 


地 


10 海上 呉地 区 
11 海上 江 田 島 地区 
12 陸上 海 田 市 駐屯地 


13 自 広 島 地方 連絡 部 
14 海上 岩 国 地区 
15 自 山 口 地方 連絡 部 
16 陸上 山 口 駐屯地 
17 航空 防府南 基地 
18 〃  防府北 基地 
19 海上 小 月 地区 
20 〃  下 関 地区 
21 航空 見 島 分 屯 基地 
22 自 徳島 地方 連絡 部 
23 海上 徳島 地区 
24 〃  小 松 島 地区 
25 自 香 川 地方 連絡 部 
26 陸上 善 通 寺 駐屯地 
27 自 愛媛 地方 連絡 部 
28 陸上 松 山 駐屯地 
29 〃  高 知 駐屯地 
30 自 高 知 地方 連絡 部 


九州 •沖縄 


1 陸上 小 倉 駐屯地 
2 航空 芦屋 基地 
3 〃  築城 基地 
4 陸上 飯 塚 駐屯地 


担当 窓口 

呉地 方 総監 部 総務課 広報 係 
第 1 術 科学 校 総務 科 広報 係 
第 13 旅団 司令部 広報 班 
駐屯地 業務 隊 司令 職務 班 
募集 課 

第 31 航空 群 司令部 広報 室 
募集 課 

第 17 普通科 連隊 広報 班 
航空 教育 隊 本部 広報 班 
第 12 飛行 教育 団 司令部 総務 班 広報 
小 月 教育 航空 群 司令部 広報 室 
下 関 基地 隊 総務 科 
第 17 警戒 群 総務 人事 班 
募集 課 

徳島 教育 航空 群 司令部 広報 室 
小 松 島 航空隊 総務 室 
募集 課 

第 2 混成団 本部 広報 班 
募集 課 

第 2 混成団 特科 大隊 司令 業務 室 
第 2 混成団 施設 隊 総務 班 広報 
募集 課 


第 40 普通科 連隊 広報 班 
第 3 術 科学 校 渉外 室 広報 係 
第 8 航空 団 司令部 広報 班 
第 2 高射特科 団 本部 広報 室 


737-8554 

737-2195 

736-8502 

730-0012 

740-8555 

753-0092 

753-8503 

747-8555 

747-8567 

750-1196 

759- 6592 
758-0701 

770- 0862 

771- 0292 
773-8601 

760- 0062 
765-8502 

790- 0003 

791- 0298 
781-5331 
780-0065 


802-8567 

807-0133 

829-0151 

820-8607 
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住 

所 

電  話 

生体 見 g 
活験学 g 

広島県 呉市 幸 町 8-1 

0823 (22)5511 

〇 〇有 

// 

安芸 郡 江 田 島 町 

0823 (42) 1211 

〇 〇有 

// 

”  海 田 町 寿 町 2-1 

082(822)3101 

〇 〇有 

// 

広 島 市中 区 上 八丁 堀 6-30 合同 庁舎 内 

082(221)2957 

一  _  一 

山口県 岩 国 市 三角 町 2 丁目 

0827(22)3181 

△ 〇有 

// 

山 口 市 八幡 馬場 814 

0839(22)2325 

一一 一 

// 

”  上 宇 野 令 784 

0839(22)2281 

〇 〇有 

// 

防府 市中 関 

0835(22)1950 

〇〇 

// 

〃 田 島 

// 

〇〇 

// 

下 関 市 松屋 本 町 3-2-1 

0832(82)1180 

〇〇 

// 

”  永 田 本 町 4-8_1 

0832(86)2323 

△〇 

// 

萩 市 見 島 1518-1 

0838(23)2011 

X  △ 

徳島県 徳島市 城 東 町 2-6-25 

088(623)2220 

一一— 

// 

板 野 郡 松 茂 町住吉 字住吉 開拓 38 

088(699)5111 

〇 〇有 

// 

小 松 島 市 和 田 島 町 字洲端 4-3 

08853(7)2111 

〇〇 

香川県 高 松 市 塩 上 町 3-11-5 

087(831)0231 

— 

// 

善 通 寺 市 南 町 2-1-1 

0877(62)2311 

〇〇有 

愛媛県 松 山 市 三番 町 8-352-1 

089(941)8381 

— 

// 

”  南 梅 本 町 乙の 115 

089(975)0911 

〇 〇有 

高知県 香 美 郡 香 我 美 町 岸 本 469-1 

0887(55)3171 

△〇 

// 

高 知 市 塩田 町 8-1 

0888(22)6128 

— 

福岡県 北 九州 市 小 倉 南 区 北方 5-1-1 

093(962)7681 

〇 〇有 

，， 遠賀郡 芦屋 町 大字 芦屋 1455-1 

093(223)0981 

〇 〇有 

"  築 上 郡 椎田町 西 八 田 

0930 (56) 1150 

〇 〇有 

〃 飯 塚 市 大字 津島 282 

0948(22)7651 

〇〇有 
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番 

号 

区分 

基  地 

担当 窓口 

〒 

5 

福 岡 地方 連絡 部 

募集 課 

810-0043 

6 

陸上 福 岡 駐屯地 

第 4 師団 司令部 広報 班 

816-8666 

駐屯地 業務 隊 司令 業務 室 広報 

7 

// 

春 日 駐屯地 

福 岡 病院 総務課 

816-0824 

8 

航空 春 日 基地 

西部 航空 方面隊 司令部 総務 班 

816-0804 

西部 航空 警戒 管制 団 司令部 広報 班 

9 

陸上 

小 郡 駐屯地 

第 5 施設 団 本部 第 1 科 

838-0193 

10 

// 

久留米 駐屯地 

第 4 特科 連隊 広報 班 

839-0863 

11 

// 

前 川原 駐屯地 

幹部 候補生 学校 広報 班 

839-8505 

12 航空 高 良 台 分 屯 基地 

第 8 高射隊 総務 人事 班 

830-6528 

13 

自 

佐賀 地方 連絡 部 

募集 課 

840-0047 

14 陸上 

目 達 原 駐屯地 

九州 補給 処 広報 班 

842-0032 

15 航空 背 振 山 分 屯 基地 

第 43 警戒 群 総務 人事 班 

842-0293 

16 

// 

海 栗 島 分 屯 基地 

第 19 警戒 群 総務 人事 班 

817-1719 

17 陸上 対 馬 駐屯地 

対 馬 警備隊 本部 広報 班 

817-0005 

18 

// 

相 浦 駐屯地 

第 3 教育 団 本部 広報 班 

858-8555 

19 海上 佐 世 保 地区 (平 瀬） 

佐 世 保 地方 総監 部 総務課 広報 係 

857-0056 

20 

// 

〃 （崎 辺） 

佐 世 保 教育 隊 総務 科 

857-1176 

21 

// 

大村 地区 

第 22 航空 群 司令部 広報 室 

856-8585 

22 陸上 大村 駐屯地 

第 16 普通科 連隊 広報 班 

856-8516 

23 

// 

竹 松 駐屯地 

第 7 高射特科 群 広報 班 

856-0806 

24 

自 

長 崎 地方 連絡 部 

募集 課 

850-0862 

25 航空 福 江 島 分 屯 基地 

第 15 警戒 群 総務 人事 班 

853-0607 

26 

自 

大分 地方 連絡 部 

募集 課 

870-0003 

27 陸上 

別府 駐屯地 

第 41 普通科 連隊 広報 班 

874-0849 

28 

// 

南別府 駐屯地 

別府 病院 総務課 

874-0828 

29 

// 

湯布院 駐屯地 

第 3 特科群 広報 班 

879-5102 

30 

// 

玖珠 駐屯地 

第 4 戦車 大隊 広報 班 

879-4498 

31 

自 

熊 本 地方 連絡 部 

募集 課 

862-0971 
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住  所 

福岡県 福 岡 市 中央 区 城内 2-1 
〃 春 日 市 大和 町 5-12 


電  話 


譴最 匿 


092(781)0361 - 

092(591)1020  〇〇有 


大字 小 倉 173-2  092(581)0431  X  △ 

原 町 3-1-1  092(581)4031 △〇有 


〃 小 郡制、 郡 2277 
〃 久留米 市 国 分 町 100 
〃  〃 高 良 内 町 2728 

〃  〃 荒木 町 藤 田 官有 地 

佐賀県 佐賀市 与賀町 2-18 

〃 神 埼郡三 田 川 町 大字 立 野 7 
〃  〃 背 振 村 服 卷字背 振 山 1358 

長崎県 上 県 郡 上 対 馬 町鳄浦 1217 
〃 下 県 郡巌原 町棧原 38 
〃 佐 世 保 市 大潟町 678 
〃  〃  平 瀬 町 無 番地 

〃  〃  崎 辺 町 無 番地 

〃 大村市 今津町 10 
〃  〃 西 乾 馬場 町 416 


0942(72)3161 
0942(43)5391 
0942 (43)5215 
0942(32)3357 
0952(24)2291 
0952(52)2161 
092(571)3379 
09208 (6)2202 
0920 (52)0791 
0956147 )2166 
0956(23)7111 
0956(32)1121 
0957(52)3131 
0957(52)2131 


"  " 富の 原 1-1000  0957(52)3141 

" 長 崎 市 出 島 町 2-25 防衛庁 合同 庁舎 095(826)8844 
〃 南 松 浦 郡 三 井 楽 町嶽郷 770-1  0959(84)2074 

大分県 大分 市 生 石 5-5-1  097(536)6271 

〃 別府市 大字 鶴 見 4548-143  0977(22)4311 

”  " 大字 別府 3088-24  0977(24)6811 

〃 大分 郡 湯 布院町 大字 川上 941  0977(84)2111 

" 玖珠郡 玖珠町 大字 帆 足 2494  09737  (2) 1116 

熊本県 熊 本 市大江 4-2-21  096(366)1271 


〇 〇有 
〇 〇有 
〇〇有 
X  △ 


〇〇有 
x  △ 
x  △ 
〇〇 
〇〇 
〇 〇有 
〇 〇有 
〇〇 
〇 〇有 
〇 〇有 

x  △ 

〇 〇有 
x  △ 

〇 〇有 
〇〇 
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区分 


基 


番 

号 


地 


32 陸上 健 軍 駐屯地 


33 〃  熊 本 駐屯地 
34 〃  北 熊 本 駐屯地 

35 〃  高 遊 原 分 屯 地 
36 航空 新田 原 基地 
37 自 宮崎 地方 連絡 部 
38 航空 高 畑 山 分 屯 基地 
39 陸上 都 城 駐屯地 
40 〃  えびの 駐屯地 
41 〃 川 内 駐屯地 
42 〃  国 分 駐屯地 
43 自 鹿 児 島 地方 連絡 部 
44 海上 鹿屋 地区 
45 航空 下 甑島分 屯 基地 
46 海上 奄美 地区 
47 舶:空 奄 美大 島 分 屯 基地 
48 〃  沖 永 良 部 島 分 屯 基地 
49 自 沖縄 地方 連絡 部 
50 陸上 那覇 駐屯地 
51 海上 那覇 地区 
52 航空 那覇 基地 
53 海上 勝 連 地区 
54 航空 宮 古島 分 屯 基地 
55 〃  久米島 分 屯 基地 
56 〃  恩 納分屯 基 主 也 
57 〃  知 念 分 屯 基地 
58 〃  与 座 岳 分 屯 基地 


担当 窓口 


西部 方面 総監 部 広報 室 

862-8710 

駐屯地 業務 隊 司令 業務 室 

熊 本 病院 総務課 

862-0902 

第 8 師団 司令部 広報 班 

860-8529 

駐屯地 業務 隊 司令 業務 室 

西部 方面 航空隊 本部 広報 班 

861-2204 

第 5 航空 団 司令部 広報 班 

889-1492 

募集 課 

880-0901 

第 13 警戒 群 総務 人事 班 

888-0008 

第 43 普通科 連隊 広報 班 

885-0086 

第 24 普通科 連隊 広報 班 

889-4314 

第 8 施設 大隊 広報 班 

*  895-0053 

第 12 普通科 連隊 広報 班 

899-4392 

募集 課 

890-0068 

第 1 航空 群 司令部 広報 班 

893-8510 

第 9 警戒 群 総務. 人事 班 

896-1492 

奄美 基地 分遣隊 総務 科 

894-1506 

奄美 通信 隊 総務 人事 班 

894-0505 

第 55 警戒 群 総務 人事 班 

891-9292 

募集 課 

900-0016 

第 1 混成団 本部 広報 班 

901-0192 

第 5 航空 群 司令部 広報 室 

901-0193 

第 83 航空隊 本部 基地 渉外 室 

901-0194 

沖縄 基地 隊 総務 科 

904-2314 

第 53 警戒 群 総務 人事 班 

906-0292 

第 54 警戒 群 総務 人事 班 

901-3101 

第 19 高射隊 総務 人事 班 

904-0411 

第 18 高射隊 総務 人事 班 

901-1403 

第 56 警戒 群 総務 人事 班 

901-0322 

—— 154  — 


住 

所 

電  話 

生体 見 g 
活験学 g 

熊本県 熊 本 市 東 町 1-1-1 

096(368)5111 

〇〇有 

// 

〃 東 本 町 15-1 

096(368)5111 

x  A 

// 

〃 八景 水 谷 2-17-1 

096(343)3141 

〇 〇有 

// 

上 益 城 郡 益 城 町 大字 小 谷 1812 

096(232)2101 

x  〇 

宮崎県 児 湯 郡 新 富 町 大字 新田 19581 

0983(35)1121 

〇 〇有 

// 

宮崎市 東大 淀 2-1-39 

0985(53)2643 

——  _  一 

// 

串 間 市 本 城 4 

0987(77)0303 

X  △ 

// 

都 城市 久保原 町 1 街区 12 号 

0986(23)3944 

〇 〇有 

// 

え びの 市 大字 大河 平 4455-1 

0984(33)3904 

〇〇有 

鹿児島県 川 内 市 冷水 町 上 床 539-2 

0996(20)3900 

〇〇 

// 

国 分 市 福 島 2-4-14 

0995(46)0350 

〇 〇有 

// 

鹿 児 島 市 東 郡 元 町 4 番 1 号 (鹿 児 島 第 2 合同 庁舎)  099(253)8920 

- - 

// 

鹿 屋市西 原 3-1 1-2 

0994(43)3111 

〇 〇有 

// 

薩摩 郡下甑 村長 浜 

09969 (5)0015 

X  △ 

// 

大島郡 瀬戸 内 町 古仁屋 船津 27 

09977 (2) 0250 

△〇 

// 

〃 笠 利 町 平字シ リ原 505-2 

0997(63)0700 

X  △ 

// 

〃 知名 町 上 平 川 2081-1 

0997 (93)2169 

X  △ 

沖縄県 那覇市 前 島 3-24-1 

098(866)5457 

—  一  _ 

// 

”  鏡 水 679 

098(857)1155 

〇 〇有 

// 

〃 当 間 252 

098(857)1191 

△〇 

// 

〃 当 間 301 

// 

〇〇 

// 

中 頭 郡 勝 連 町 字 平敷屋 1920 

098(978)2342 

x  〇 

// 

宮古郡 上野 村 字 野原 1190-189 

09807 (6)6745 

X  △ 

// 

島 尻 郡 仲 里 村 字 宇江城 山 田 原 2064-1 

098(985)3690 

X  △ 

// 

国 頭 郡 恩納村 字恩納 7441 

098(966)2053 

x  A 

// 

島 尻 郡 佐 敷 町 字 佐 敷 1641 

098(948)2813 

X  △ 

// 

糸 満市字 与 座 1780 

— 155  — 

098(994)2268 

X  △ 

記入 欄 

あなたが 隊内 生活 体験した 部隊 名 
(所在 住所 

隊内 生活 体験の 指導を した 
教官 • 助教の 氏名 •階級 


自衛隊 隊内 生活 体験の しおり 

定価 •本体 230 円 + 税 


1999 年 3 月 31 日 

編 著 朝 雲 新聞社 編集 総 局 
発行所 朝 雲 新 聞 社 

〒 160  -  0002 東京都 新 宿 区 坂 町 26 番地 19  KK ビル 
a  03(3225)3841/ 振替 00190  -4 - 17600 


メ  モ 


メ  モ 


メ  モ 


メ  モ 


体力 検定 基準 


1.  検定 種目 

50m 走、 走り幅跳び、 屈 腕 懸垂、 1,500 m 持続 走 

2.  等級の 区分 および 判定 

次の 2 法のう ち 上位の 等級に 判定で きる 方法に より 等級を 区分 
する。 この 際、 得点は、 その 種目を 実施した 場合に 与え、 途中 棄 
権 時は 点数を 与えない。 


第  1  法 

第  2  法 

等級 

各種 目のう ち 最低の 得点 
を 得た 種目の 得点 

合計 得点 

1 級 

80 点 以上 

320 点 以上 

2 級 

70 〜 79 点 

280 〜 319 点 

3 級 

60 〜 69 点 

240 〜 279 点 

4 級 

50 〜 59 点 

200 〜 239 点 

5 級 

40 〜 49 点 

160 〜 199 点 

6 級 

30 〜 39 点 

120 〜 159 点 

7 級 

20 〜 29 点 

80 〜 119 点 

8 級 

10 〜 19 点 

40 〜 79 点 

9 級 

5 〜 9 点 

20 〜 39 点 

10 級 

4 点 以下 

19 点 以下 
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